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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　季節は秋。

　野の山やまは紅葉もみじで綺き麗れいな赤色に染そまり、夏の蒸むし暑あつさもどこへやら、むしろ肌はだ寒ざむささえ感じられる、そんな季節。

　だけど今日ばかりは雲ひとつない最高のお天気で、ここ山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよも間近に迫せまった冬ではなく春を思わせるようなぽかぽかとした陽よう気きに包つつまれていた。

　私の名前は一か尺ま八つ寸か東鬼しのぎ。間ま違ちがっても〝いっしゃくはっすんひがしおに〟などと読んではいけない。職しよく業ぎようは司し法ほう修しゆう習しゆう生せい──ようするに弁べん護ご士しや検けん察さつ官かんといった〝法を司つかさどる〟職業人のタマゴだ。今は弁護士の実じつ務むを経けい験けんするために、毎日足繁しげくこの山鹿法律事務所に通い、〝仕事〟に追われる日々である。

「うーん。今日はお日様のご機き嫌げんがいいんですねぇ」

　あまりにも穏おだやかで暖あたたかい陽気に、思わず私の口からそんな言葉が突ついて出でた。私に与あたえられた〝仕事〟も、始めの内は戸と惑まどったけど、今ではこれぐらいの言葉を口にするぐらいの余よ裕ゆうはできた。

　しかし──例によって名めい目もく上じようの恩おん師しが私を現げん実じつに連つれ戻もどす。

「雑ぞう巾きんがけしながら言うセリフでもないと思うが」

　山鹿先生である。いつものように、ぼけっと暇ひまそうに新聞を読みながら。

「……いいじゃないですか。いつどんなことを言おうと私の自由です。せっかく春を思わせるこんな陽気なのに、何も感じない先生こそどうかしてます」

「情じよう緒ちよが豊かだと客が来るようになるのか？　腹が膨ふくれるのか、裁さい判ばんで勝てるのか？　ふん、弁護士に必要なのは現げん実じつ感かんだけだ。ほらほら、さっさと仕事に戻れ」

「ううう……」

　ミもフタもない。この人はきっと情緒失しつ感かん症しようとかいう病気にでもかかっているのだろう。

「ねえちょっと、かまつか～」

　と、年上の私を呼び捨てにする少女の声。接せつ客きやく用ようのソファで読書中の皐さ月つきちゃんである。

「何ですか、皐月ちゃん？」

「ほらほら、無む駄だ話ばなしなんてしてないで床ゆか掃そう除じぐらいちゃっちゃと終わらせなさいよ。もう三時でしょ、なんか甘あまいものでも買ってきなさいよ」

「ううう……」

　継まま母ははにいじめられていた白しら雪ゆき姫ひめというのは、きっと私と同じような気持ちで毎日を送っていたに違いない。

「それをいうならシンデレラだろうが」

「…………」

　山鹿先生の無ぶ粋すいな突つっ込こみは聞かなかったことにする。というか、なんで私の考えていることが分かるのだろう。

「お前が小さな声でブツブツ言ってるからに決まってるだろう」

「ええっ!?　わ、私そんなことしてましたかっ？」

「ああ。もうさっきからブツブツとな」

「うううう……」

　自分でも気付かなかった。そんな、掃除しながらブツブツ言うなんて、まるで私が怪あやしい人みたいである。

「この事務所に出入りしてる時点で真まっ当とうな人間じゃないってことは確たしかね。もちろん、あたしは例外だけど」

　皐月ちゃんが容よう赦しやなく傷口に塩を塗ぬる。進むべき道を誤あやまったんだろうかという思いは、ここ最近毎日のように感じる……。

　うう、こんな生活もう嫌いやだ。

　元々独ひとり言ごとというのは、精せい神しん的てきに圧あつ力りよくを受けている人がよくやることなのだそうだ。まさに今の私のことである。私は弁護士の実務を修習するためにここへ来ているのだ。それなのに、何が悲しくて毎日毎日掃除やパシリをやらなければならないのか。……なんか毎日こんなこと言ってるような気もするけど。

　腐くさっても鯛たい──もとい、腐ってもったいない山鹿先生は、一いち応おう全国にその名を知られた弁護士なのだ。普ふ段だんは確かにどうしようもないヘタレな人だけど、弁護士として見れば尊そん敬けいできる点もなくはない。

　私は意を決し、掃除道具を放ほうり出して山鹿先生のまん前に立った。

「山鹿先生！」

「──あ？　なんだ、一いつ尺しやく？」

「一か尺ま八つ寸かですぅ……」

　鋭い視線で先生に睨にらまれ、思わず気け圧おされてしまう私。

　でもここで逃にげちゃダメだ、そしたらまたいつもの繰くり返かえしになってしまう。

「先生っ、私もう我が慢まんできません！　私は弁護士の実務を経験するためにここへ来てるのであって、掃除や雑ざつ用ようをしに来てるわけじゃ──」

　すると山鹿先生は心底めんどくさそうにため息を吐つき、

「あー、分かった分かった。そろそろまたそんなことを言い出す時じ期きじゃないかと思ってたぜ」

「そっか、そういえば今日はもう木曜日だったわね」

　う、なんだろう、この二人の反応は。これじゃまるで、私が抗こう議ぎするのが定期的な習慣になってるみたいだ。

「ようするにあれだろ、また雑用以外の弁護士らしい仕事もさせろってことだろ？」

「ひ、平ひらたく言うとそういうことです」

　う、やっぱり読まれてる。山鹿先生はまったくやる気なさそうに頭の後ろで腕うでを組み、

「だがあいにくだな、お前も知ってるだろ、今俺は何一つとして案あん件けんを抱かかえてない。これじゃ実務を経験させるもクソもないだろ？」

「ううっ……」

　確かに先生の言う通りだった。この法律事務所は、依い頼らいはおろか来らい客きやくすら滅めつ多たにないのだ。現にここ数日、山鹿先生がやったことといえば新聞をぼけーっと読むことだけ。

　しかし、だからといって掃除とパシリをさせられるのはもう嫌だ。素す直なおに引き下がるわけにはいかなかった。

「じゃ、じゃあ先生。なにかこう、弁護士としてためになるような話でも聞かせてくださいよ」

「うわ、善ぜん行こーからためになる話を聞くって？　かまつかー、あんた正気？」

　皐月ちゃんのもっともな発言は、とりあえず聞こえないフリをするしかなかった。

「うるせーぞクソガキ。なるほど、経けい験けん談だんってわけか。確かにそれぐらいならヘタに仕事任せて失敗されるよりゃマシだな。いいだろう。で、どんな話をすりゃいいんだ？」

「え……。いえ、それはもう、先生がためになると思ったものでしたらなんでも」

「もっと具ぐ体たい的てきに言え、具体的に。俺にとってためになる話と、お前にとってためになる話が同じ類たぐいのものだと思うのか？」

「な、なるほど。それはそうですけど」

　確かに〝表ざたにならない証しよう拠このでっち上げ方〟なんて教えられてもちょっと困る。

　でも、そうなると……何を聞けばいいんだろう。刑けい事じ裁判については私も少しばかり経験させてもらったし。だからといって、この人は民みん事じ関連の依頼はほとんど受けないし……。

「ほらほら、さっさと言え。俺は暇じゃねーんだ、制せい限げん時間はあと五秒。四、三、二……」

「えっ、あっ、うえっ？　じゃ、じゃあっ、えーと、そうだ、春らしい話なんてどうでしょう!?」

「……はあ？」

　先生が思いっきり白けた顔をする。うん、自分でもなんで春なんて単語が出てきたのかちょっとよく分からない。春のような陽気に私の頭も影えい響きようを受けたのだろうか。

「お前はまた妙みようなことを言うな。春らしい話？　春と弁護士にどんな関係があるんだよ？」

「あと、えと、で、ですから……そうだ、春といえば新生活です、新しい職場です！　山鹿先生が弁護士になってすぐに経験されたお仕事についてとか話してくださいよ！」

「ふーむ、そういうことか」

　先生はそれであっさりと納なつ得とくした。とっさに思いついた言いい訳わけだったが、説得力はそれなりにあったらしい。

　そう、春といえば新しい門かど出での季節なのだ。弁護士になったばかりの山鹿先生がどんな仕事をしていたのかについては、確かに興きよう味みがあった。

　先生はしばし考え込んでから、

「春か。じゃあそうだな、花に関かん連れんした話でもしてやろうか？」

「ぷっ。は、花～？」と、いきなり皐月ちゃんが吹ふき出した。「善ぜん行こーが花に関連した話？　うわ、似に合あわないわね～」

「お前には言ってねえよ、黙だまってろガキ。で、どうだ一尺？　それでいいのか？」

「え、ええ。是ぜ非ひお願いします！」

　何しろ先生の体験談である。不ふ満まんはない。この人の口から花なんて言葉が出てくることは確かに意外だけど。

　山鹿先生は背もたれにどかっともたれかかり、そして騙かたり──じゃない、語り始めた。

「あれは去年の春の出で来き事ごとだ。

　そう、狂くるったように花が咲さきまくってる春真まっ盛さかりの日だったな。その日、俺は地元の弁護士会から突とつ然ぜん呼び出しをくらったんだ──」




　　　　◆◆◆◆




　俺はドカンドカンとその部屋のドアをノックした。

「……誰だれだ？」

「俺だ」

「……そうだと思った。入れ」

　短いやり取りの後、ドアを押おし開ける。

「呼ばれたんで来ましたが、なんか用すか」

　できるだけ丁てい寧ねいな口調を装よそおおうとして失敗し、いつも通りぶっきらぼうに言う。

　我われながら礼を欠かいているとは思ったが、俺を呼びつけた当人も、別に礼れい儀ぎ正しい振ふる舞まいを期き待たいしているわけではなかったようで、特にお咎とがめはなかった。

「お前に仕事がある」

　と、その男──竹たけ田だ博ひろ人とは言った。地元の弁護士会副会長で、メガネをかけた〝いかにも秀しゆう才さい〟といった風ふ情ぜいのクソ野や郎ろうである。

「あんたからもらえる仕事なんて、さぞかし素す晴ばらしいものなんだろうな」

「ああ、素晴らしいとも。いいか、ここから電車で三駅ほど行ったところに私立山やま吹ぶき高校という学校がある」















「……で？」

「お前も一応学生だったんだから経験はあるだろう。高校二年にもなれば、そろそろ将来の進しん路ろを決め始めることになる。その山吹高校では進路を選えらぶ参考とするために、新人の医者やパイロットなどを呼び、いろいろと話をさせるといったようなことをやってるらしい。

　そこでだ、山鹿。ここまで言えばもう察さつしはつくだろう？　本来ならお前にこんな仕事を任せるのは天地がひっくり返ってもゴメンなのだが、他に適てき任にん者しやがいないとあっては仕し方かたがない。弁護士代表として午後四時までにその高校へ赴おもむき、弁護士のなんたるかを講こう義ぎして来い。分かったな」

「ふざけてんのかてめぇは」

　俺は即そく座ざに抗議した。

「いきなり呼びつけてそれかよ。そもそもなんで俺なんだ？　その手の講義好きな弁護士なら、俺以外にもいくらでもいるだろうが」

　たとえばあんたとかな。

「ふん、誰が好すき好このんで貴き様さまなんぞに講義などさせたがるものか。そんなことをすれば弁護士という職業を総そう会かい屋やと混こん同どうされるのが関の山だからな。

　だが残念なことに、学校側からできる限かぎり弁護士になったばかりの若い新人をよこしてくれとの指し定ていがあったんでな。ここの弁護士会所しよ属ぞくで、一番若くてなおかつ暇ひまで、その上まだロクな奉ほう仕し活動をしたことがない弁護士といえばお前しかおらん」

「なるほど、確かに俺以外の弁護士と言えば中年オヤジばっかりだしな。高校生に講義するには頭が古過すぎるか」

　俺の皮ひ肉にくが功こうを奏そうした様子はなかった。

「理解してくれたようで嬉うれしいよ。さて、納得したところで行ってこい。というかさっさとここから出て行ってくれ」

「一応聞いておきたいんだが、俺の意思は無む視しか？」

「まさかとは思うが、お前に拒きよ否ひ権けんなんてものがあると思っているのか？」

「普ふ通つうはあると思うんだがな」

「ではこう言おう、お前は普通ではない。ゆえに拒否権もない。それで問題なかろう」

「なるほど、そいつは褒ほめ言葉と受け取るべきなんだろうな。確かに俺ほど優秀な弁護士は他にいないからな」

「ふん、倫りん理り観かんと世せ間けん体ていと羞しゆう恥ち心しんを捨てた弁護士はポジティブ思し考こうでうらやましいよ。その能天気さは尊敬に値あたいするな」

　口の減らない弁護士である。こういう輩やからがいるから、弁護士という人間が世せ間けんに誤ご解かいされてしまうのだ。

「とにかく、俺に拒否する権けん利りなんてないわけだな？」

「お前の解かい釈しやくにはいささか誤解がある。どうしてもイヤというのなら仕方がない、こう見えても私は寛かん大だいな人間だ、他の適任者を探してもよい。ただし、その場合は代わりに貴様の襟えり元もとに付いてる弁護士バッジを置いていってもらうことになる」

「…………」

　ようは決定事じ項こうというわけである。

　まったく納得はできないが、さすがについこないだ手に入れたばかりの弁護士バッジを手放す気にもなれなかった。

「分かったよ、行きゃいいんだろ行きゃ。だがな、講義なんてするならそれなりに準じゆん備びってもんが必要だろうが。なんでもっと早く連れん絡らくの一つもくれなかったんだ？」

「何を謙けん遜そんしているのかね、君は原げん稿こう用紙の一枚も持たずに最終弁論をやらかす優秀な弁護士様じゃないか、準備の時間など必要なかろう。

　さあ、無む駄だ話ばなしはこれまでだ、さっさと出て行け。その無ぶ粋すいな面つらをいつまでも見せるんじゃない。その面を見てるだけで本当に不ふ愉ゆ快かいになってくる。……ああ、冗じよう談だん抜ぬきで腹が立ってきたぞ。何を突つっ立っている、もう私に言うべきことはないぞ。ええいっ、いつまでそこにいる気だ、私の前から失うせろと言っただろうが！　くそっ、もう我が慢まんならん！　ただでさえお前は存在自体が目め障ざわりなのだ、いっそ消えてしまえっ、この世から！　今すぐ！　さあ！　さあさあ！」

「……理り不ふ尽じんだ」

　なぜそこまで言われなければならんのか。俺はそんなにこいつから恨うらみを買うようなことをしただろうか。

　したな。

　仕方がない、もはやこれ以上ウダウダとごねても無駄だろう。嫌いやがらせのためにずっとこの場に留とどまってやるという手もあるが、これ以上罵ば倒とうに付き合わされるのもゴメンである。仕方なく俺は肩かたをすくめると、いけすかないメガネ猿ざるの棲すみ処かを後にした。







　その後、俺は素す直なおに電車に乗った。無む論ろん、山吹高校とやらに講義しにいくためである。

　念のため、誤解のないようこれだけは言っておこう。

　俺があれ以上抗こう議ぎせず、素直に竹田の言うことに従ったのは、別に〝高校〟とか〝女子高生〟とかいう単語に惹ひかれたというわけではない。決してない。断だんじてない。

　そもそも、俺は高校生ぐらいのガキは嫌きらいなのだ。

　これも一応誤解のないように言っておくが、別に女子高生が嫌いというわけではない。ただケツが青いのは色々と気き苦ぐ労ろうが多いので勘かん弁べんして欲ほしいということなのだが、念のためもう一度言っておくが別に女子高生が嫌いというわけではなく、性格なんて千せん差さ万ばん別べつだろうし将しよう来らい性せいを考えればむしろ進んで親しくなっておきたい気にもなるのだがこれも誤解のないように言うが別に女子高生と交流を深めたいがためにこの仕事を請うけたというわけではなくあくまで一弁護士として社会に奉仕したいという心の表れなのであり、はて、さっきから俺は一体何を言っているんだろうな。




　しかし──俺の心配は杞き憂ゆうとなる。




　目もく的てき地ちの校門へ辿たどりつくなり、俺は次のように呟つぶやくことになる。

「……騙だまされた」

　その高校は、丁寧に手入れがなされた銀杏いちよう並なみ木きの先にあった。

　広い校庭に綺き麗れいな校舎を持つ、見るからに名のある私立校。

　最大の問題は、校門に刻きざまれたその学校名だった。

　私立山吹高校。それが俺の聞いた名だ。しかし、肝かん心じんな二文字が抜けていた。

　正式名めい称しようは、私立山吹男子学園──




　男子校だった。




　この時点で俺の気力は三割ほど減げん衰すいしていた。

　しかし、俺はさらに自分の気力を減少させることになる事実を発見する。

　この学校は、運動系らしかった。

　ふと周りに目をやれば、ブレザーにネクタイという格かつ好こうの、やたらと図ずう体たいのでかい学生が校門を出入りしている。

「おい、そこの後こう輩はい!!」

「はっ、なんでありますか先輩!!」

「タイが曲がっているぞ！　みだしなみはきちんと整えんかぁあ!!」

「はっ、すいませんでしたぁぁあああ!!」

「…………」

　思わずめまいを感じた。なんなんだこの学校は。

　ひょっとしてこの高校の他ほかにも私立山吹学園という高校があって、俺がどこかで道を間ま違ちがえたか、あるいは別の次元にでも紛まぎれ込こんでしまったのではないか。本気でそう思う。いや、思いたい。

　しかし、竹田メガネザルから教えられた高校の住所は間違いなくここだったし、どこをどう見回しても次元の断だん層そうを見み出いだすこともできず、やはりこれが現実なのだと認にん識しきせざるを得なかった。

　回れ右して帰ろうかとも思ったが、ここまできて任務を放ほう棄きしようものなら、あのクソ野郎は喜び勇んで俺の弁護士免めん許きよを取り上げにかかるだろう。

　観念して入るしかなかった。だが、さらに校門からグラウンドの様よう子すを見て、俺は本気で頭を抱かかえることになる。

　溢あふれんばかりの男子学生どもが汗あせを流して各種スポーツに励はげんでいる。それを見ているだけでも汗臭くささが伝わってきそうだというのに、

「ヤマガクゥゥゥ……ファイトォォ!!」

「ゥオオオオォォォ!!」

「…………」

　訂てい正せいしよう。目で見ずとも、聞いているだけで汗臭さが感じられる。まったく、これだから運動系の男子学校ってヤツは大嫌いなのだ。……いや、文系の男子校ならいいというわけではないが。

　と、そのときであった。

「山鹿先生でありますくぁぁぁあああ!?」

　この俺でさえも思わず身がすくんでしまう大声。

　声の方を振ふり返かえると、メガネをかけたやはりごっつい男子生徒が一名、なぜか直ちよく立りつ不ふ動どうで立っていた。

「そ、そうだが」

「ぉ待ちしておりむぁしたぁああ！　私は峰みね岸ぎしと申しむぁす！　どうぞ、校内へご案内いたしむぁああす！」

「……よ、よろしく」

　俺は「人違いだ」と回れ右して帰りたい欲よつ求きゆうに駆かられたが、やはり弁護士免許が惜おしく、結局は付いていくしかなかった。

　内心でがっくりと肩を落とし、そのメガネに従したがい校門をくぐる。グラウンドに一歩足を踏ふみ入いれた途と端たん、熱気と汗臭さを感じたのは気のせいだと思いたい。

　と、そのとき。帰宅しようとしていた数人のごっつい生徒が、俺たちに気付いた。

「峰岸先輩！　押オ忍スでありまぁああす！」

　……そして空手家がやるように、両りよう腕うでを左右に開いてがしっと構かまえる。

「ぅ押忍！　車に気をつけて帰るように！」

　峰岸と名乗った生徒が同じ動どう作さで応じる。お前ら何かおかしいと思わんのかと突つっ込こみたくなる衝しよう動どうを俺はなんとか押おさえ込んだ。

　それからも、校舎へ入るまでの間、俺は「押忍！」というむさ苦しさ倍ばい増ぞうの挨あい拶さつを何度も聞かされることになる。

　ここがせめて共学だったらと、つくづく思う。俺だって男なのだ、むさ苦しい男子生徒に「押忍！」などという怒ど号ごうとともに迎むかえ入れられるよりは、女子学生に「ごきげんよう」などとおしとやかに迎えられる方がいいに決まっている。

　現実はいつもうまくいかない──俺はこのことを教きよう訓くんとして強く実感した。




「いかがでありますか、この学校は」

　グラウンドを通って校舎に入ると、峰岸はそんなことを尋たずねてきた。

「い、いやまあ、なんとも個性的な学校だな」

「そうでしょうそうでしょう。私もこのような素す晴ばらしい学校は、日本でも我わが校だけと確かく信しんしております」

　二つもいらんわ、こんな学校。

　峰岸は頼たのんでもないのにこのおぞましい学校について色々と語り始めた。

「我が校では文ぶん武ぶ両りよう方ほうに力をいれておりまして、生徒は全員運動系と文化系の部活に入ることが義ぎ務む付づけられておるのです」

「ぶ、文化系？　あのごっつい連中が？　正気か？」

「は？　何かおっしゃいましたか？」

「……いや、将しよう棋ぎか？　と言ったんだ。男がやる文系の部活と言えば将棋部だろう？」

「はあ。いえ、もちろん将棋部もありますが、盛さかんなのは文芸部と手芸部、そして何よりも茶さ道どう部ですね」

　あのむさ苦しい男どもが、手芸……？

　……吐はき気けがしてきた。

「いかがでしょう、ご興味があるのでしたら少し覗のぞいて行かれますか？」

「い、いや結けつ構こうだ。ほら、時間も押してることだしな」

「そう急ぐこともありませんよ、時間はまだありますし。手間もかかりませんよ、茶道部の和室はすぐそこですから。ほら、そこです」

　……俺は、そのとき取った自分の行動を長い間後こう悔かいすることになる。不ふ可か抗こう力りよくではあるだろう、「ほら、そこです」などといわれれば、誰だってそっちの方を見てしまうに決まっているのだから。

　……その教室では、和服に身を包つつんだ十七歳さい前後の高校生が十数人、静しず々しずと茶を飲んでいた。

　こう表現するだけなら、とても華はなやかな景色けしきと思えるかもしれない。

　しかしその高校生たちというのは、例によってやたらと図体の頑がん丈じようそうなむさ苦しい男子学生ばかりだった。茶道部の活動、というよりはヤクザの手て打うち式しきである。絶ぜつ景けいと言ってもいい。もちろん、想そう像ぞうを絶ぜつする光景という意味だが。

「どうです、みんな見み事ごとなお手て前まえでしょう？　もしご希望でしたら手芸部の部室にもご案内しますが」

「いやもういいです勘かん弁べんしてくださいお願いします」

「はあ、そうですか。では視し聴ちよう覚かく教きよう室しつの方へご案内いたしましょう」

　俺の必ひつ死しさが伝わったのか、峰岸という生徒はそれ以上俺を苦しませることはなかった。

　さっき見た絶景が夢に出てこないことを祈いのりたい。




　　　　◆




「あー、そういうわけで今日いらしていただいたのは、二は十た歳ちそこそこという若さで弁護士になられた山鹿善ぜん行こう先生だぁっ！　全員、失礼のないようになぁぁあああ！」

　石いし塚づかと名乗った教師が、俺をそう紹しよう介かいする。

　歳としは中年、でかい図体にジャージ姿すがた。これまた見み事ごとなまでに体育会系である。竹刀しないを持ってないのが不ふ思し議ぎでしょうがない。

　そしてその教室にいたのもまた、やはり体育会系と思おぼしきごっつい体格をしたむさ苦しい男子学生どもだった。

　俺は半なかばうんざりしつつも、義務感から軽く挨拶の言葉を口にした。

「山鹿だ、よろしく」

　その次の瞬しゆん間かん。

「ぃよっしゃっしゃぁぁあああす!!」

　怒号のような挨拶が教室を震ふるわせる。根こん本ぽん的てきにこの学校はどこかが狂くるってるような──いや、もう何も言うまい。

「では山鹿先生！　お願いできますかぁあ!?」

　石塚が俺に凄すごんだ。……いや、多分本人は頼んでるつもりなのだろうが。

「……分かりました。では早さつ速そく」

　このときには、俺もいい加か減げんヤケ気ぎ味みだった。

　こんな連中とはこれ以上付き合ってられん。後でどんな苦情が来ようと知ったことではない、適てき当とうにやってさっさと終わらせてやる。そう決けつ断だんしていた。

「さて──」

　教きよう卓たくの上に両手を置いてやや前ぜん傾けい姿し勢せいをとり、むさ苦しい男どもの群れを見回す。

「何か質問はあるか？」

　どどどっと生徒たちが椅い子すから転げ落ちた。お前ら吉よし本もとかと突っ込みを入れたくなるほどタイミングの揃そろったずっこけぶりである。

「あ、あの、山鹿先生」と、石塚教師が体格に似合わず恐おそる恐る聞いてくる。「講義の初めから質問コーナー……なんですか？」

「ああ。とにかく急な話だったんでね、正直なところ何を講義すりゃいいのか分からん。だからむしろそっちからどんなことを聞きたいか教えて欲ほしいんだが」

「な、なるほど。そういうことでしたか」

　石塚は気を取り直すかのようにコホンとわざとらしく咳せき払ばらいをしてから、生徒の方を見回した。

「そういうわけだお前ら！　何か質問のある者はいるかぁ!?」

　俺にはかすかな希望があった。

　普ふ通つうの高校生なら、こういうときに率そつ先せんして質問しようとするヤツはあまりいないはずなのだ。なぜかといわれても困るが、高校生なんてそんなもんだ。つまり、そうなれば俺はもう用よう無なしということで、さっさと帰ることもできるというわけだ。

　しかし──その目もく論ろ見みはあっさりと崩くずれた。この学校はとにかく生徒どもが総そうじて特とく殊しゆらしく、数人の生徒が率先して手を上げやがったのだ。

　まあ少しぐらいは相手してやらねば竹田に後で何を言われるかも分からない。仕方なく俺は適当な生徒を指差した。

「じゃあ……そこのお前だ」

「はっ！　東ひがし山やまと申しむぁす！　まず率直にお訊たずねいたします、弁護士になるにはどうしたらいいんですかぁあ!?」

　うお、あまりにも標ひよう準じゆん的てき過ぎる質問だ。いや、ここはむしろ「オススメのプロテインは何ですか？」などと質問されなかったことを幸運に思うべきだろうか。















　とにかくここまでまともな質問をされた以上、俺もまともに対応せざるを得なかった。

「あー、そうだな。弁護士になるには、とにもかくにもまず司法試験に合格しなけりゃならん。司法試験に合格した後、弁護士になるための職業訓くん練れんを二年ほど受け、それから全国各地にある弁護士会に名前を登とう録ろくして初めて弁護士を名乗れるようになる」

「や、やはりそれは難むずかしいのでありましょうか!?」

　軍隊かここは。

「当たり前だ。司法試験は日本最さい難なん関かんと言われる試験だし、そう簡かん単たんにはいかん。だが、司法試験の受験資し格かくには年ねん齢れいや学がく歴れきなんかの制限はまったくないから、チャンスだけはいくらでもある。極きよく端たんな話、ここにいるお前らでも弁護士になれる可能性はあるってわけだ。ま、合ごう格かく率りつは限りなく低いだろうがな」

「なるほど、参さん考こうになりましたぁ！　ぁりがとうございましたぁ！」

「よし、他に何かあるか？」

　すぐさま違ちがう生徒が手を上げた。

「じゃあ次はお前だ」

「はっ！　山やま野のと申します！　司法試験を受けるには、法学部を出てなければならないという話を聞いた覚えがあるのですが！　違うのでしょうか!?」

　ふう。今回もまともな質問だ。どうやら常じよう軌きを逸いつしているのは校風だけで、一いつ般ぱん常じよう識しきはちゃんと存在しているらしい。俺はこの学校へ来て、初めて少し安心してしまった。

「それは誤解があるな。司法試験には一次試験と二次試験の二つがある。この内、一次試験は一般教養と外国語で、二次が法律に関する試験となってる。

　でだ、この一次試験については大学の教養課か程ていを修しゆう了りようしていれば免めん除じよという規き定ていがある。だからまあ司法試験を受けるなら、大だい卒そつ者しやの方が簡単になることは確かだな」

　でなきゃ二は十た歳ちそこそこの俺が弁護士になれるわけがない。

「よく分かりました！　ありがとうございましたぁ！」

「よし、次。じゃあ……お前だ」

「はっ！　今いま井いと申します！　山鹿先生はどうして弁護士になろうとしたのですか!?」

　そりゃお前、金に困らないからに決まってるだろうが。おまけにケンカも売りたい放ほう題だい、名めい刺しを渡わたすだけでどんな相手でもビビり、何もせずとも先生と呼ばれる。弁護士よい職一度はなっとけ、一度やったらやめられん。

　……と言ってやりたいのをぐっとこらえる。いくら本当のこととはいえ、未成年者に講義するには少々危険過ぎる話だ。代わりにこう言う。

「それはもちろん、人々の基き本ほん的てき人じん権けんを守り、社会正義を自らの手で実行したいからに決まっている」

　うわ、自分で言ってて鳥とり肌はだが立ってきそうだ。

　しかし疑うたがうことを知らない生徒たちの俺を見る目には、明らかに尊敬らしきものが混まじり始めている。ここは〝大人の言葉をそのまま受け取ってもロクなことはないぞ〟とでも教えてやった方がよっぽどこいつらのためになるのではなかろうか。

　とにかくこの質問者は納なつ得とくしたらしいので、俺は次の質問者を指差した。

「坂さかノの内うちと申します！　弁護士というのは、普段どんなお仕事をしているんですか!?」

　そりゃお前、楽なもんさ。新聞でも読みながらダラダラと時間をつぶして、殺人事件みたいな面おも白しろそうな事件がやってくるのをひたすら待ってりゃいいのさ。金が必要になったら、適当に法律相談でもやればでいい。

　──などと講義したら弁護士バッジを奪うばわれること必ひつ定じようだろう。

「弁護士が日常やることといえば、大体三つぐらいしかない。

　まずは当然、裁判関連だ。裁判に出て弁べん論ろんを振ふるうといったことの他ほかにも、和わ解かいに関する話し合いだとか、証しよう拠こ保ほ全ぜんや財産差さし押おさえのための立会いだとか、まあそういったことだな」

　俺はほとんど経験がないが。

「それから、事務所にやってきた客の相談にのること──いわゆる法律相談も主要な仕事の一つだ。あとは面白くもない事務仕事ばかりだな。裁判にしろ何にしろ、とにかくまずは書類ありきの業界だからな。

　他にも法律事務所を経けい営えいしてる弁護士なら、事じ務む所しよの維い持じや事務員の給料についてまで考えなきゃならんし、まあとにかく忙いそがしいことは確かだ。もっとも、やりがいはあるがな」

　ウソだけどな。

「なるほど、参さん考こうになりましたぁ！」

「よし、次は……お前だ」

「はっ！　向こう後ごと申します！　その、少し伺うかがいにくいのですが！」

「構わん。何でも聞いてくれ」

　どうせウソ八百で返すんだからな。

「先生は刑事裁判が専門だと伺っております。もし先生の依い頼らい人にんが無む罪ざいを主張してるのに、本当は有罪だということが分かったらどうしますか!?」

　バカかお前は。依頼人が無罪を主張してるなら、弁護人はそれに従うだけだ。後はどんな手を使ってでもそいつを無罪にして、自分の経歴に傷がつかないようにするだけの話じゃないか。

「その場合はもちろん──」俺はニヤリと笑って答えた。「社会倫理に従い、依頼人に自じ首しゆを促うながすことになる。本当は有罪なのにムリヤリ無罪にするなんてことは、いくら弁護士でも絶対にやらないからな」

　ウソだけどな。

「な、なるほど！　では山鹿先生が弁護を引き受けるときは、まずどんなことを心がけていらっしゃるんですか!?」

　ふむ。これはウソをつく必要もあるまい。

「とにかくまずは依頼人の話をよく聞くことだな。

　いいか、これはよく覚えておくといい。人間というのは、必ず自分に都つ合ごうのいい話しかしない。依頼人といえど、まずはそういったウソを見み破やぶらなきゃならん。だから俺が弁護を引き受けるときも、まずはそいつの主張を疑うことから始めるだろうな」

　おおー、と感かん嘆たんの声が教室に響ひびいた。




　そんな感じで、俺は襲おそい来る質問に一つ一つ答えていった。もっとも、内容はウソ八百だが。にもかかわらず、俺への尊敬の視し線せんは段だん々だんと多くなっていく。もっとも、こんなむさ苦しい野や郎ろうどもから尊敬を得ても嬉うれしくはないが。

「他に質問はあるか？」

　そのころにはようやく質問者の手も上がらなくなっていた。

　つまり、このクソったれな仕事も終わりを迎むかえたというわけである。

　──と思った、そのときだった。

　教室の外から、怒ど号ごうが聞こえてきた。

「ふざけんじゃねえ！　元はといえばてめえが売ってきたケンカだろうが！」

「悪いのはてめえだろうが！　てめえこそ少しは周りの空気を読めってんだ！」

　どうやら生徒同士のケンカがおっ始ぱじまったらしい。思わず俺はまた少し安心してしまった。これだけ特とく殊しゆな学校でもやはりケンカくらいはあるというわけだ。

「い、石塚先生！」

　教室の扉とびらががらりと開き、一人の生徒が入ってきた。

「こら！　お前、見て分からんのか!?　今は講義中だぞ！　後にしろ！」

「す、すいません！　ですが今にもケンカ起こしそうなヤツラがいまして！　俺たちだけじゃ止められそうにないんです！」

「ちっ……」

　石塚は心しん底そこ不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをすると、

「申もうし訳わけありませんな山鹿先生、せっかくの講義をこんなことで邪じや魔ましてしまって。少し待っていただけますか、騒さわぎの元となった生徒を呼んで謝しや罪ざいさせますので」

「いえいえ、どうぞお構いなく。高校生ぐらいじゃケンカの一つ二つ当たり前でしょう」

「そう言って下さるのはありがたいのですが、我わが校にも我が校なりのやり方というものがあります。迷めい惑わくをかけたら必ずけじめをつけさせる、それが我々のやり方です。少しお待ちください」

　そんな面めん倒どうなことはどうでもいいから、さっさとこのむさ苦しい学校から俺を解かい放ほうしてくれ。

　……という俺の心の声が届とどくはずもなく、石塚はさっさと教室を出て行ってしまった。

　間もなく石塚は戻もどってきたが、その傍かたわらには一人の見知らぬ生徒がいた。

　背は高く、特に目つきが悪い。校則が厳きびしいのだろうか、髪かみの毛こそ染めている様子はなかったが、どう見てもいわゆる札ふだ付つきの生徒のようだ。

「すいません山鹿先生。ケンカしてたのは二人らしいんですが、あいにくどうやらもう一人は一足先に帰ってしまったらしく、この生徒しかいませんでした」

「はあ。それはそれは」

「本当に申し訳ありませんなぁ。さあ海うみ岡おか、先生に謝あやまるんだ！」

　しかしその海岡と呼ばれた生徒は、すぐに頭を下げようとはしなかった。

「ふざけんじゃねえ、なんで俺だけなんだよ！　そもそもケンカになった原因は俺じゃねえ、山やま原はらの方にあるんだ！」

「分かった分かった、お前にも言い分はあるんだろう。だがケンカは両りよう成せい敗ばいが原則だ、とにかく謝りなさい！」

「まあまあ、石塚先生」

　と、俺はたしなめた。いや、たしなめざるを得なかったと。

　なぜなら俺は、さっきから生徒たちの尊敬を一身に集めている弁護士だからである。海岡という生徒がこれだけ抗こう議ぎしているのに、事じ情じようも聴きかずに謝罪させたとあっては、せっかくこれまでウソ八百を並ならべ立てて築きずいてきた信しん頼らいという名の石いし垣がきが崩くずれかねない。どうでもいい仕事であるのは確かだが、ここまでやった以上は誰からも文句が出ないぐらいに綺き麗れいに終わらせたい。

「確かにケンカ両成敗というのは正しいですが、言い分も聞かずに謝罪を要よう求きゆうするのはちと理り不ふ尽じんでしょう。まずはその生徒に事情を話させてはいかがですか」

「はあ、なるほど。他ほかならぬ山鹿先生にそう言われると説得力がありますな。

　おい、海岡。どういう経けい緯いでケンカになったのか、話してみろ」

　海岡という生徒は、少なくとも事情も聴かずに一方的に謝罪させられる必要がなくなったためか、幾いく分ぶん怒いかりのトーンを落として語り始めた。

「……昨日の夕方、学校から帰ろうとしたときのことだよ。

　俺は駅で普ふ通つうに並んで電車を待ってたんだ。そしたら、突とつ然ぜん山原のヤツが俺の前に割わり込んできやがったんだよ。

　そんなことされりゃ誰だっていい思いはしねーだろ？　俺だってそうだよ。でもまあ、そんときは人目もあったし、とりあえず黙だまっててやったんだ。

　だけどよ、このままにしとくのもシャクだから、さっき会った時に言ってやったんだよ。人が並んでるところに割り込んでくるなって。そしたら、山原が急に怒おこって俺をこう、突つき飛ばしやがったもんだから、俺もカッとなって──」

「で、ケンカになったわけか？」

「……そうだよ」

　俺は思った。なんて平和な理由だ、と。

　騙だまされて金を巻き上げられたとか、女を寝ね取とられたとか、刺さされたとか、知らない内に連れん帯たい保ほ証しよう人にんにされたとかいうわけでもない。ただ列に割り込まれただけ。どれだけ特殊でも所しよ詮せんは単なる高校、平和なものである。

「……うーむ、しかしそれは確かに山原の方が悪いという気はするな」と、石塚は腕うでを組んで考え込んでしまった。「山鹿先生。どうしたもんでしょう？」

　この状じよう況きようでは知らんぷりするわけにもいかないだろう。

　俺は石塚に答える代わりに、生徒どもを振り返った。

「じゃあせっかくの題だい材ざいだ、ついでだからここにいる全員に質問してみるとしよう。いいか、率そつ直ちよくに聞くぞ。全員、今の海岡の話は理り解かいできたな？　できなかったヤツは手を上げてみろ」

　誰も手を上げなかった。

「じゃあ質問だ。今の海岡の話を聞いて、どう思ったか？　まず、コイツの方が悪いと思ったヤツ、手を上げてみろ」

　また誰も手を上げなかった。

「じゃあ割り込んできたっつー山原の方に非があると思う人は？」

　今度は一人、二人と、やがてほぼ全員の手が上がった。

「なるほどな。確かに海岡の話を聞いた限りでは、非は割り込んできたという山原にあるように思える。

　だがな、全員さっきの俺の言葉をもう忘れたのか？　さっき俺はなんと言った？　人は必ず自分にとって都合のいいようにウソをつくと言っただろう？　本人の前で言うのもなんだが、海岡の言葉を頭から信じる必要なんてないんだぞ」

「な、何を言いやがる！」と、当然海岡は憤いきどおった。「俺はウソなんて言ってねえぞ！　さっき言ったのは全部本当のことだ！」

「当然お前はそういうだろう。だが、今はもう一方の当事者である山原っつー生徒に話を聞けない以上、お前の主しゆ張ちようを一方的に信じることが一番危険なのさ。……ま、そう言ってもお前は納なつ得とくしないだろうな？」

「あ、当たり前だ！」

「そこで提てい案あんしたいんだが」

「……な、何だよ、提案って？」

「お前が本当のことを言っているのかを判はん断だんするために、いくつか質問をさせてもらいたい。別に構わんだろう？」

　海岡は俺の意い図とを測はかりかねたのか、少し戸と惑まどう様子を見せたが、やがてぶっきらぼうに言った。

「ちっ、勝かつ手てにしろよ」

「そうか、じゃあ聞こう。まず、お前は夕方に駅にいたと言ったな？」

「ああ」

「そして電車が来るのを待っていたら、突とつ然ぜん山原が割り込んできたんだったな？」

「そうだ」

「一つずつ状じよう況きようをはっきりさせていこう。まず夕方と言ってるが、具ぐ体たい的てきには何時ごろだった？」

「……午後六時半ごろだった」

「なるほど、六時半か。その時じ間かん帯たいだと、駅は混こむんだろうな？」

「そりゃあそうだ」

「結けつ構こう。じゃあ次に、お前が並んでいた場所について、もう少し詳くわしく説明してもらえないか？」

「……詳しくと言われてもよ、普通に並んでただけだぜ。駅の床ゆかには電車のドアが止まるところにマークがあるだろ？　そこに並んでた、それだけだ」

「なるほど、整列乗車していたと。じゃあそのとき、お前が並んでいた列には何人ぐらい人がいたんだ？」

「……たくさんいた」

「もっと具体的に言ってくれ」

「六人ぐらい……だったな」

「なるほど、結構な行列ができていたというわけだな。じゃあお前はその列のどの辺に並んでたんだ？　先頭か、真ん中か、それとも最さい後こう尾びか？」

「……かなり後ろの方だった」

「最後尾ではないんだな？」

　わずかに海岡は逡しゆん巡じゆんした。

「後ろから二番目ぐらいだったよ」

「そこに並んでいたら、突然山原という生徒が割り込んできたというわけだな？」

「そうだ」

「もう一度聞くが、そのとき駅はたくさんの人で混んでいたんだな？」

「ああ」

「山原はどんな風に割り込んできたんだ？」

「ど、どうって……普通に、すっと、俺の前に割り込んできやがったんだよ」

　ほうら、段々ボロが出てきた。

「なるほど、状況はよく分かった。だがやっぱりお前の主張をそのまま受け入れるとすると、どうしてもある疑問が湧わいてくるんだが」

「ど、どんな疑問だよ？」

「お前が並んでたとき、お前の前には人一人が入れるぐらいの空間があったんだろう？」

「えっ──」

　海岡の顔に動どう揺ようが走った。

「え、じゃねえよ。山原がすっと割り込んできたといったのはお前だろう。しかも別にお前を押おしのけて入ってきたというわけでもない。つまり、お前の前には人一人分ぐらいの空間があったということになる。

　となるとだ。こうは考えられないか？　時じ刻こくは午後六時半だった。駅は人で混みあい、整列乗車が求められる時間帯だ。

　そのときに、人一人が入れるぐらいの間を空けて並んでるヤツを見たら──お前だったらどう思う？　きちんと並べとか、そんな風に思ったりはしないか？」

「そ、そりゃあ──」

　そこで海岡は俺の視線から逃のがれるように目を左に逸そらし、

「い、いや、今思い出したぞ。あのとき俺はちゃんと並んでたんだ、隙すき間まなんて空けずに。そこを山原が俺を押しのけるようにして入ってきやがったんだよ、そうそう、今思い出したぜ」

　あまりにも取ってつけたような言い訳。まあ高校生らしいといえば高校生らしい。

　本来ならそんな風に開き直られると反はん証しようは厄やつ介かいだが、これは裁判でない以上、手しゆ段だんがないわけでもない。

「いいや、残念ながらそれはウソだな」

「ウ、ウソなんかじゃねえよ！」

「いや、ウソだ。なぜなら海岡、今お前の視線が左を向いてたからだよ」

「し、視線とウソとどういう関係があるんだよ!?」

「覚えておけ。人は物もの事ごとを思い出すときには視線を右に、考え出すときは左に向けるんだ。左さ脳のうにある言げん語ご野やと視し神しん経けいが連れん動どうするためと言われてるがな。つまり、今視線を左に向けてたお前の話は咄とつ嗟さに考えたでっち上げってことさ」

　おおっ、と教室がどよめいた。

　一応、俺はウソは言っていない。今のは全部、人間学的に見れば本当の話らしい。

　もっとも、相手の目を見ながらウソをつくヤツなんていくらでもいるし、そもそも、もし尋じん問もん相手がこのウンチクを知っていればいくらでも逆に利用することもできるのだから、裁判で役に立った例ためしはないが。

「これで結けつ論ろんは出たな」と俺は続けた。「確かに、並んでる人の前に割り込むなんてことは褒ほめられた行こう為いじゃない。だが、六時半という混み合う時間帯で、むやみに間を空けて並んでいたお前にも責せき任にんがないわけじゃないってわけだ。違ちがうか？」

「…………」

「ま、今回の場合は喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいが適当ってことだな。海岡、まだ不満はあるか？」

「…………」

　海岡はしばらく黙だまっていたが、とうとう観かん念ねんしたように大きく息を吐はいた。

「……そうだ、あんたの言う通りだよ。確かに俺も悪かったかもしれねえな」

　その瞬しゆん間かん。

　俺に集まる尊敬の視線は、最さい高こう潮ちように達した。




　そしてこのやり取りの後、ようやく俺はこのむさ苦しい学校から解放されることとなる。




　　　　◆




　むさ苦しい仕事が終わった、次の日のことである。

　俺が事務所で茶を飲みながら時間を潰つぶしていると、竹田から電話がかかってきた。

『おい山鹿！　貴様一体どんな講義をしでかしたのだ!?』

　初しよっ端ぱなから怒ど鳴なりつけモードだった。

「別に。弁護士のなんたるかを講義しただけさ。苦情でも来たのか？」

　少なくとも、教育上よろしくないことを言った覚えはない。

　すると竹田は極きわめて不ふ本ほん意いそうに、

『……いや。その逆だ。実に素す晴ばらしい話だったと生徒に大ウケらしい。改あらためて聞くが、貴様一体どんな講義をしでかした？』

　俺はニヤリと笑った。

「さっきも言っただろう。弁護士のなんたるかを講義しただけさ。ま、俺に講義の才能があったってことだろうな」

『……ふん。まあいい、少なくとも弁護士という職業に泥どろを塗ぬらなかったことだけは評ひよう価かしてやる』

「ほう、それはそれは」

『それから、これは学校側からの伝言だ。できることなら、是ぜ非ひまた講義に来て欲ほしいとな』

「ほう、そうかそうか」

　あんな学校に行くのは二度とゴメンだが、そう言われて悪い気はしない。

　しかし、それも次の竹田の言葉を聞くまでの間だった。

『喜べ。なんでも、山鹿のアニキにほれたとか抜ぬかしてる生徒が大おお勢ぜいいるらしいぞ』

「ぶうううぅぅぅぅぅぅ!?」

　……緑茶のシャワーが事務所に虹にじを描えがいた。




　　　　◆◆◆◆




「……といった話だ」

　山鹿先生はどこか寒さむ々ざむしい表情でそう言い終えた。

「……はあ」

　なんか参考になるようなならないような、ずいぶん期待していたのとは違う話のような。

　というか、確かお話は花に関係のあるものってことじゃなかったっけ？

「うわー、おぞましい話ね」

　咄とつ嗟さに適てき切せつなコメントが思い浮うかばなかった私とは違い、率そつ直ちよくな感想を漏もらしたのは皐月ちゃんである。

「で、何？　それからまたアニキとして講義に行ったりしたわけ？」

「……それについては触ふれたくない」

　何か悪い思い出でもあるのか、先生の顔色は真っ青だった。滅めつ多たに表情を変えない先生が、珍めずらしいこともあるものだ。

「あの、先生。一つだけいいでしょうか」

　いつまでも黙ってるわけにもいかず、私は意を決して先ほどから抱いだいていた疑問について問とい質ただしてみることにした。















「なんだ、一尺？」

「それでそのお話……。どこが花に関連した話なんでしょうか？」

「ああ、そのことか」

　先生は背もたれに身を預あずけると、どこか遠い目をして続けた。

「俺はな、講義してるとき、むさ苦しい男どもで埋うめ尽つくされた教室を見る度たび、つくづくこう思ったんだ。

　まったく季節は春だっつーのに、華はなのない仕事だな、ってな」

「…………そういうオチでいいんですか？」





（善行くんの弁護士養成講座　おわり）
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　世せ間けんにとってはなんの変へん哲てつもない、ただの平日であるその日。

　私はいつも通り、山やま鹿しか先生に苛いじめられていた。

「おい一いつ尺しやく」

　山鹿先生はデスクに足を乗せ、不ふ良りよう学生のような態度で私を呼びつける。

　私は雑ぞう巾きんがけをしつつ、即そく座ざに抗こう議ぎした。

「私の名前は一いつ尺しやくじゃなくて一か尺ま八つ寸かです！」

「いちいちうるせえな。俺が一尺と言えばお前は一尺なんだよ」

「わ、私にだってちゃんとした名前で呼ばれる権けん利りがあります！　嫌がらせハラスメント行こう為いで訴うつたえますよ！」

「ほほーう」

　山鹿先生はまるで獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのように唇くちびるをニヤッと吊つり上あげた。

「甘あまちゃんのお前が俺を相手に裁さい判ばんだと？　そいつはいい経けい験けんになるだろうが、どんな判はん決けつが出ようと後こう悔かいはするなよ？」

「うぅっ」

　この人は黒だろうが青だろうが黄色だろうが白シロにしてしまうとんでもない弁べん護ご士しであることを思い出す。

　本当に裁判なんか起おこしたら、『一か尺ま八つ寸かという名前は誰だれが見ても読よみ辛づらいので、公共の利り益えきの観かん点てんから、原告は一いつ尺しやくと呼ばれることを甘かん受じゆすべきである』なんて判決が出かねない。

「分かりました、もう一尺でいいですよぅ……」

「そうだ、最初からそう素す直なおに頷うなずいとけばいいんだよ」

「うううぅぅ……。それで、一体なんの御ご用ようですか」

「…………ぬ」

　そこでなぜか山鹿先生は押おし黙だまった。そして数秒の沈ちん黙もくの後、

「お前が口答えするから忘れちまったじゃねえか！」

「知りませんよそんなこと！」

「あーうるさい、口答えするなと言ってるだろうが！　口からクソ垂たれる暇ひまがあったら手を動かせ！　いつまで雑巾がけやってんだ、さっさと終わらせて昼飯買ってこい！」

「ううううう、逆ぎやくギレ……」

「なんか言ったか!?」

「ひぃっ、なっなんでもありませんっ！　何もかも私が悪いんですぅ……」

　まさしく継まま母ははに苛められるシンデレラ。余あまりにも過か酷こくすぎる毎日である。

　だけど、弁護士の元で実じつ務むを修しゆう習とくするという過か程ていは、弁護士になるためには決して欠かせないものなのだ。世の中に存そん在ざいするすべての弁護士は、みんなこの過酷な試し練れんを乗のり越こえてきたことを思えば私も耐たえるしかない。きっと今ごろは同どう期きのみんなも、日々事じ務む所しよの掃そう除じとパシリに明け暮れながら、カレンダーがめくれるのを待っているに違ちがいないのだ。

「おら、手が止まってるぞ！　きりきり働きやがれ！」

「ううううう……」

　それにしたって、ここまで横暴な弁護士など世の中には二人といないような気がする。ひょっとしてこんな扱あつかいを受けているのは司し法ほう修しゆう習しゆう生せいの中でも私だけではないのだろうかという最悪の想像が頭をよぎり、少しばかり持ち直した気力がたちまち失うせていってしまった。

　願わくば、誰か教えて欲ほしい。毎日毎日こきつかわれ、まったく明日に希き望ぼうを抱いだけなかったはずのシンデレラは、一体何を励はげみにして過酷な日々を乗り越えていったのかを──。

　だがしかし。

　今日に限って、不幸なシンデレラを救すくってくれるカボチャの馬車のお出で迎むかえがあったのだ。

　ルルルルル、と電話が鳴ったのだ。

　山鹿先生はチッと舌打ちをしてから、心底めんどくさそうに受話器を取り、

「山鹿法ほう律りつ事務所ですが。……うげぇっ」

　フナ虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。どうやらよほど嫌きらいな人かららしい。

「……またあんたか。今日は一体何のようだ？」

　山鹿先生は心底嫌いやそうに会話を始めた。

　相そう当とうもめているらしく、時とき折おり「なんで俺がそんなことを！」とか、「ふざけんな！　こないだも引き受けたばっかりじゃねえか！」とか、そんな声ばかり聞こえてくる。

　しかしなんだかよく分からないけど、最後には先生が諦あきらめたように、

「分かったよ。やりゃいいんだろやりゃ。ったく、そんなにあんたは俺から弁護士免めん許きよを取り上げたいのかよ？……いや、返事は言わなくていい。分かった、やるからこれ以上その不ふ愉ゆ快かいな声を聞かせるんじゃねえ」

　受話器をガチャンと叩たたきつける。

「ど、どなたからだったんですか？」

「史上最悪のクソ野や郎ろうからだ」

　……先生がクソ野郎呼ばわりする人なんて多過ぎて見当もつかない。

「ど、どのクソ野郎さんからですか？」

「史上最悪のクソ野郎っつったら竹たけ田だしかいねーだろ！　覚えとけ！」

　ううううう、また逆ギレ……。いや、もういちいち泣くのはやめよう。いい加か減げんに慣なれるとか諦めるとか流されるとか、そういった防ぼう衛えい技術を身に付けるべきである。

　竹田さん。山鹿先生が所しよ属ぞくしている弁護士会の副会長だ。外見はメガネをかけていてちょっと怖こわそうなところがある。けれど、基本的にはいい人なのだと思う。なぜなら山鹿先生のことを嫌ってるからだ。『敵の敵は味方』というのは実にうまいことわざだと思う。

「それで、その竹田さんがどんな用件だったんですか？」

「ちっ。喜べ一尺、また国選弁護を押し付けられたぞ」

「えええええ!?」

　私は驚おどろき、そして先生の言葉どおり喜んだ。

　山鹿先生は性格的に最悪で、人間的にも最低で、もはや人として救いようがないように思えてきた今日この頃ごろだけど、その法ほう廷てい戦せん術じゆつだけは目をみはるものがある。そもそも私はその法廷戦術を学ぶためにこの法律事務所へと修習に来ているはずなのだが、グータラな先生の性格はまるでゲジゲジが腸ちよう捻ねん転てんを起こしたかのようにひねくれ曲がっており、どれだけ土ど下げ座ざしたってそんなこと教えちゃくれない。せめて先生が法廷に立つところを見られればとも思うのだが、そもそもこの人がまともな依い頼らいを引き受けたところすら見たことがない。

　しかし、どれほど劣れつ悪あくな状じよう況きようであっても救いの糸の一本ぐらいは垂たれ下さがっているもので、ここに国選弁護という最後の望みがある。これは要するに弁護士を雇やとう経けい済ざい的てき余よ裕ゆうがない人のために、国が弁護士を選せん任にんしてあげる制せい度どのことである。経験を積つませるという意味合いもあり、比ひ較かく的てき罪つみが軽い刑けい事じ事件の場合、弁護士になりたての人を中心によくこの国選弁護の話が回ってくるのだ。

　山鹿先生は場数こそ踏ふんではいるが、若いだけあって弁護士としてはまだ新人の方である。おまけに日がな一日事務所でぼけーっとしてるものだから、見かねた弁護士会からしょっちゅうこの国選弁護の話が来てる様よう子すなのだが、先生はその度たびに「母方の父が亡なくなりまして」とか「父の姉が危き篤とくで」などという不吉かつ不ふ謹きん慎しん極きわまりない言い訳わけを繰くり返して断ことわってきたのだ。しかし、私の聞いた限り山鹿先生のお祖じ父いさんなんてもう五回は死んでいる。そんな適てき当とうな言い訳でいつまでも断り通せる訳もなく、最後には弁護士資し格かく剝はく奪だつをチラつかされ、先生も国選弁護を引き受けざるを得ないときがあるのだ。丁ちよう度ど今日のように。

　国選弁護であれなんであれ、裁判は裁判である。山鹿先生の数少ない勇ゆう姿しを見られる絶ぜつ好こうの機き会かいなのだ。私の期待はみるみる高まっていった。

「それで、一体どういう裁判なんですか？」

「ふん、やる気もロクに起こらねえチンケな窃せつ盗とう事件だ」

　け、刑事事件にチンケも何もないと思うけど……。それを主しゆ張ちようするとまた何を言われるか分からないので黙っておくことにする。ああ、そんな私は弁護士志望。

「ま、事件自体は単たん純じゆんなもんだな」と、山鹿先生は続けた。「被ひ告こく人にんの名前は巻まき添ぞえ累るい、二十一歳さいの男だ。事件現場はどっかのスーパーマーケットだとよ。そいつはそのスーパーで働いていたらしいんだが、一月ほど前に店の金をなくした責任を取らされてクビになったそうだ。で、今度は三日前の夜にそのスーパーに侵しん入にゆうして売上金を盗ぬすんだ容よう疑ぎがかけられているらしい」

　一いつ瞬しゆん、『クビにされた仕返しのお礼れい参まいり』なんて考えが頭をよぎったのは山鹿先生の悪あく影えい響きようを受けたせいであると思いたい。

「で、でも濡ぬれ衣ぎぬなんですよね？　きっと」

「そんなことまで分かるかよ。それにそいつは取調べでも自分の容疑を否ひ定ていしたことは一度もないらしいぜ。ずっと黙もく秘ひで通してるそうだ」

「べ、別に黙秘してるからって罪を認みとめてるってわけでもないじゃないですか」

「さあ、どうだかな。今いま更さら言い訳しても無む駄だだってことが分かってるから黙秘してるってことも考えられるぜ？」

「…………」

　なんでこの人は物もの事ごとを悪い方に悪い方に考えようとするのだろう。先生は絶ぜつ対たいに性せい悪あく説せつの信奉者に違いない。いや、前から分かってたことだけど。

「ま、そんなとこだな。事情は大体摑つかめただろ？」

「ええ、それはまあ。それにしても珍めずらしいですね。山鹿先生がそんなに色んなことを私に教えてくれるなん──」

　そこで、ハッとなった。

　私のバカバカ。なぜ気付かなかったんだろう。極きよく度どの面めん倒どうくさがり屋で私のことなんぞ召めし使つかい程てい度どにしか見ていない山鹿先生が、なぜわざわざ教える必要のない事情を私に教えてくれるのか──？

「や、山鹿先生。一つお訊たずねしたいのですが」

「なんだ？」

「あの、なぜ先ほどからニヤニヤと口元を歪ゆがめて私の方を見ておられるのでしょうか？」

　このときの悪あく魔まのような山鹿先生の笑えみは、向こう三日ばかり私の夢に出てくるほど印いん象しよう深いものだった。

「一尺。おまえにまた貴き重ちような体験をさせてやろう。さあ、裁判の用意だ！」

「えええええ──────────っ！」




　　　　◆




　留りゆう置ち場じよう。裁判を待つ人を留置する場である。まんまだけど。

　私はここで、透とう明めいなプラスチックの窓まどの向こうに依い頼らい人にんとなる人がやってくるのを待っていた。

「じゃあ一尺。早さつ速そく貴重な体験コーナーだ」

　私の隣となりに座すわっている山鹿先生が、何やらまた勝手なことを言い始める。

「俺はここで監かん督とくしててやるから、お前が依頼人から事情を聞きだすんだ。いいな」

「で、でも先生──」

「口答えするなと何度言えば分かるんだてめえは！　『でも』も『いいえ』もなしだ！」

「ううううう……」

　もういいです。前向きに考えます。また厄やつ介かいごとを押おし付けられたとか、そんなことは考えません。

　確たしかに、弁護人として依頼人と接せつ見けんするという経験は私にとっては貴重なものとなるだろう。ここはもう、将しよう来らいのことを考えて精せい一いつ杯ぱいやってみようと思う。

　……こういう思考に陥おちいってしまうこと自体が、山鹿先生の張はった罠わなだという気もするけど。

　そうこうしているうちに、ようやく窓の向こうに若い男の人が座った。

　巻添累さん。年ねん齢れいは二十一歳で現在無む職しよく。うーん、窃盗罪で逮たい捕ほされたにしては、決して悪い人には見えない。賢かしこそうというわけではないけど、真ま面じ目めそうな印いん象しようを受ける。

「は、初めまして巻添さん。あなたの弁護を担当する一か尺ま八つ寸か東鬼しのぎと申します。同じくこちらは弁護士の山鹿先生です」

「ああ、はい。よろしくお願いします……」

　彼の口から出てきた声は、どこか疲つかれているような印象を受けた。まあこんな状じよう況きようじゃ仕し方かたないような気もするけど。

「で、では巻添さん。私どもも事情はあらかた聞いてるんですけど、あなたからも色々と教えてもらいたいことがあるんです。まず、あなたは自分にかけられた容疑について、肯こう定ていも否定もせずにずっと黙秘していると伺うかがっています。その、なにか特別な理由でもあるんでしょうか？」

「……別に大した理由じゃありません」

　巻添さんはやはり控ひかえめに答えた。

「警察になんて何の期き待たいもしてないからですよ。あの連れん中ちゆうときたら、俺のいうことなんざちっとも耳を貸かさないくせに、店長の言い分はあっさり信じるんですからね」

「なるほど。そういえば、一月前にも何かお金のことでトラブルがあったとか……」

「ええ。俺は以前にも、そのスーパー腹はら黒ぐろってところで従じゆう業ぎよう員いんをしてましてね」

「ス、スーパー腹黒……？」

「ええ。それがどうかしましたか？」

「いえ、その、意外性のある名前だと思いまして。あ、すいません、どうぞ続けてください」

「……はあ。それでそのスーパー腹黒ってとこで働いてたんですけど、先月クビにされたんですよ。俺が管かん理りしていた店の金がなくなるって事件が何度もありましてね、その責せき任にんを取れって言われて」

「お話には伺ってます。でも、巻添さんが盗んだわけではないんですよね？」

「当たり前ですよ！　この不ふ景けい気きにようやく手に入れた職しよくなんですよ。俺は俺なりに一いつ生しよう懸けん命めい働いたつもりですし、ましてや店の金に手を出したりなんて絶ぜつ対たいにしませんよ！」

　と、そこで巻添さんは声のトーンを落とし、少し投げやりな口調で、

「それなのに警察も店長も、一いつ緒しよにがんばろうって酒を飲んだ仕事仲間の連中でさえ、最初から俺を泥どろ棒ぼう扱あつかいしたんです。否定したって耳一つ貸してくれませんでした。もちろん俺はやってないんですから、そのときは警察だって俺を逮たい捕ほすることはできませんでしたよ。それなのに警察ときたら、『犯人は分からないが内部犯の犯行である可か能のう性せいが高い』なんて言い捨すてたんですよ？　悪あく富とみの野や郎ろうも俺を犯人にすることができないと分かったら、今度は管理責任を取れとか言ってクビにしたんですよ！」

「……あ、あくとみさん？」

「ああ、店長の名前です。悪あく富とみ貯ため男おっていうんです」

　…………。

　…………いやまあ、名前に偏へん見けんを持つのはよくない。善ぜん行こうって名前の人が善人とは限らないのと同じである。

「なるほど、経けい緯いはよく分かりました。となると、スーパーに忍しのび込こんでお金を盗んだっていう今回の容疑も、巻添さんにはまったく身に覚えはないんですね？」

「…………」

　あ、あれ？

　すぐに肯定の言葉が返ってくるものと思っていたのだけど、巻添さんはなぜかそこで黙だまってしまった。

「あの、巻添さん？」

「……やったんです」

「……へ？」

「それは、俺がやったんですよ」

「…………ほ、ほへ？」

「俺、あの店を辞やめるときに腕うで時ど計けいを置き忘れてきちまったんですよ。まあクビにされた直後は取りに行こうなんて思わなかったんですけど、俺にとっては決して安くない時計です。三日前の夜に取りに行ったんですよ、店まで。そしたら、店には誰もいなくて、代わりにテーブルの上に無む造ぞう作さに大金が置かれていたんです。多分、一日分の売上金だと思うんですけど……。

　この一月、俺は職を探して歩き回ってたんですけど、全然見つからなかったんです。かえすがえす、悪富のことが腹立たしくなってきたんですよ。別に盗ぬすもうとか思ったわけじゃないんです。少し隠かくして慌あわてさせてやろうとか、そんなことを考えてしまって──一ひと摑つかみ分だけつい持って行ってしまったんです」

「あ。あらあら……」

「ほ、本当にそのときは魔まが差したんですよ！　それに最初はすぐ返そうと思ってたんです！　でも、翌よく日じつ店の方まで行ってみたら、すでに警察が来てて大おお事ごとになってて……。それで考えたんです。一月前も俺は散さん々ざん泥棒扱いされたんですよ？　もしここで俺が金を返しにいったら、今度こそ有う無むを言わさずに逮捕されるなって。それでもう言い出せなくなっちゃって、家に帰ったんですが……二日後には警察がやって来てこのザマってわけですよ。まったく日本の警察が優ゆう秀しゆうなのは分かりましたが、それなら一月前にもっとちゃんと捜そう査さして欲ほしかったですよ……」















「…………」

　私は言葉に詰つまってしまった。

「な……なるほど、そんな事じ情じようがあったんですか。じゃあそのお金というのは、今も巻添さんの手元に……？」

「いえ。そんなものを手元に置いといたらそれこそ動かぬ証しよう拠こになるじゃないですか。だからといって使う気にもなれませんし、もう燃やしてしまいましたよ」

「…………も、燃やした？」

　なんてことだろう。この人、紛まぎれもない犯人だ。

　あの、山鹿先生。こんなときはどうしたらいいんでしょう……？

　私はかすかな希望を抱いだいて横を向いた。

　そして──あくびをしている先生の眠ねむそうな顔に直面することになるのだった。




　　　　◆




「ではこれより被ひ告こく人にん・巻添累の窃せつ盗とう罪ざいに関する予よ備び審しん問もんを始めます」

　裁さい判ばん長ちようがそう宣せん言げんする。

「ううううう。で、もうこのパターンなんですね……」

　弁護側の席に座すわり、私はしみじみと泣いた。

　すると私の隣となりに座っていた先生が容よう赦しやなく口を開く。

「私し語ごは慎つつしめ一尺。裁判はもう始まったんだぞ」

「一か尺ま八つ寸かですぅ……」




　あれから私は『じゃ、じゃあとにかくその、弁べん護ごはお任せください。必ず巻添さんのいいようにしますから』などと純じゆん度ど一〇〇％の言い訳がましいことを言って、逃にげるように事務所に戻もどり、そして山鹿先生にあらためて相談した。どうしたらいいんでしょうと。

　だが困こん惑わくする私に、山鹿先生はこうのたもうた。

『無む罪ざいを主しゆ張ちようする必要がなくなって楽になったじゃないか』




「成なる瀬せ検けん事じ、最初の証人を呼んでください」

　私の困惑など知る由よしもなく、裁判長が言った。

　その声に立ち上がったのは、何の因いん果がかまた成瀬という検事である。前ぜん回かい私が山鹿先生に裁判を押し付けられたときも、この人が相手だった。

「分かりました。検察側がわ最初の証人は、事件があったスーパーで従業員をしておられる重じゆう義ぎ洋よう因いんさんです」

　…………。

　じゅ、じゅうぎよういんさん？　まるで従業員をするために付けられたような──いやもう何も言うまい。

　その従業員さんは、一見したところ少し年を食った男性だった。巻添さんより十歳さいぐらいは年が上に見える。

「では事件のあった今月一三日の夜十時ごろのことについて伺うかがいます。そのとき、あなたはどこで何をしていましたか？」

　と、成瀬検事が尋じん問もんの口くち火びを切った。

「一日の勤務を終えて、ちょうど帰ろうと店の裏うら口ぐちから出たところでした」

「ではあなたが帰ろうとしたそのときに何があったのかを具ぐ体たい的てきに証言してください」

「はい、分かりました。ええとですね、私が家に帰ろうと少し歩いたとき、後ろでガチャっと裏口が閉しまる音が聞こえたんです。それで誰か出てきたのかなと振ふり返ってみたんですが、誰もいなかったので気にせず帰ろうとしました。ところが、少し歩くとまた扉とびらが閉まる音が聞こえたんです。変だな、二回ドアが開いたってことは人が出入りしたんだろうかと思ってまた振り返ってみたところ……。誰かが裏口から走り去っていくのが見えたんです」

「えー、つまりまとめるとこういうことですね？　あなたが帰ろうと店を出たそのすぐ直後に、何者かが裏口から出入りしたのを見たということですね？」

「え、ええ、まあそういうことです」

　さすが検察官。見み事ごとな要よう約やくである。

「では、その走り去った人物が誰だか分かりましたか？」

「はい、分かりました」

「あなたの知っている人だったのですか？」

「ええ。半年近く同じ職しよく場ばで何度も顔を合わせていましたから」

「それはこの法ほう廷ていにいる人物ですか？」

「はい」

「指差していただけますか？」

「彼です」

　重義さんはすっと指を突つきつけた。山鹿先生の隣に座っている巻添さんを。

「裁判長、質問は以上です」

「分かりました。弁護人、反対尋問はありますか？」

　裁判長が私の方を向く。

　さて。今回の裁判では、山鹿先生の指し示じによって、弁護方針はある程てい度ど決まっている。

『どうせ窃盗罪で初しよ犯はんなら、どんな弁護をやったって執しつ行こう猶ゆう予よは付けてくれる』

　……ようするに静せい観かんである。この場合、職しよく務む放ほう棄きとか怠たい慢まんなどという言葉と同どう義ぎであるような気もするけど。

　そんなわけで、私は裁判長に次のように答えるのだった。

「いいえ、特にないです」

「そうですか。では検けん察さつは次の証人を呼んでください」

「分かりました。次の検察側証人は、スーパー腹黒の店長を務つとめておられる悪富貯男さんです」




　証言台に立ったのは、四、五十代ぐらいの中年男性だった。悪富貯男なんて名前の割にはそれほど悪人っぽい顔はしていない。山鹿善行先生が善人の顔をしていないのと同じである。

「あなたは十三日の夜十時ごろ、スーパー腹黒にいましたね？」

「ええ、店長ですし、もちろんです」

「何をしていましたか？」

「その日の店の売上金を計算していたところです」

「そのお金はどの程度ありましたか？」

「えー、その日は一五二万と二九四一円でした」

「その額がくに間ま違ちがいはありませんか？」

「ええ。お金を確かく認にんする仕事は決して一人ではやりません。先ほどの重義君と一いつ緒しよに確認して、帳ちよう簿ぼにも記き載さいしましたから間違いないと思います」

「なるほど。ではそれからどうしましたか？」

「その日は少し遅おそくなっていたのでとりあえず重義君を帰らせました。それからお金を金庫に納おさめようとしたのですが、その、少し催もよおしてきまして、先にちょっとトイレに行ったんです。金庫より近くにあったものですから」

「トイレに行った時間はどのぐらいですか？」

「三分とかからなかったと思いますが」

「あなたはトイレに行ったと。それから？」

「はい。部屋へ戻ってくると、すぐに異い変へんに気付きました。一五〇万余りもあったはずのお金が、明らかに目め減べりしていたのです。私は慌ててお金の数をあらためたんですが、やはり紙し幣へいだけがずいぶんと減っていて、五〇万円分ぐらいしか残ってなかったんです」

「トイレに行っていた隙すきにお金がなくなってしまったわけですね。で、それからどうしましたか？」

「警察に通つう報ほうしました」

「結けつ構こうです。ところで質問は変わりますが、あなたは以前から被告人のことをご存ぞん知じでしたか？」

「ええ、もちろん知っています。先ほど重義君も言ってましたが、彼は以前ウチで働いていましたから」

「被告人の働きぶりはどうでしたか？」

「基き本ほん的てきには職しよく務むに忠ちゆう実じつで良かったと思います。ただ、一度だけ大きな問題を起こしまして……」

「どんなことか、詳くわしく証言なさってください」

「はい。あれは一月ほど前のことです。そのとき巻添君には売り場の一つを任まかせていたのですが……。実際の売り上げと、残っていた金額の計算が合わなかったことがあったんです。それも一度や二度ではなく、金額も決して小さな額ではありませんでした」

「その売上金を管かん理りしていたのは、被告人だったんですね？」

「そうです」

「それであなたはどうしたんですか？」

「一いち応おう警察にも通報して捜そう査さしてもらったんですが、犯人は分からずじまいでした。私も別に彼が盗ぬすんだと思ったわけではありません。しかし実際問題として、あのお金に手を出せる立場にあったのは巻添君だけだったということもありますし、何よりそう何度もお金がなくなるようなことがあっては、責任者の管理責任を問わないわけにはいきませんでした」

「それで、被告人の責を問うたわけですね？」

「ええ、まあ。何度もいいますが別に彼が盗んだと思ったわけではなく、あくまで管理者としての責任を負ってもらったんです。ですから懲ちよう戒かい解かい雇こという形でもありませんでしたし、あくまで彼のためにしてやったつもりなのですが……」

「質問は以上です。反対尋問をどうぞ」

　私は力なく立ち上がった。

「いいえ、特にないですぅ……」

「そうですか、では検察側は次の証人を」

「分かりました。では検察側最後の証人となります、この事件の捜査を担たん当とうした井い川かわ刑けい事じです」




　刑事という役やく職しよくに相応ふさわしいコワモテのおじさんが証言台に立つ。刑事だけあって裁判にも慣なれているのか、手早く宣せん誓せいも完かん了りようし、成瀬検事が尋問を開始する。

「あなたは今回の事件の捜査を担当しましたね？」

「はい」

「ではどのような経けい緯いで被ひ告こく人にんを逮たい捕ほするに至いたったのかを、詳くわしく証言してください」

「分かりました。えー、まず捜査の初しよ期き段だん階かいで判明した今回の事件の特とく徴ちようは、極きわめて短時間に行われた犯行であるということです。犯人は夜十時ごろ、店のどこにどれだけのお金があって、どうやって侵しん入にゆうすることができるかを熟じゆく知ちしていた人物だと推すい測そくすることができます。つまり、店で働いていた経験のある人物の犯行である可能性が極めて高かったのです。

　その上で重要なのが、先ほどの証人である重義さんの目もく撃げき証言です」

「被告人を見かけたという証言のことですね？」

「ええ、そうです。ついでに申し上げるならば、悪富さんが証言なさった一月前のスーパー腹黒で売上金の一部がなくなった事件の捜査を担当したのも私だったんです。そのときは残念ながら犯人を特とく定ていすることはできませんでしたが、やはりお金の管理者である被告人のことが捜査線上に浮うかんでいたことも確かだったんです。そんな経緯もあったものですから、我々は被告人に一度署しよまで来てもらい、ストレートに訊たずねることにしたんです。あなたは昨さく晩ばん、スーパー腹黒に忍び込んでお金を盗み出さなかったかとね」

「被告人はどう返答しましたか？」

「それが、無む言ごんでした。黙もく秘ひのつもりなのか、とにかく一言も抗こう弁べんしようとしなかったんです」

「それでどうしたんですか？」

「はい。もし彼が何もしていないのであるならば、容疑を否定するはずです。しかし彼はそれをしませんでした。それで我われ々われは彼が事件となんらかの関かかわりがあると確信を抱いだいたのです」

「ではそれから、どうなりましたか？」

「まず一三日の夜に被告人を見たという重義さんの目撃証言ですが、彼は被告人と半年間毎日顔を合わせていたことから考えても、見間違いという可能性は低いと思われました。また、事件現場のお金が置かれていたテーブルからは、少々不ふ鮮せん明めいだったのですが被告人のものらしき指し紋もんが検けん出しゆつされたのです。我々はそれらの捜査結果を被告人に突つきつけたところ──やはり一言も抗弁せず、黙秘を続けたのです。しかしこれほど証しよう拠こが揃そろっていれば、彼の犯行を否定することはできません。その結果、逮捕へと至ったわけです」

「ありがとうございました、質問は以上です」

　うーん、淡たん々たんと進むなあ。まあ被告人が本当に罪を犯おかしてる事件の予よ備び審しん問もんなんて、本来はこんなものだとは思うけど。

「よろしい」

　裁判長は頷うなずき、私の方を見た。

「弁護人、反対尋問はありますか？」

「いいえ、ないですぅ……」

「そうですか。成瀬検事、検察側の立証は以上で終わりですか？」

「はい裁判長。被告人が窃盗罪を犯したと疑うたがうに足る証拠は充じゆう分ぶん提てい出しゆつできたと判はん断だんします」

「よろしい。ではこれより弁護側の反証となるわけですが……。一息にここまで来てしまいましたからね。十分ばかり休きゆう憩けいを入れようと思うのですが、どうでしょう？」

　裁判長が私たちや成瀬検事の方を見る。

　確かに、ぼけーっと検察官の主張ばかり聞かされるのは少々苦痛である。この後私たちが何かをする予定があるわけでもなかったが、とりあえず休憩という案に異い議ぎはなかった。




　　　　◆




「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ巻添さん。きっと執しつ行こう猶ゆう予よは取れますから！」

　弁護側の控ひかえ室しつに、私の乾かわいた声が響ひびく。

「はあ……。まあ、適当にやってくれりゃもうなんでもいいですよ」

　巻添さんもさすがに今がどういう状じよう況きようにあるのかは分かるらしく、諦あきらめきったようにぼけーっと椅い子すに座すわっている。

　そして同様に、山鹿先生もまた──被告人の手前、控えているつもりなのだろうが、その顔にはこう書いてある。こんなめんどくせえ裁判なんてさっさと終わっちまえと。

　ああ、これからの裁判の展開が読めてしまう。

『では弁護側、証人を呼んでください』

『いえ、特に呼びません』

『そうですか。じゃあ最終弁べん論ろんをどうぞ』

『いえ、特に何もありません』

『そうですか。じゃあまあそういうことで。裁判終わります』

　そんな具ぐ合あいにぽんぽんと進んでいくに違ちがいない。実際に巻添さんは私たちに罪つみを認めている以上、大した弁論などできやしないのだ。かくして、私は生まれて初めて裁判で依い頼らい人にんを有罪にしてしまうという貴き重ちような経験を積むことになる……。

「ちょ、ちょっと俺……トイレにでも行ってきますから」

　突とつ然ぜん、巻添さんが席を立った。

　この場の空気にいたたまれなくなったのかもしれない。まあそもそも、彼が盗みなんてするからいけないわけだし、自じ業ごう自じ得とくである。……などと考えるようになってしまっては弁護士稼か業ぎようなんて廃はい業ぎようなので気をつけよう。うう、どんどん思し考こうが黒くなってる気がする……。

　などと考えていた、そのときであった。

　関係者以外立ち入り禁きん止しのはずの部屋に、誰かが入ってきたのだ。

　巻添さんが戻もどってきたにしては早すぎる。

「失礼させてもらうよ、山鹿君」

「ぅげっ」

　山鹿先生が踏ふみ潰つぶされたカエルのようなうめき声を上げた。

　竹田さんだった。

「な、なんでてめえがこんなところにいやがるんだよ！」

　あ、珍めずらしい。山鹿先生が動どう揺ようしてる。

「なに、私も弁護士だ、少し裁判所に用があってね。せっかくだからと思って君の仕事ぶりを見に来たわけだよ」

　そこで竹田さんはつんとあごを上げ、見下すような視し線せんを山鹿先生に向けた。

「さっきの裁判、見せてもらったよ。しかし意外だったね、君もけっこう一か尺ま八つ寸か君をしっかりと教育しているようじゃないか。わざわざ刑事裁判の弁護まで体験させてあげてるとはね」

「ま、まあな」

　刑事裁判の体験？　これはそんなありがたいものではなく、単なる面めん倒どうごとの押おし付けである。誰よりも山鹿先生がそのことを一番良く知っているわけで、先生の顔が微び妙みようにひきつっているのが私にもはっきりと分かった。

「いやはや、本当に驚おどろいたよ、ほとんどすべての仕事を一か尺ま八つ寸か君に任せっぱなしじゃないか。よほど彼女のことを買っているんだな」

「そ、そうだ。一か尺ま八つ寸かは結構優ゆう秀しゆうな生徒だからな。だからその、俺としても安心して裁判を任せられるってわけだ。こいつにとっても色々と経験にもなるしな」

　せっかく一か尺ま八つ寸かと呼んでくれたのにちっとも嬉うれしくないのはなぜだろう。先生が私をほめるときは、私をほめることによって先生に利り益えきがあるときだけらしい。

「ああそうだろうとも。私としても、君が楽をしたいがためにすべての仕事を一か尺ま八つ寸か君に押し付けたとか、そんなことは微み塵じんも思ってないさ。まあ検察側の立証のときぐらいは弁護士のタマゴである彼女に任せるというのもいいだろうが、これからの反はん証しようでは君の腕うでを見せてくれるんだろうね？　もしも法ほう廷ていでずっと椅子に座ってるだけでなんら弁護士としての責せき務むを果たそうとしない無責任な輩やからがいたとしたら、私は弁護士バッジを取り上げなきゃいけないからね。なあ山鹿君？」

「っははははっははあはっはっは、ま、まさかそんな無責任な弁護士がいるわけないだろ。もちろんこれからの裁判では俺が一発弁護士としてのお手本を見せてやるつもりさ」

「ふっふっふ、そうだろうとも。楽しみだね、是ぜ非ひとも天てん下か無む敵てきの君の法廷戦術を見せて欲ほしいものだ」

「ももももちろんだ。見てるがいいさ、これからの審しん理りで逆ぎやく転てん無む罪ざいを勝ち取ってやるからな」

「ほほう。それはますます楽しみだ。この局きよく面めんを君がどうやってひっくり返すのか、期待させてもらうよ。ではね、一か尺ま八つ寸か君。君も山鹿センセイの雄ゆう姿しをじっくりと見ておくといい」

　竹田先生は「はっはっは」と笑いながら去っていった。

　さすが山鹿先生と対たい等とうに犬けん猿えんの仲をする人である。わりとすごい性格だ。

「ちっ、くそったれが。なんであいつがこんなところにいやがるんだよ……」

　山鹿先生が苛いら立だたしげにぼりぼり頭を搔かいた。

「おい一いつ尺しやく。お前が悪いんだぞ、とっとと裁判を終わらせときゃこんなことにはならなかったのによ」

「そっ、そんな！　山鹿先生も見てたじゃないですか、私はこの裁判、ほとんど何もやってませんってば！」

　どかんっ！　と先生は机つくえを殴なぐった。

「口答えをするなと何度言えば分かるんだ！」

「はいすいません私が全部悪いんですぅ……」

　うううう、涸かれたと思った涙なみだが滲にじんでくる……。

「ちくしょう、こうなったら仕し方かたねえな。これから何も主張しなかったらあのクソ野や郎ろうに何言われるかわかんねーし……。仕方ねえ、少し気合いれてやるか……」

「え……？」

　先生が本気で裁判をやってくれる？　それなら興きよう味みはある。けれど──















　けれど巻添さんは自供こそしてないものの、自分の罪を認めているのだ。一体どうするというのだろう？

　と、私が首を傾かしげていたとき。ウワサをすれば影かげ、巻添さんがトイレから戻ってきた。

「なあ、巻添さんよ」と、先生が訊たずねる。「さっきの証言を聞いてて一つだけ疑ぎ問もんに思ったことがあるんだが、教えてくれないか」

　いきなりだったせいか、巻添さんは少し面めん食くらった様子だった。

「は、はあ。なんですか？」

「あの悪富って店長の証言を思い出してくれ。あいつは一五〇万円分の紙し幣へいの内、一〇〇万近くを盗ぬすまれたって言ってたよな？　だがあんたは留置所で確たしかこういったはずだ。盗んだ紙幣は一ひと摑つかみ程てい度どだったってな」

「そうですけど、それが何か？…………あっ！」

　突とつ然ぜん、巻添さんは叫さけんだ。

「くそっ！　そうか、実際の被ひ害がい額がくなんて聞く機会もなかったし……。あのクソ店長！　まんまとやりやがったな！」

　何を怒おこっているんだろう。さっぱり分からない。

「あの、山鹿先生。一体何のことでしょう……？」

「ああ？　こんなことも分かんねーのかお前は！　単たん純じゆんな話じゃねえか、お前がスーパーで買い物するときのことを考えてみろよ。お前、金払はらうときには必ず万まん札さつを出すか？」

「いいえ、そんなまさか。一万円札なんて滅めつ多たにサイフにも入ってませんし。……あっ！」

　そこで私も気付いた。

　そうだ。売り上げ金一五〇万円。そのすべてが一万円札なわけがない。千円札や五千円札だって含ふくまれているに決まっている。とするとだ。少なく見み積つもってそのうちの一割──一五万円分が千円札だったとしても、それだけでお札の数は一五〇枚にもなる。二割でも三〇〇枚、三割四割だったら──綺き麗れいに束ねられていたわけでもないだろうし、少なくとも一ひと握にぎりできるような厚あつさだったとは思えない。

　にもかかわらず、悪富さんは一〇〇万円分もなくなっていたと証言していた。そして巻添さんのあの憤いきどおり方。出てくる結けつ論ろんは一つだ。

「つまり、悪富さんは盗まれたと偽いつわって一部を自分の物にしたってことですか!?」

「それ以外にどう考えられる？　考えてみりゃうまい手だ、実じつ際さいに泥どろ棒ぼうには入られてるわけだし、『一摑み分しか盗んでません』なんて泥棒の反はん論ろんに耳を貸かすヤツなんざ絶対にいないしな。今時盗とう難なん保ほ険けんに入ってない店もないだろうし」

「そうだ……」と、巻添さんが搾しぼり出すように言った。「確かに、あの店は保険にも入ってました。それで二に重じゆうにお金を取り戻して万ばん々ばん歳ざいってことですか」

「そういうことだ。しかもあんたは金を燃やしちまってるしな。証しよう拠こは隠いん滅めつ、泥棒の主張なんざ誰も耳を貸さない、まさに完かん璧ぺきだ。悪富貯男の名にふさわしい行動力と運だな」

「そ、そんな……」

　私は呻うめいてしまった。悪気がなかったとはいえ、お金を盗んで返さなかった巻添さんは確かに悪い。とはいえ、それに便びん乗じようしてお金を盗んだ悪富さんも悪富さんだ。でも、先生の言うとおり悪富さんを告こく発はつすることなんて絶対に不可能だ。そのためには巻添さんが一〇〇万円分も盗んでいないと証明しなければならない。だが、巻添さんの一摑み分しか盗んでませんなんて主張、信用するのは弁護士ぐらいのものだ。そう、私たち弁護士ぐらいのもの──。

　と、そのときだ。山鹿先生が急に立ち上がった。

　なんだろう。急にこう、闘とう志しみたいなのがみなぎってるように見えてしまった。

「巻添さんよ。あんたは一月前、理り不ふ尽じんな理由でクビにされたんだろ？　それにどうもあの悪富って男にも非ひはありそうだからな。サービスだ、今回の事件に限っては無罪にしてやるよ」

『……え？』

　私と巻添さんの呆あつ気けに取られた声がハモった。




　　　　◆




「ではこれより審理を再開しましょう。弁護側、準じゆん備びはよろしいですか？」

　裁判長が訊ねる。

「ええ裁判長。準備は整っております」

　そう答えたのは私ではない。山鹿先生である。

　巻添さん自身も罪を認めているというこの裁判。山鹿先生は一体何を主張して無罪を勝ち取るなどというのだろうか。




「悪富さんを弁護側証人として喚かん問もんいたします」

　まず山鹿先生が呼び出したのは、スーパー腹黒の店長、悪富さんだった。

「悪富さん。早さつ速そくですがお訊ねします。まず、被告人を雇やとっていたのはどれぐらいの期間だったかを教えてください」

　悪富さんは少し考え込む素そ振ぶりを見せてから、

「春からでしたから……まあ半年ぐらいですね」

「なるほど、雇われて半年ですか。ところで、あなたはそんな新人であった被告人を信用して、売り場の一つを任せたと証言なさいましたね？」

「ええ、まあ」

「売り場を任せるというのは、具ぐ体たい的てきにどういうことなのでしょうか？」

「ウチがやってるのはまあスーパーなんですが、決して食料品だけを売ってるわけじゃありません。惣そう菜ざいとかお菓か子しなんかも売ってまして、いわゆるデパ地下みたいな感じになってるんです。で、その売り場の一つを有能な従業員に任せるというようなことをやっておりまして」

「なるほど、大変よく分かりました。つまり、被告人の働きぶりは良かったわけですね？　雇われて半年も経たたない内に売り場の一つを任されるというのですから」

「ええ。それはまあ、確かに」

「では一月前に彼を解かい雇こしたとき、何かおかしいとは思わなかったんですか？　そんな優ゆう秀しゆうだった被告人が、本当に店のお金を横おう領りようすると思ったんですか？」

「い、いえ、ですから、私も別に彼が盗んだのだとは思ってないんです。ただ彼はお金の管理者でしたし、何度も起こったことですから責任を取ってもらう必要があったわけでして」

「なるほど。ではその件はひとまず置くとしまして、今回の事件が起こった日のことについてお訊ねします。

　まずお訊ねしたいのですが、最近は何かと物ぶつ騒そうですよね？　スーパーに強ごう盗とうが入ったとか、ひどいのになると金庫ごと盗まれたといった事件もよく耳にします。あなたも聞いたことはあると思いますが」

「ええ、それは確かに」

「そんな状じよう況きようでですよ。あなたは大金を机に放ほうり出したまま、トイレへ行ったと証言なさいましたよね？」

「……はあ」

「あまりにも無ぶ用よう心じんだとは思いませんか？」

「それはその、トイレはすぐ近くでしたし、すぐ戻もどってくれば大だい丈じよう夫ぶだろうと──」

　先生はドンと机を叩たたき、悪富さんの証言を中ちゆう断だんさせた。

「私はそんなことを聞いているのではありません。スーパーへの泥棒が多発しているというこのご時じ世せいで、お金を出しっぱなしにするという行こう為いはあまりにも無用心ではなかったかと、そう聞いているんです」

「……それはまあ、確かに無用心であったかもしれませんけど」

　さすが先生、悪あく辣らつな誘ゆう導どう尋じん問もんだ。そんなことを聞かれたら誰だってイエスと答えるしかない。

「では、それがあなたの落ち度であったことは認みとめますね？」

「……そうあなたがおっしゃりたいのであれば、そういうことで結構です」

「答えになっていませんね。もう一度お訊ねしましょう。わずかな時間といえど大金を出しっぱなしにしておくという行為はあまりにも無用心であり、あなたの落ち度であった。そうですね？」

「で、ですから！　そうあなたがおっしゃりたいのであれば、そういうことで結構です！」

「まだご理り解かいいただけてないようですね、ではもう一度。大金を出しっぱなしにしておくというあなたの行為はあまりにも無用心だとは──」

「分かりましたよ！　そうです、確かに私の落ち度でした！」

　とうとうキレたように言う。途と端たんに山鹿先生はニヤリと人の悪い笑えみを浮うかべ、

「つまり、あなたは店長という責任のある立場であったにもかかわらず、無用心だったということですね？」

　ねちねちという擬ぎ音おんが聞こえてきそうだ。

「ああそうですよ、確かに私は少し無用心だったのかもしれません！　でも、なんで私がこんな風に糾きゆう弾だんされなきゃならないんですか！　本当に悪いのは盗ぬすんだ泥棒の方でしょう！」

「それを理解していただけたのでしたら話は早い。ところで悪富さん。あなた、もうじき店長辞やめるんですよね？」

「……へ？」

　呆気に取られる悪富さん。

「へ、じゃありませんよ。ここである若者のことを思い出してください。その若者は雇われてから必死に働き、売り場の一つを任されるまでになりました。ところが管理責任を負っていたお金を紛ふん失しつしてしまったことから、その責任を問われて他ほかならぬあなたにクビにされてしまったんです。誰かさんの主張によれば、本当に責任を問われるべきは盗んだ泥棒のはずなんですがね」

　うわ、すごいこじつけだ。説得力はあるけど。

「まさか人にそんなことをしておいて、ご自分だけほおっかむりして責任を放り出す、なんてことはしませんよね？」

「いえ、それは、そのあの、なんといいますか──」

「い、異議を申し立てます」

　ここで成瀬検事のちょっと待ったコールだ。

「こ、この質問は今回被ひ告こく人にんにかかっている容疑と関係があるとは思えません」

　確かにその通りだ。これまでの証言は、巻添さんをまたスーパー腹黒に再さい就しゆう職しよくさせるためというならともかく、直接有罪無罪にかかわってくる類たぐいのものではない。

　でも、山鹿先生の狙ねらいはなんとなく分かる。恐おそらく、被告人がどれだけ不ふ条じよう理りな扱あつかいを受けたかを証明することで、陪ばい審しん員いんの同情を誘さそうつもりなのだろう。

「質問は以上です」

　山鹿先生は異議に抗こう弁べんしようとせず、そういい終えた。

　このような展開は誰も予よ測そくしていなかったのだろう。法廷はしんと静まり返り、陪審員も呆気に取られてる。

　以前から気付いてたけど──やっぱり、山鹿先生って鬼おにだ。




「重義さんを証人として喚かん問もんします」

　次に呼ばれたのは、従業員さんことじゅうぎよういんさんだった。

「あなたは被告人と同期でスーパー腹黒に入社したということでしたよね？」

「え、ええ」

　さっきの先生の尋問を聞いていたのだろう、少し怯おびえてるようだった。

「では、率そつ直ちよくにお訊たずねします。あなたは被告人のことをどう思っていましたか？」

「は？　ど、どうと言われましても……」

「悪富氏の証言によると、彼はかなり優秀な働き手だったそうですね？」

「え、ええ、まあ。同期の中では一番の出しゆつ世せ頭がしらでしたから」

「なるほどなるほど」

　山鹿先生は納なつ得とくするように、どこかわざとらしく頷うなずいて見せた。

　そして、事ことも無なげに爆ばく弾だんを放り投げるのだ。

「重義さん。あなたは被告人のことを、ねたましいと思ったことはありませんでしたか？」

「なっ!?」

　相当な不ふ意い打うちだったのだろう。顔が完全に硬こう直ちよくしてしまっている。

「ど、どういう意味ですか!?」

「被告人はあなたよりはるかに高い評ひよう価かを受けていた同期の仲間でした。しかも、年ねん齢れい的てきにもあなたよりずいぶんと若い。そんな立場に置かれては、あなたが被告人のことをねたましく思うのは当然だと思いましてね」

「ちょ、ちょっと待ってください！　ねたんでいたと事実みたいにいうのはやめてください！　私は別にそんな感情を抱いだいたことなんて一度もありませんよ！」

「では、一か月前、被告人がお金を紛ふん失しつした責任を取らされてクビにされたときのことについて、一つ質問させていただけますか」

「な……なんですか？」

「その際さい、あなたは同期の仲間として、被告人がクビにならないようにと店長にかけあったことが一度でもありましたか？」

　す、凄すごい。そこでこういう質問をするのか。

　そういえば巻添さんが言っていた。同期の仲間たちにも盗人ぬすつと扱いされたと。

　重義さんは必ひつ死しに口を動かして言葉を紡つむいだ。

「そ、それは……。だ、だって泥どろ棒ぼうした人間をかばう理由なんてないじゃないですか！」

「おや、それはおかしい。そのときにお金を盗んだ犯人は結けつ局きよく見つからなかったそうじゃないですか。それとも、あなたには被告人が真の犯人であると立りつ証しようすることができるんですか？」

「……い、いえ、それはできませんけど」

「さて、ではここで質問を繰くり返します。あなたは同期の仲間がクビにされそうになっていたにもかかわらず、彼をかばうような言動を一度たりとも行わなかった。そうなんですね？　余よ計けいな言い訳はいりません、イエスかノーでお考えください」

　ひどい。こんな状じよう況きようじゃイエスと答えるしかない。

「……イ、イエス」

　搾しぼり出すような返答。

「ありがとう、それが聞きたかったんです。では、それを踏ふまえてまた先ほどの質問を繰り返させてもらいましょう。あなたは同期で自分より若く、その上自分よりも出世していた被告人をねたんだりしたことはありませんでしたか？」

「そ、それだけはありません！　ノーです！」

「被告人のことを一度たりともかばおうとしなかったくせにですか？」

「い、異議あり！」

　ここでまた成瀬検事が立ち上がる。

「弁護人は証人を陥おとしいれようと悪意のこもった質問を繰り返しております！」

　裁判長が裁さい定ていを下すより先に、山鹿先生は続けた。

「では今の質問は取り下げて次の質問へと参りましょう。重義さん、お答えください。あなたは被告人の出世を邪じや魔まするために、彼の管理するところとなっていたお金を盗んだことはありませんか？」

「そ、そんなこと！　あるわけないじゃないですか！」

「異議を申し立てます裁判長！　こ、こんなのは単なる弁護人の世よ迷まい言ごとに過ぎません！」

　証人と検察官が怒ど号ごうをあげる。しかし山鹿先生はまったく臆おくする素そ振ぶりも見せず、

「では質問を変えましょう。重義さん。あなたや被告人の他ほかにも、従業員はたくさんおられるんですよね？」

「そ、それはまあ、数十人ぐらいは……」

「ではその従業員全員が、出世頭であった被告人のことをねたましく思っていなかったと断だん言げんすることはできますか？」

「い、異議あり！　他人がどう思っているかを証言させるなど無む意い味みです！」

「では次の質問に移うつりたいと思います」

　もはや法ほう廷ていは完全に山鹿先生のコントロール下にあった。誰も成瀬検事の異議なんて気にしてもいない。

「あなたは事件のあった日の夜、店から出て行く被告人を見かけたと証言なさいましたね？」

「え、ええ、まあ」

「本当に被告人だったんですか？」

「え、ええ、そのはずです」

「本当ですかねえ？　街がい灯とうの明かり程度しかない夜中ですよ？　しかもあなたの証言からすると、走り去っていく人物をチラリと見かけたに過ぎないご様子。おまけに被告人というのは、クビにされたにもかかわらずあなたが一言も慰い留りゆうしようともしなかった程度にしか付き合いのなかった人物です。そんな状況で、本当に走り去っていく人物が被告人だったと識しき別べつすることなどできるんですかねえ？」

　そのときの重義さんときたら、本当に可哀かわいそうだった。

　もう少し違ちがった状況だったら、彼も力強く『いいえ、あれは被告人でした！』と断だん言げんできたかもしれない。

　しかし相手は散さん々ざん自分を打ちのめした山鹿先生なのだ。これ以上抗こう弁べんすれば次は何を言われるか分からない。おまけに、被告人がクビにされたときにかばわなかった負おい目めもあるのだろう。重義さんの気力がとっくに萎なえているのはよくわかった。

「た、確かに今思い出すと、その、ちょっと自信がなくなってきたんですけど」

「そうでしょう、そうでしょうとも」

　山鹿先生はそこでまたニヤーリと笑った。

「さて、そこでです。考えても見てください。店長がお金を放ほう置ちしてトイレにいったのはほんの数分です。そこへ都つ合ごうよく一月も前にクビにされた被告人が入ってきて、運良くお金を持っていくことなどできるのでしょうか。

　私にはむしろこう考えた方が納得がいくんです。たとえばある人物が、店から帰るフリをして外から店の様子をうかがうんです。そしたら、運良く警けい戒かい感かんの皆かい無むだった店長は大金を放ほうり出してトイレへ行ってしまった。すかさずその人物は店に入ってお金を盗ぬすみ、そして翌よく日じつ事が公おおやけになったとき、警察にしれっとこういうのです。昨晩、この店をクビになったヤツを見かけたってね」

「なっ──！」

　それはひどすぎますよ山鹿せんせー！

　私は思わず叫さけびそうになってしまった。

　その重義さんは無罪なんですよー！　本当の犯人は被告人で間違いないんですよー！　叫びたい。ああ叫びたい。でもできない……。

　確かにここまでやれば被告人への容疑が薄うすまることは間違いないとは思う。けど、重義さんにしてみればたまったものではないだろう。善意で証言しに来たと思ったら、いきなり犯人扱いだもの。

「も、もう勘かん弁べんしてください！」

　重義さんは泣き出さんばかりだった。無理もない。

「私は犯人じゃありません！　本当です！　確かにあの晩ばん店から出て行く誰かを見かけたんです！　その、被告人だったとはもういいません！　でも、誰かを見かけたのは確かなんです！」

　しかし山鹿先生は容よう赦しやという言葉を知らないらしい。駄だ目め押おしのように最後の一押しをするのだった。

「お金を盗んだと犯人扱いされている被告人も、さぞかしあなたと同じ思いに駆かられたとは思いませんか？」

「異議あり！」

「質問を終わります」

　山鹿先生はあっさりと引き下がり、重義さんの悪夢のような時間はようやく終わったのだった。




「次の証人として、井川刑けい事じを」

　山鹿先生が次の生いけ贄にえを要よう求きゆうする。

　しかし今度ばかりは相手もさる者だった。井川刑事はあくまで刑事としての威い厳げんを保ったまま、証言台に立った。

「さて、井川刑事」

　山鹿先生がやんわりと調ちよう理りに入る。

「あなたは前回スーパー腹黒でお金がなくなった事件のときも捜そう査さを担当したと証言なさいましたよね？」

「ええ、そうです」

「ということは──」

　先生がニヤリと顔を歪ゆがめる。いきなり何か爆ばく弾だんを投げ込むつもりだ。

「あなた、刑事としては無む能のうなんですね？」

「なっ──────」

　井川刑事の顔がコキーンと硬こう直ちよくする。

「だってそうじゃないですか。事件なんてものは、解かい決けつできるかできないかの二つに一つしかありません。もし刑事に優ゆう劣れつの差をつけるとしたら、事件が解決できるかできないかで判はん断だんするしかないでしょう。そしてあなたは事件を解決できなかった。被ひ害がい者しやの側からすれば、あなたは無能な刑事といわれても仕方がない。違いますか？」

　出た。山鹿先生の三さん段だん論ろん法ぽう。過か程ていをすっ飛ばして結けつ論ろんへ。

「い、異議ありぃ！」

　当然のごとく成瀬検事は異議を唱となえた。いわく、弁護人は証人を陥れようとしておりますうんぬん。だけど、山鹿先生にこたえた様子は微み塵じんもない。

「では質問を変えましょう。前回の事件のとき、あなたは被告人のことを疑いつつも結局逮たい捕ほにまでは至いたらず、ご自分の実績に傷をつけられたのだと思ったんじゃないですか？　そして今回の事件が起き、捜査線上にあっさりとその人物がまた浮うき出てきました。そこであなたは復ふく讐しゆうもかねて喜び勇んで彼を逮捕した。違いますか？」

「ち、違います！　そんな公こう私し混こん同どうをしたりはしません！　そもそも、指し紋もんはどうなるんですか！　事件現場からは被告人の指紋が出ました！　これは確かつ固こたる証しよう拠こじゃないですか！」

「その指紋は間違いなく被告人のものであると断だん言げんできるほど、明めい瞭りようなものだったんですか？」

「え、え？」

　途と端たんに井川刑事の声がトーンダウンした。

「あなたは確かこう証言されたはずです。少々不ふ鮮せん明めいだったが、被告人のものらしき指紋が検出されたとね。断だん定ていできるようなことは一つもいっていません。

　思い出してください、被告人はそのスーパーで働いていたことがあるんですよ？　指紋があること自体はまったくおかしなことではありません。それが一か月も前のものだったから、あなた方警察は鮮明に採さい取しゆすることができなかった。そう考える方が自然じゃないですか？」

「そ、それは、その、そうかもしれませんが、ですが、そうではないかもしれませんし、その、なんといいますか……」

　井川刑事はごにょごにょとしばらく意い味み不ふ明めいな発言を続けた。

　その向こう側で──

　成瀬検事が、がっくりと肩かたを落とすのが見えた。




　この後、審しん理りは最終弁論へと移った。

「陪ばい審しん員いんのみなさん。事は明めい白はくです。まず結論から申し上げましょう、被告人は無罪なのです。これまでの証言を聞いてみなさんにもすでに見当はついているはずです。まず、一月前に起こった事件。これは被告人の同どう僚りようの誰かが、彼を陥おとしいれるために仕し組くんだのです。そうとしか考えられないじゃないですか。そもそも、出世頭であった彼がそんな犯行に及およぶ理由など考えられません。

　そして三日前、今回の事件が起こりました。まず、なぜ被告人が警察の取調べの際にずっと黙もく秘ひを通してきたのか、その理由をご説明しましょう。なぜなら、彼には分かっていたのです。警察は初めから彼を犯人に違いないとして捜査を行っていたのです。被告人がどんなに否定したところで聞く耳を持ってはくれない、それが彼には分かっていたのです。

　これまでの審理を振ふり返ってみてください。事件現場付近で被告人を目撃したという証言はアテにならないことが分かりました。大金を放ほうり出してトイレへいってしまった店長にだって非があることは明らかです。

　そして、これが一番肝かん心じんなことです。今、盗まれたお金は一体どこにあるのでしょう？　もし被告人がそれを盗んだのだとしたら、徹てつ底てい的てきな捜査を行ったはずの警察が証拠として提てい出しゆつしているはずなのです。ところが、その重要な証拠が提出されなかったのはみなさんも知っての通りです。

　導みちびき出される結論はたった一つしかありません。被告人は、お金など盗んでいないのです、無む実じつなのです。一月前、被告人は一いつ生しよう懸けん命めい働いていたにもかかわらず、理り不ふ尽じんな仕し打うちを受けて職を失い、そして今回は証言に値あたいしない不ふ正せい確かくな憶おく測そくにより、逮捕されてしまったのです。彼は運命に翻ほん弄ろうされてしまったかわいそうな青年なのです。どうかみなさんの手で、その不幸の連れん鎖さを断たち切ってはいただけませんか」

　……なにしろ、あれだけの尋じん問もん劇げきを見せられた直後である。

　山鹿先生のこの弁論に、誰もが納なつ得とくしてしまった。

　そしてどういう結論がでたのかは、もう言うまでもないと思う。

　かくして巻添さんも「まだ世の中も捨てたもんじゃありませんね」と、晴れ晴れとした顔で釈しやく放ほうされるのであった。

　まあ、彼は理不尽な理由で解かい雇こされたんだし、雇やとい主ぬしである悪富さんがしでかしていたであろうことを考えると、いいんじゃないかとは思うけど。

　私はあらためて山鹿先生のやり方には驚きよう嘆たんしつつも、将来は私もこんな風になれるのだろうか、いやむしろ、こんな風になってしまっていいのだろうかと、不安を抱いだくのであった──。





（はじめてのさいばん　エピソード２　善行の逆襲　おわり）
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　その日はあたしにとって非ひ常じように理り不ふ尽じんな日だった。

　土曜日。学校は休みである。あたしは日本中すべての学生がすべからくそうであるように、目め覚ざましを切って昼まで寝ねているつもりだった。

　だが午前十一時。あたしの眠ねむりは唐とう突とつに妨さまたげられることになる。

「今日も暑い中ご苦労さまです。○×党、山やま田だ太た郎ろう三十二歳さい、若いです。今日もはりきって参ります。あ、今有ゆう権けん者しやの方から手を振ふっていただきました。応おう援えんありがとうございます、山田太郎三十二歳、若いです」

　選せん挙きよである。

　もー街がい宣せん車しやがやかましいやかましい。とてもではないけどあたしのように繊せん細さいな神しん経けいの持ち主では、到とう底てい寝ていることなど不ふ可か能のうだった。

　選挙というものが民主主義の象しよう徴ちようにして必ひつ須す要よう項こうであることは分かる。そしてこの国は残念ながら今のところ民主主義を標ひよう榜ぼうしている以上、不ふ本ほん意いではあるが郷ごうに入りては郷に従したがえということで、選挙期間ぐらい大声で演えん説ぜつされたってまあ大おお目めに見てやってもいい。

　しかしである。

「今日も暑い中ご苦労さまです。○×党、山田太郎三十二歳、若いです。今日もはりきって参ります。あ、今有権者の方から手を振っていただきました。応援ありがとうございます、山田太郎三十二歳、若いです」

　さっきから言っていることがずっと同じ。

　そう、あのバカ立候補者ときたら、テープ録ろく音おんを垂たれ流ながしているだけなのだ。毎回同じ口く調ちようで挨あい拶さつし、毎回同じタイミングで有権者から応援の手を振られる。そんなアホな。

　選挙に当とう選せんして権力の犬になれたらこんなことを実現しますとか、いわゆるマニュファクチュアだかマニュフェストだかを主しゆ張ちようするならまだ分かる。しかし、こんな調ちよう子しのいい挨拶ばかりを並ならべ立てただけの録音テープを大音量で垂れ流し、貴き重ちような睡すい眠みん時間を邪じや魔まされた日にはたまらない。あの手の輩やからは「教育は国の基本ですよん」とかぬかしときながら、学生にとっての土曜日の睡眠というものがどれだけ大切なものなのか分かってない。まったく、公こう職しよく選挙法さえなければねちっこいイタズラの一つもしてやるのに！

　あたしは最近、つくづく思う。世の中は理不尽にできていると。

　そんなことを考えつつ、すっかり目のさえてしまったあたしは、仕し方かたなく顔を洗いに行くのであった。




　　　　◆




　唐突だが、あたしは両親のことを〝母さん〟〝父さん〟と呼よぶ。まあ普ふ通つうだろう。もっとも、あたしの弟なんかは〝おっとー〟〝おっかー〟などと呼んでいる。いつの時代の呼び方だよとツッコミたくなるところだけど、〝母さん〟とか〝父さん〟と呼ぶよりは〝おっとー〟〝おっかー〟の方が言いやすいのも確かだ。これも先せん人じんの知ち恵えというやつだろうか。

　話が逸それた。

　あたしは両親のことを〝母さん〟〝父さん〟と呼ぶのだが、状じよう況きようによりこの呼び方は多少変へん化かする。たとえば、あたしがどうしても欲ほしいモノがあるにもかかわらず、おこづかいが足りない今のような状況のときは、母のことをこう呼ぶことにしている。

「ねえ、お母さま？」

「ダメよ」

「……まだ何も言ってないんだけど」

「あなたがお母さまなんて呼ぶときは大たい抵ていよくない提てい案あんの前まえ触ぶれだから。まあいいわ、言うだけ言ってみて」

「その、ちょびっとだけおこづかいを前まえ借がりさせて欲しいんだけど」

「ダメよ」

「…………」

　こういうときはちょっとだけグレてやろうかとさえ思う。

「いーじゃない、少しぐらい。もう月末なんだしさあ、ねえお母さま～」

「あーもー、うるさいっていうかしつこいっていうか、しょうがないわねえ。じゃあこうしましょう、夕方まででいいからちょっと晩ばん御ご飯はんの材料を買ってきてちょうだい。そしたら来月分のおこづかいあげるから」

「むむ」

　あたしは微び妙みように悩なやんだ。

　中学生にもなっておつかいというのも少々しまらない話である。けどまあ、あたしのような美少女がスーパーで買い物という図ずは家庭的で絵になりそうだし、なによりこの状況では母の出す条じよう件けんを吞のまねば前借りは絶ぜつ対たいに有あり得えないだろう。

　仕方がない。

「しょーがないわね。分かった、行くわよ」

「じゃあちょっと待ってて。今リスト作るから」




　このときは、想そう像ぞうもしていなかった。

　何なに気げなく引き受けたこのおつかいが、あたしをさらなる理り不ふ尽じんスパイラルへと巻き込んでいくことになろうとは。




　　　　◆




　こうして、あたしは家を出てスーパーへと向かうこととなった。

　しかし──いざスーパーへ到とう着ちやくし、左手に買い物カゴ、右手に買出しメモという状態になったとき、あたしは一人悩むことになる。

　原因はメモに書かれていた品ひん目もくのせいだった。

　ニンジン、たまねぎ、ジャガイモ、牛肉、カレー粉、ベコーン。

「……ベコーン？」

　はて。一体何なんだろう、これは。

　なんともしまりのない響ひびき。まるで金かなダライが上から落ちてきたような、そんな感じだ。

　冷静に考えれば、恐おそらくベーコンの書かき間ま違ちがいなのだろうとは思う。しかし、ベーコンとベコーンを書き間違うことがそうありうるだろうか。そもそも、他の品目から推すい理りすればどう見たって今夜はカレー。そして我わが家やのカレーには決してベーコンは入れないはずだ。

　あるいはあたしが知らないだけで、ベコーンという新種の食品がみのもんたかあるある大だい辞じ典てんで紹しよう介かいでもされたのだろうか？

　うーん、これはどうしたものだろう。家に電話でもすれば手てっ取とり早ばやく解かい決けつできる問題なのだが、仮にそんなことをしたとして、

『あら伊い予よちゃん、ベコーンも知らないの～？』

　なんてバカにした口調で言われた日にはなんとなく屈くつ辱じよくである。

　となると、次の手っ取り早い解決方法は店の人に聞くことだが……。

　想像してみよう。

　うららかな昼下がり。

　一人の美少女が、買い物カゴを片かた手てに困ったように若い店員の方へ近づく。

「すいません、ちょっといいですか？」

「は、はい、なんでしょう」

　その店員は、とてつもない美少女を目の前にしてどぎまぎしながら聞き返す。

　そこで美少女が一言。

「あの、ベコーンってどこですか？」

　……ダメだ。なんというか、あたしのイメージが丸つぶれのような気がする。ましてや、もしベコーンなんて商品が存そん在ざいしないことが分かったら、明日から近所の人たちにどんな目で見られるか分かったものではない。

　仕方がない。母にバカにされるのもイヤだが、世せ間けんから変な目で見られるよりはマシである。あたしは携けい帯たいを取り出し、家にかけることにした。

　幾いく度どかの呼び出し音の後、よく聞き知った母親の声が流れ出す。

『はい、皐さ月つきですけど』

「もしもし？　あたしあたし」

『あら、オレオレ詐さ欺ぎかしら？　いっときますけどウチは娘むすめが交通事故を起こそうが革かく命めいに失敗しようが一いつ銭せんも払はらうつもりはありませんから。そもそもうちの子は橋の下で泣いているところを拾ひろってきた子ですし』

「自分の娘とオレオレ詐さ欺ぎの区く別べつぐらいつけてよ！　ってか何なに気げに衝しよう撃げき発言しないでよ！　やっぱりあたしはレーニン様の隠かくし子ごだったの!?」

『何いってるのよ伊予ちゃん。レーニンって死んだの確か二十世紀の前半でしょ？　あなた中学生なんだから、どうみたって計算合わないじゃない』

「いや、そのとき死んだのはレーニン様の影かげ武む者しやで、本物は今でもロシアのどこかで真しんの社会主義を研究してるって話が通の間じゃ有名なのよ」

『あら、そうだったの。でもそうするとレーニンってもう百歳過すぎてるんじゃないかしら？　よく子供作れたわねえ』

「ふっ、それぐらいの体力がないとボリシェビキを率ひきいて十月革命なんてやってられないわ──って、そんな話をするために電話したんじゃないのよ母さん！」

『あら、何かしら？』

「この買い物メモなんだけどさあ、ベコーンって何よベコーンって」

『あら伊予ちゃん、ベコーンも知らないの～？』

　……想像していたのと寸すん分ぶん変わらぬお言葉。やっぱり腹が立ってくる。

「あたしにだって知らないことぐらいあるわよ！　で、何なのよベコーンって」

『ベコーンって言うのはね、ベイクドコーン、つまり焼きもろこしの略りやくよ。スーパーの前に出で店みせがあったでしょ？』

「そんなん分かるかあああああああ！」

　世の中は実に理り不ふ尽じんである。




　　　　◆




　その後、おつかいを済ませたあたしは、なんとなく山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよに立ち寄った。別に大した理り由ゆうはない。スーパーの近くにあったからついでに寄ってみただけだ。もちろん、また本の一冊でもかっぱらっていこうと思っていたのは内ない緒しよである。

　その日の山鹿法律事務所は、土曜日だというのに一いつ見けんしたところは普ふ段だんと変わらない日にち常じようを送っているようだった。

　善ぜん行こーは相あい変かわらず暇ひまそうに新聞を読よみ漁あさり、その隣となりで見習い弁護士の一か尺ま八つ寸かが「なんで私がこんなことを……」と泣きながら雑ぞう巾きんがけをしている。そしてその一か尺ま八つ寸かに善行が「うるせーぞ、俺の指し導どうにケチつける気か!?　キリキリ働きやがれ！」と弁護士にあるまじき人じん権けん侵しん害がいを行っている。

　まったく面おも白しろみのない光こう景けいである。あたしはとっとと事務所に入ると、さっさと持って帰る本を物ぶつ色しよくし始めることにした。

「おい、そこのガキ。不ふ法ほう侵しん入にゆうするときはせめて一言ぐらい挨あい拶さつしろよ」

「何言ってんのよ善行。挨拶も何もしないから不法侵入って言うんでしょ」

　するとなぜか一か尺ま八つ寸かが嬉うれしそうに、

「なるほど、それは皐月ちゃんの言うとおりですね！」

「……余よ計けいな相あい槌づちを入れるな一いつ尺しやく。お前は黙だまって掃そう除じしてりゃいいんだよ」

「私の名前は一か尺ま八つ寸かですぅ……」

　まったく、こんな弁護士が不敗だか腐ふ敗はいだかいう理由でチヤホヤされているのだから、世の中は本当に理不尽にできている。

　と、そのときのことだった。

「今日も暑い中ご苦労さまです。○×党、山田太郎三十二歳、若いです。今日もはりきって参ります。あ、今有権者の方から手を振っていただきました。応援ありがとうございます、山田太郎三十二歳、若いです」

　また例の山田太郎のテープ垂れ流し演説が流れてきたのだ。

　よくもまあ、あんなしょーもない選挙活動をやって恥はずかしくないものだ。あんなので誰だれが票ひようを入れる気になるというのだろう。

　だけど、同時にあたしはふと疑ぎ問もんを抱いだいた。

　そう、世せ間けんはもうすぐ選挙なのだ。この歩く理不尽男、善行は一体どこに入れるつもりなのだろうか？　まさか棄き権けんってことはないと思う。なにしろ善行は、どんなものでもいいからとにかく権けん利りと名の付くものは行こう使ししなければ気がすまない性格なのだから。しかしそうなると──与よ党とう？　野や党とう？　保ほ守しゆ系？　それとも革かく新しん系？

　これは意外と興きよう味み深い。善行の性格はどう見ても野や次じが仕事の野党っぽいけど、同時に権けん力りよく好きでもあるのだ。与党支し持じのような気もする。

　まあいいや、当人がここにいるのだ、とりあえず訊きいてみよう。

「ねえ、ちょっと気になったんだけど。今度衆しゆう議ぎ院いん選挙があるでしょ？　善行ってどこに入れるつもりなの？」

「アホかお前は。そんなの決まってるだろ」

「むっ。アホって何よアホって！　じゃあどこに入れるつもりなのよ!?」

「投とう票ひよう箱ばこに決まってる。ゴミ箱に入れても仕方ないだろ」

　がっくり。

　……も、いいや。どうでも。コイツに真ま面じ目めな質問をしようとしたあたしがバカだった。

　そして、この直後。

　さらなる理不尽があたしを襲おそうことになる。

　突とつ然ぜん、プルルルルと電話が鳴ったのだ。

　善行は暇つぶしのためだけに読んでいた新聞を放ほうり出すと、心しん底そこめんどくさそうに舌した打うちをしながら受話器を取った。

「はい、山鹿法律事務所ですが。……は？　はあ。はあ。はあ」

　善行の場合、セールスなんかの電話が来ても三秒と経たたずに文字通り切り捨ててしまう。今回の場合、三秒以上もっているところを見ると、どうやら仕事絡がらみの電話らしい。だが、はあはあ言ってるだけでどんな仕事なのかはさっぱり分からない。

「はあ。はあ、まあ別に空あいてますが。はあ、まあいいですけど。はあ、分かりました、では四時に」

　珍めずらしい。どうやら話はまとまったらしい。

「山鹿先生、今のは？　誰かいらっしゃるんですか？」

　一か尺ま八つ寸かが当然の質問を投げかける。

「ああ、四時に客が一人来ることになった。そんなわけだからお前とそこのガキ、四時前になったら帰るなり隣となりの部屋に引っ込むなりしてくれ。絶対に顔を出すんじゃないぞ」

「むぅ。またあたしたちをのけ者にする気なのね」

「当たり前だろ。いて何の役に立つ？」

　むっ。一いつ蹴しゆうされた。善行のくせに、生なま意い気きな。

　だが、このとき。あたしは善行の態たい度どが、どうも少しおかしいように感じられた。

　普ふ段だんの善行なら、客が来るとなるといかにもウザそうな、めんどくさそうな顔をする。しかしこのときばかりは、表面上こそめんどくさがっているように装よそおっていたのだが、その一方でなんかウキウキしているようにも感じられたのだ。

　これはただごとではない。あたしはすぐ帰るつもりだったけど、少なくともどんな客がどんな依い頼らいを持ってきたのか、それを見み届とどけるまでは到とう底てい帰るわけにはいかなくなってしまった。




　そして──午後四時。

　あたしからすれば気が狂くるってるとしか思えない客はやってきたのだ。




　　　　◆




「どーもどーも。すいません山鹿先生、突然おうかがいしてしまいまして」

　お辞じ儀ぎをしながら、見るからに日本人企き業ぎよう戦士っぽい人が腰こしを低くして入ってくる。

　その様よう子すを、あたしは隣りん室しつからドアを少しだけ開けてこっそりとうかがっていた。一か尺ま八つ寸かと縦たてに頭を並べて。

「あ。あの人見たことありますよ！」

　あたしの頭の上で一か尺ま八つ寸かが興奮気味に言った。

「そうなの？　誰よ、あれ」

「あの人、日の本テレビ局の浦うら上がみ製せい作さくプロデューサーですよ。やり手で有名だって、何かの雑ざつ誌しで見たことがあります」

「テ、テレビ局のプロデューサー!?」

　嫌いやな予感がした。まさかとは思うけど善行のヤツ、超ちよう絶ぜつ美少女のこのあたしをさしおいて……？

「では、ご用件をうかがいましょうか」

　善行が尋たずねる。

「分かりました、では早さつ速そくですが。山鹿先生は『たまに行列ができることもある法律相談所』という番組をご存ぞん知じでしょうか？」

「ええ、まあ。同業者が出てますし」

　もちろんあたしも知っている。視し聴ちよう者しやから暮らしの困りごとを募ぼ集しゆうし、三人の弁護士にアドバイスをしてもらうという〝三角関係もまーるく収めまっせ〟がキャッチフレーズの法律相談番組だ。かなりの人気番組で、我わが家やでさえ時間が許せば家族全員で見ている。

「それでですね、三人の弁護士の内の一人が、先日とあるマラソン大会に出場しまして。でまあ、マラソン自体は何の問題もなく終わったんですが、そのときの疲ひ労ろうが元で番組の出演に少し支し障しようを来きたしてるようなんです。それでその間の代だい役やくとなる弁護士を捜さがしていたんですが、そんな折おりに山鹿先生のおウワサを耳にしまして」

「……失礼ですが、それはどのようなウワサで？」

　善行はわずかに頰ほおをひきつらせて尋ねた。

「はあ。なんでも二は十た歳ちそこそこという若さで独どく立りつして法律事務所を構かまえ、裁さい判ばんに出れば負け知らずのとても優ゆう秀しゆうな弁護士とうかがっておりますが」

「ああそうでしたか。いえ、それならいいんです」

「…………？　あの、何か他ほかのウワサでもあるんですか？」

「いえいえいえそんなものありませんよははははは。それより、話を進めてください」

「……はあ」

　こういうとき、ちっとも表情に変化が出ない善行の厚こう顔がんさは微び妙みように尊そん敬けいできる。

「それでまあ、早い話が山鹿先生に是ぜ非ひウチの番組に出演していただきたいと思った次し第だいなんですが……。いかがでしょうか？」

　……テレビのプロデューサーとかいう話を聞いたときからなんとなく予よ測そくはしていたけど、やっぱりこういう流れになるのね……。

「うーん、そういうお話でしたか」

　と、善行はわざとらしくどこからか手て帳ちようを取り出し、ぺらぺらとめくり始めた。

「私としてはテレビ出演なんてあまり興きよう味みはないんですがね。スケジュールも結けつ構こう詰つまってますし」

　あのペテン師め。善行が手帳にスケジュールを記入しているところなんて一度たりとも見たことがない。いつの間に用意したのかしら、あんな小道具。

「先生、そこをなんとかお願いできませんか？　お仕事の支障にならないように、番組の収しゆう録ろくは短時間で終わらせるようにしますから」

「うーん、しかしですねえ。正直テレビに出ることなんて興味はありませんし、やっぱり私としては無む実じつの罪を着せられた依い頼らい人にんを救うことを優先しなければなりませんからねえ」

「はあ、そうですか……。分かりました、確かに山鹿先生のおっしゃるとおりですね。お忙いそがしいところ無む理りを言ってすいません。仕方がありません、他の弁護士を捜すことに──」

「あ、いやいやいや！　しかしまあ、確かに法律をもっと身み近ぢかなものとして視聴者の皆みなさんに知ってもらうことは我われ々われ弁護士に課せられた義ぎ務むでもありますしねえ。分かりました、せっかくこの事務所までご足そく労ろういただいたことですし、あまり気乗りはしないのですが、まあどうしてもとおっしゃるのであれば出演しましょう」

「おおっ、そうですか！　すいません、ありがとうございます！」

　……もう、なんもコメントする気になれない。

　頭おかしいよあのプロデューサー。十四歳さいで今が旬しゆんの美少女中学生にして将しよう来らいの名弁護士たるこのあたしに出演を依頼するならまだ分かる。しかしあんな腐くされ外げ道どう弁護士をテレビに出して一体どうしようというのか。

　つくづく、世の中は理り不ふ尽じんにできている。

　だがさらに理不尽なことに、この日の理不尽なできごとはまだこれで終わりではなかったのだ。




　　　　◆




「ただいまー。ほら、ちゃんとベコーンも買ってきてあげたわよ！……って、あれ？」

　おつかいを終えて帰ってきたあたしを待っていたのは、誰もいないダイニングキッチンだった。

　おかしい。父さんと弟が留る守すなのはともかくとして、母さんまでいないとは。今日どっか出かけるって言ってたっけ？

　まあいいや、どっちにしろ晩ばん飯めしまでには帰って来るだろう。部屋にこもって読書でもしてるとしよう。

　だが──よりにもよってあたしの部屋で、今日最大の理不尽が待ち受けていたのである。

　部屋の前までくると、異い変へんはすぐ分かった。

　誰もいないはずのあたしの部屋の電気がついていたからだ。それだけではない。ほんのかすかにだが、笑い声も聞こえてきたのだ。それも──母の笑い声である。

　あたしはイヤな予よ感かんがして急いで部屋へ飛び込んだ。

「ちょっと母さん!?　人の部屋で勝かつ手てに何してんのよ!?」

「あら、お帰り伊予ちゃん」

　母さんは、何かノートを読んでいた。

「あっ！　そ、それは！」

　あたしがベッドの下に隠かくしておいた、共きよう産さん主しゆ義ぎ学習ノートだった。いろんな本を読んで学んだことを、忘れないよう一つ一つメモしておいたものだ。現代版共産主義教本とでもいうべき世界にたった一冊の貴重なノートである。

「伊予ちゃん、面おも白しろいこと書いてるのねえ。でも共産主義の勉強もいいけど、たまには資し本ほん主義の本でも読んだ方がいいわよ。そうすればもっといろんな面が見えてくるようになると思うんだけど」

　見られた。あれを。

　あたしにとってあれは、ほとんど日記のようなものである。ただでさえ人に見せないことを前ぜん提ていとして書かれた文章を他人に見られるのは恥はずかしいものなのに。

「う、うっさい！　人が何読もうと勝手でしょ！　それより母さん、何無む断だんで人の部屋漁あさって人の書いたもの勝手に見てるのよ！　犯罪よ、泥どろ棒ぼうだわ！」

「あら、またこの子は母さんを悪者みたいに。母さんはね、あなたの部屋を掃そう除じしてあげようと思っただけなのよ。そしたら偶ぐう然ぜんこのノート見つけちゃっただけ。感謝されるならともかく、犯罪者呼ばわりされる筋すじ合あいはないと思うけど」

「自分の部屋の掃除ぐらい自分でやるわよ！　あたしにだってプライバシーってもんがあるんだからね！　基き本ほん的てき人じん権けんの侵しん害がいで訴うつたえてやる！」

「あらあら。伊予ちゃん、それはつまり、おこづかいの前まえ借がりはいらないってことよね？」

「すいません許してくださいあたしが悪かったです」

「うむ、分かればよろしい。そもそも親には子供を監かん督とくしなきゃならない義務ってものがあるのよ。子供がどんなことを考えてるかを把は握あくするのも親の仕事の内なんだからね」

　ううう、なんと卑ひ怯きような。

　しかし結局、あたしはおこづかいのために泣なき寝ね入いりせざるを得なかった。

　まったく、なんと理不尽なことだろう。あたしのような純じゆん粋すいな子供は、いつも大人の振ふりかざす論ろん理りに振り回されるばかりである。

　なんとか鼻の一つも明かしてやりたいところだが、子供のあたしがどれだけ抗こう議ぎしようがどうせ大人はまったく相手にしてくれない。それこそ弁護士にでも代だい弁べんしてもらわない限り無む駄だだろう。

　母さんがなんと言おうと、今回はあたしが正しい。子供だろうがプライバシーは保ほ護ごされるべきである。なんとかしてそのことを母さんに知らしめてやりたいところだけど……。

　あ。そうだ。

　一つ手があるではないか。どうやら善行も出るって言ってたし、その偵てい察さつにもなるから、ちょうどいい。

　ええと、ハガキってどこに置いてあったっけ……？




　　　　◆◆◆◆




　そして、数日後。

「こんにちはー。さあ今週も始まりました、暮らしの困りごとはありませんか？　たまに行列ができることもある法律相談所、私が相談室長の縞しま田だ二に角かくです。どうぞよろしく」

　パチパチパチ、とあたしを含ふくめた観客席からどっと拍はく手しゆが起こる。

　縞田二角。昔はヤンキーだったが、今はすっかり顔も性格も丸くなってしまったというこの番組名めい物ぶつのおっさんである。

　日の本テレビ局、第三スタジオ。

　この日、あたしはまんまとこの場に潜せん入にゆうすることに成功していた。

　別にあたしの潜入技術をもってすればなんてことはない。番組宛あてに、

『いつもとても楽しく番組拝はい見けんしてます♪　私は将来弁護士になりたいと思っている女子中学生です♪　中ちゆう略りやく♪　というわけで是ぜ非ひ一度生の番組を拝見したいと思っているんですが、なんとかなりませんか♪』

　というハガキを送っただけである。ポイントはあたしのプリクラ写真を貼はっておいたことだろう。

　元々あの手の番組の観客席なんて、男よりも女、それも年取ってる女よりあたしのような美少女が座すわっていた方が見み栄ばえするのだ。ましてや、ああいう番組は「子供にも安心して見せられる教育番組ですよ」と宣せん伝でんしたがることが多い。制服を着た美少女中学生が見学に来たいといえば、番組側に断ことわる理由はない。

　かくして、あっさりとあたしの元には招しよう待たい状じようが届いたというわけである。

「さて、では早さつ速そくレギュラー相談員の先生をご紹しよう介かいしましょう。まずはおなじみ突つっ込こみ鋭するどく顔も鋭い南みなみ村むら弁護士さん～」

「どうも～、よろしくお願いします～」

　南村弁護士が満面の笑えみを浮うかべて頭を下げ、またぱちぱちと拍手が起こる。『法律にはいつも笑いが必要』が信しん条じようの、いつもにこやかな弁護士である。

「次は人生食べ物さえあればバラ色、福ふく余よ暇か弁護士さーん」

「よろしくお願いします。人生、細かいことは気にせず楽しみましょう！」

　体重のことなど気にせずグルメを堪たん能のうするのが趣しゆ味みだという、文字通りふくよかな弁護士である。

「そして本日はレギュラー相談員の丸まる海うみ弁護士が療りよう養よう中ちゆうのため、代わりに別の弁護士にご出席いただきました。ご紹介しましょう、弱じやつ冠かん二は十た歳ちそこそこで弁護士になり、裁判では未いまだ負け知らずの驚きよう異いの無む敗はい弁護士、山鹿善行先生です！」

　また拍手拍手。あんなヘタレ弁護士を拍手で迎むかえる必要なんてないと思うのだが、一応郷ごうに入りては郷に従えというヤツである。理り不ふ尽じん。

「どうも」

　当の善行は、全国区のテレビ出演だというのに相あい変かわらず無ぶ愛あい想そうな顔をしたまま、軽く会え釈しやくしただけだった。しかも腕うで組ぐみまでしている。傍ぼう若じやく無ぶ人じん、ここに極きわまれり。

「山鹿先生。先生はなんで弁護士になられたんですか？」

　縞田の質問に、善行は腕を組んだまま、どこか遠い目をして答えた。

「もう何十年も昔の話です。一人の弁護士がいましてね。彼は弱者の尊そん厳げんと権けん利りを守りたいという一心で弁護士になることを志こころざし、実じつ現げんしました。そして弁護士になってからは、金のためなら弱者の尊厳を踏ふみにじることに喜びさえ感じているような悪どい弁護士たちと全力で戦い、最後には必ず勝利を重ねてきました。その後も彼は〝人じん権けんの闘とう士し〟〝抑よく圧あつされたものたちの守しゆ護ご者しや〟などと呼ばれ、人々のために身を粉こにして懸けん命めいに働き、後こう世せいにその名を広めたんだそうです」

「なるほど……。素す晴ばらしいお話です。そんな偉い大だいな弁護士に感かん化かされて、山鹿先生も弁護士の道を歩んだというわけですか？」

「いえ、単に威い張ばれるからですがなにか？」

「がくっ」

　縞田がおおげさにずるっとこけ、どっと笑いが起こる。

　なるほど、観客は今のを冗じよう談だんと受け取ったらしい。騙だまされてる。みんな騙されてるよ……。

「さて、それでは早速本日最初の相談に参まいりましょう。今週はソビエト連れん邦ぽう崩ほう壊かいからおよそ十周年、共産主義ウィークと題しまして共産主義に関連したご相談にお答えしていきたいと思います」

　ずるっ、と善行が椅い子すの上でこけた。わりと器き用ようなこけ方をする。テレビに出るからと練習でもしていたのだろうか。

　それにしても、共産主義ウィークか。しょーもないバラエティ番組だと思っていたけど、それなりに面おも白しろい題材を扱あつかっているものである。

「それでは、事件を再現したＶＴＲをご覧らんください。どうぞ」





　今回は、東京都にお住まいのＨさんからの相談。

「じゃあ行ってくるよ、愛まな美み」

「行ってらっしゃい、あなた」

　弘ひろ樹きと愛美は半年前に結けつ婚こんしたばかりの新婚夫ふう婦ふ。

　誰もがうらやむほどの仲のいい夫婦だったが、妻・愛美にはある一つのとんでもない秘ひ密みつがあったのです。

　それはある日曜日、愛美が買い物に行って留る守すのときだった。

　弘樹は愛妻の家事の負ふ担たんを少しでも減らそうと部屋を掃除していた。と、そのとき。

「ん？　なんだこれ……」

　弘樹は押おし入いれの中に、見慣れない段ボールがあることに気付いた。

　中を調べる弘樹。中にはなんと、びっしりと詰つまった本の山が！

「こっ、これは！」

　段ボールから出てきたのは、マルクスにレーニンにカストロ議ぎ長ちようの著ちよ書しよばかり。そう、なんとそれらはすべて共産主義に関連した本だったのだ！

　と、そのとき、愛する妻が帰ってきた。

「ただいま～。あっ、あなた！　何見てるの!?」

「それはこっちのセリフだ、愛美。説明してくれ、なんでこんな本がたくさんあるんだ？」

「それは……だって……」

「まさか、まさか君はっ！　共産主義者なのか!?」

　もはや言いい逃のがれできないと悟さとった愛美は、開き直った。

「そっ、そうよ！　だったら悪いっていうの!?」

「ふざけるな！　君は僕と結婚するとき、『レーニンなんて過か去この人よ』って言ってたじゃないか！　あれは全部ウソだったのか!?」

「ええそうよ！　資本主義なんて続けていたらいつか地球はダメになってしまうわ！　共産主義への革かく命めいこそが、私たち人類が生き残れる唯ゆい一いつの道なのよ！」

「いい加か減げんにしろ！　ソ連は今どうなっている、中国は!?　どっちも資本主義への道を歩みだしたからこそ今の姿すがたがあるんだろう！　共産主義が地球を救すくうなんてまやかしだ！」

「いいえ！　共産主義はまだ成せい熟じゆくしていないだけだわ！　確かにレーニンは過去の人かもしれない、でもこうして私たちが過去の過あやまちを見直しつつ一歩一歩進めば、きっといつか真の共産主義に辿たどりつけるのよ！」

「とにかく！　僕は君が共産主義者だと知っていたら結婚なんてしなかった！　もう離り婚こんだ！」


















「なっ、なにを勝手なこと言ってるのよ！　いいわ、離婚したいならしてあげるわよ！　でもあなたの個人的な都つ合ごうで離婚するんだから、慰い謝しや料りようはきっちり払はらってもらいますからね！」

「ふざけるな！　元はといえば、君が共産主義者だったことを隠かくしてたのがいけないんだろう！　慰謝料なんて絶対に払わないからな！」

　こうして離婚への道を歩み始めてしまった二人。

　さて、ここで今回のポイント。

　１．弘樹は根っからの資本主義者で、共産主義者と結婚するつもりはまったくなかった。

　２．弘樹と結婚する以前は、愛美も共産主義を否ひ定ていするような発言をしていた。

　果たして弘樹は慰謝料を払わなければならないのか？






「なるほど。確かにこういった問題はこれからもどんどん増えていきそうですしねえ。難むずかしい問題です。では早速三人の先生に回答をしていただきましょう。結婚した相手が共産主義者だったと判はん明めい、しかし自分は根っからの資本主義者。さて、離婚するのなら慰謝料を払わなければならないのでしょうか？　それでは、お答えをどうぞ！」

　ルルルルル～、と軽けい快かいなＢＧＭが鳴る。

　そのＢＧＭが鳴やり止やむと同時に、三人の回答者の前にあるパネルがパッと点てん灯とうし、一いつ斉せいに「払う」「払わない」の二種類の単語が表示される。そして観かん客きやく席せきから「ええ～～～!?」というお約束の声が。

「おっと、分かれましたね。南村先生は払う、福余暇先生も払う、山鹿先生のみ払う必要はないというお答えですね。では早速お一人ずつ理由をうかがってみましょう。南村先生、これは慰謝料払わなければなりませんか？」

「ええ、払う必要がありますね。そもそも結婚なんてものは赤の他人の男女が一つ屋根の下で寝しん食しよくを共にするわけです。お互たがいの主義主張なんて違ちがっていて当然と言うべきですから、共産主義者だということを隠していた程てい度どでは婚こん姻いん状態を継けい続ぞくしがたい状態であるとはいえないでしょう。ですから、どうしても離婚したいのであれば、慰謝料は払わなければなりません」

「なるほど。では次にお隣となりの福余暇先生。先生も同じ答えですね？」

「はい、これはそもそも離婚の理由にあたりませんし、それでも離婚するのであれば当然慰謝料を払わなくてはなりません。そもそもですね、資本主義にもいいところもあれば悪いところもありますし、それは共産主義も同じです。せっかく縁えんがあって夫婦になったんですから、お互いの主義を尊そん重ちようし合っていいところだけを向上させていくとか、きっと道はあるはずなんですね。ですから、共産主義者だということを黙だまっていただけで離婚というのは有あり得えません」

　うんうん、まったくその通りだ。たかが共産主義だということを黙っていただけで離婚なんてありえるわけがない。そもそも共産主義者の奥おくさんなんて、本来なら誰もが望んで欲ほしがるところだというのに。

「分かりました。では最後に、一人だけ慰謝料を払う必要がないと回答した山鹿先生におうかがいしましょう。これは離婚できますか？」

　善行は相変わらず腕うでを組んだ偉えらそうな態度を崩くずさないまま、力強く答えた。

「もちろんです、もうお二人の見けん解かいにはガッカリですね。慰謝料なんて一円も払う必要ありません」

　えええええ、と騒さわぐ観客席。

「や、山鹿先生、理由をお聞かせ願えますか？」

「いいですか。先ほどのＶＴＲの中で弘樹という人物も言ってましたが、最近のロシアや中国を見る限かぎり、共産主義なんてものがすでに形けい骸がい化かした時じ代だい遅おくれの妄もう想そう思し想そうであることはもう明めい白はくなんです。そんな思想に染まった人間なんざそれ自体時代遅れも同然です、結婚生活が継続できるとも思えませんし、よしんばこのまま続けて行ったところで、やがては経けい済ざい観かん念ねんが狂った妻に家か計けいをメチャメチャにされるだけで──」

「カ、カットカットカット！」

　縞田が大きく手で×マークを作る。

「あの、山鹿先生。一応公共の放送ですから、もう少し表現は穏おだやかにしていただけませんか」

「……はあ。今のでも遠えん慮りよしてるつもりなんですがねえ」

　不満そうな善ぜん行こー。それを聞いてさらに不安そうにする縞田二角。そろそろプロデューサーも人じん選せんを誤あやまったことに気付き始めただろう。もう手遅れだが。

「で、では今のところをもう一度行きましょう。山鹿先生、これは慰謝料払う必要ありませんか？」

「もちろんです、もうお二人の見解にはガッカリですね。慰謝料なんて一円も払う必要ありません」

「り、理由をお聞かせ願えますか？」

「婚姻関係というものは、お互いの合ごう意いがあって成り立つものなんです。

　先のお二人は主義主張が違う程度では離婚はできない、なんておっしゃってましたがそんなものは人それぞれです。主義主張が違うというのだって立りつ派ぱな離婚の理由にはなるでしょう。しかも今回の相談の場合、この弘樹という人物は根っからの資本主義者で、奥さんの方はそれを知っていてなおかつ自分が共産主義者であることを意い図と的てきに隠そうとしていたんです。もし私が弁護をすれば、確実に慰謝料の請せい求きゆうなんて退しりぞけられるでしょう」

「な、なるほど」

「それにですよ。考えてもみてください、現実世界では共産主義の陣じん営えいと資本主義の陣営とが半世紀にも亘わたってくだらない冷戦を続けていたんですよ。さらにその争いに巻き込まれ、世界中のあちこちでもっとくだらない争いがいくつも起きました。しかも二つの陣営は最後まで和わ解かいすることもなかったんです。

　そのことを考えればですよ、共産主義者の妻と資本主義者の夫が同じ家で暮らすことがどれだけ難しいかは容よう易いに想像がつくはずです。今はともかく、そのうち近所中を巻き込んだ争いが勃ぼつ発ぱつするに違いありません。ですから離婚は当然、というより将来のためにもとっとと離婚するべきなんです、こんな夫婦は」

「な、なるほど分かりましたもういいですから、山鹿先生」

　縞田は強ごう引いんに解かい説せつを打ち切った。今のも相そう当とうやばそうな発言だったけど、まあどうせカットされるんだろうな……。

　通つう常じようの番組ならここで『我わが番組の結けつ論ろんとして、慰謝料を支払わなければならない可か能のう性せいは──○○％』という表示が出るところだが、さすがに番組録音中では表示されないようだった。まあどうせ二：一の意見だったから六〇％ぐらいになるんだろうけど。善行は怒おこるだろうなあ。

「さて、では次の相談に参りましょうか。では、早さつ速そく再現ＶＴＲをご覧らんください」





　今回もまた、東京都にお住まいのＨさんからの相談。

　さて、先ほどの弘樹と愛美の話には続きがあった。

　とうとう愛美と離婚してしまった弘樹は、その後ある人物の元を訪おとずれた。

　その人物の名は山やま本もと大だい吾ご朗ろう。弘樹の大学時代の恩おん師しであり、愛美を紹しよう介かいしてくれた仲人なこうどでもあったのだ。

「山本先生、どうもご無ぶ沙さ汰たしております」

　山本の家を訪れた弘樹は、怒いかりを堪こらえてる様子だった。しかし、当の山本もまた同じような表情をしていた。

「……弘樹君か。聞いたよ、離婚したんだってね。困るんだよね、そう簡かん単たんに離婚などされては。仲人になった私の面めん目もくのことも少しは考えてくれんかね」

「それはこっちのセリフですよ！　愛美を紹介したとき、あなたは彼女のことを根っからの資本主義者と言っていたじゃないですか！　だから僕も結婚を決意したんです。でも彼女は共産主義者でした。なんで僕を騙だましたんですか!?」

「べ、別に騙したわけじゃない！　私は君と彼女の仲を取り持つことが仕事だったんだぞ、都つ合ごうの悪いことをいうわけがないだろう。これは仲人として当然のことだ」

「仲人でもなんでも、都合の悪いことを黙っているのは詐さ欺ぎも同然じゃないですか！　そもそも、あなたが最初から彼女のことを共産主義者だと教えてくれていれば、僕も結婚しようとは思わなかったんです！　こんなの詐欺も同然ですよ、この責任は取ってもらいますからね！」

「な、何を言うか！　私こそ君が簡単に離婚なんぞするから仲人として大おお恥はじをかかされたのだぞ！」

　そして二人は声を揃そろえて叫さけんだ。

『訴うつたえてやる！』






　そして再び舞ぶ台たいはスタジオに戻もどる。

「なるほど。これもまたありそうな話ですねえ。確かに仲人なんて都合のいいことしか言いませんからねえ。では早速お三方に回答をうかがってみましょう。ある夫ふう婦ふが、仲人が都合の悪いことを隠かくしていたのが原因で離婚してしまいました。仲人に損そん害がい賠ばい償しようは請求できるのでしょうか？　さあ、回答をお願いします」

　ルルルルル～、とまたあのＢＧＭが鳴る。

　そしてパネルがパッと点てん灯とうし、一いつ斉せいに「請求できる」「できない」の二種類の回答が表示され、そして観客席から「ええ～～～!?」というお約束の声が。

「おっと、また分かれましたね。南村先生は請求できない、福余暇先生もできない、今回もまた山鹿先生のみ他のお二人と違って請求できるというお答えですね。では早速お一人ずつ理由をうかがってみましょう。南村先生、これは慰謝料請求できませんか？」

「ええ、できませんね。仲人が二人の仲をうまくとりまとめるためにウソをつくとか、都合の悪いことを黙っているというのはもう、はっきり言いまして社会通つう念ねん上じようの常じよう識しきです。仲人というのは男女を結婚させるのが目的ですし、多少のお世せ辞じは絶対に言うでしょう。ですからもう今回のケースでも損害賠償の請求はできませんし、詐欺にも当たりません。ただし、離婚をするしないは夫婦が決めることですから、仲人が損害賠償を請求することもできないでしょうね」

「なるほど。福余暇先生も同じ考えですか？」

「はい、もちろんです。仲人が欠点を包み隠さず言っていたら結婚なんてできません。欠点は隠して相手の良さだけを誇こ張ちようするのが仲人の仕事といってもいいでしょう。これは別に仲人でなくとも同じことです。誰だって人に聞かれて不都合なことを話したがりはしないでしょう。相手の表ひよう面めん的てきな部分だけを見て結婚してみたけど、実際は違っていたなんて話はよくある事なのです。

　そもそも、結婚というのは男女双そう方ほうの合意があって成立するものです。相手の欠点を見み抜ぬけなかったのは当とう事じ者しやの責任です。仲人があろうとなかろうと関係ありません」

「なるほど、損害賠償は請求できないというお答えですね。さすが福余暇弁護士、おっしゃることに重みがありますなあ。では最後に……ただ一人反対意見を出された山鹿先生に意見をうかがってみましょう。先生、損害賠償は請求できますか？」

「ええ、もちろんです。お二人のおっしゃることにはもうガッカリを通り越こしてあきれ果ててしまいますね」

「ほ、ほう、そうなんですか」

「いいですか。確かに仲人が不都合なことを隠すというのはよくある話です。それについては私も隣となりのお二方と同意見です。

　ですが、今回のケースの場合は別です。今回の山本大吾朗という仲人がやったことは、たとえていうなら共産ゲリラをなんの問題もない人だと偽いつわって一いつ般ぱん社会に紛まぎれ込こませたようなものですよ。これは明確な犯罪です。もしその共産ゲリラが将来なんらかのテロ活動を起こした場合、結婚相手は内乱幇ほう助じよかそれに類たぐいする罪に巻き込まれることは充じゆう分ぶん予想できるわけですよ。これはもう立りつ派ぱな結婚詐欺というべきです。仲人がたとえば見合い相手の性格とか出世の見込みについて誇こ張ちようして表現したりする程度ならなんの罪つみにも問えませんが、結婚詐欺の片かた棒ぼうを担かつぐような行こう為いは罰ばつせられます。もちろん損害賠償も請求できるでしょう」

「な、なるほど」縞田が頰ほおを引きつらせて言った。「こ、今回のケースに限っては請求できるということですね」

「ええ、その通りです」

　……善行のヤツ、〝共産主義者＝テロリストかゲリラ〟と脳のう内ない変へん換かんしてるに違いない。危険な兆ちよう候こうである。

「というわけで以上が当法律相談所の出した結論です。今回の相談を投とう稿こうしてくださった東京都のＨさん、よろしければ参考にしてください」

　あんな意見のどこを参考にしろというのだろう。無茶なことを言っているのが自分でも分かるのか、司会者の顔はひきつり気ぎ味みであった。

「それではこの辺で本日最後のコーナーへと参りましょう。今日スタジオに来てくださったみなさんからのお悩なやみ相談を受け付ける〝答えて、弁護士先生！〟のコーナーです。さて、早速ですが、どなたか相談したいことがある方はいらっしゃいますか？」

　来た。

　この番組にはこういうコーナーがあるのだ。そして、これこそがわざわざこんなスタジオまであたしが足を運んだ最大の理由でもある。

「はーいっ」

　あたしは無む邪じや気きな中学生を装よそおうため、ことさら元気よく手を上げた。

「お、元気な女の子がいましたねえ。ではうかがってみましょうか」

　あたしの前にマイクが運ばれてくる。

「あなたのお名前は？」

「皐さ月つき伊い予よって言いますっ」

「それはそれは、可愛かわいらしいお名前ですなあ。それで皐月伊予ちゃんのご相談はどんなことですか？」

「えっとぉ、あたしは色々と共産主義の本を読んでてぇ、一冊読み終わる度たびに学んだこととか感想とかをノートに書いてたんですぅ」

　あたしがこの歳としで共産主義の本を読んでいることに感心したのだろう。少しスタジオがどよめいた。

「そしたらぁ、ついこないだのことなんですけどぉ、あたしが留守のときにぃ、母さんが勝手にその感想文を読んじゃったんですぅ。これって絶対にプライバシーの侵しん害がいですよねぇ？　あたしの代わりにぃ、母さんを叱しかって欲ほしいんですけどぉ」

「な、なるほど。そ、それは確かにありそうな問題ですなあ。では早速相談員のみなさんにうかがってみましょうか。南村相談員、いかがですか、こういう問題は」

「そ、そうですね。まあ状じよう況きようにもよるんですが、基本的にはプライバシーの侵害にはなると思います。えーと、一つ聞きたいんですけど皐月さん。そのあなたが書いてたノートというのは、どういう場所に保ほ管かんしていたんですか？」

「えっとぉ、ベッドの下です」

「なるほど。となるとなおさらですね。探さなければ見つからないような場所に隠していたんでしたら、わざわざそれを探し出して読むというのは間ま違ちがいなくプライバシーの侵害になりますから」

「なるほど。では福余暇相談員はどういうお考えですか？」

「そうですね、私も基本的には南村弁護士と同じ考えです。ただ一つわきまえておいて欲しいんですが、こういう問題の場合、年ねん齢れいが一つのネックになってくるんですよ。といいますのも、親の側には正当な監かん護ご、教育が目的であるならば、プライバシー上問題のある行こう為いでも行ってよいというのがこの業界での考え方なんです。もっとも今回のケースの場合は、共産主義の研究という教育上にもまったく問題のないことをしていたわけですから、やはりお母さんの方に過か失しつがあると言えると思います。お母さん、娘むすめさんに謝あやまってあげましょう」















　よーし、狙ねらい通どおり！

　あたしの家では一家揃ってこの番組を見ている。これでこの番組が放映された暁あかつきには、母さんもあたしに謝しや罪ざいせざるを得なくなるだろう。ざまーみろである──と、思っていたのだが、そこであたしは肝かん心じんなヤツのことを思い出してしまった。

「さて、では最後に山鹿相談員にもおうかがいしましょう。いかがですか？」

「私は逆の意見ですね。もう隣のお二方のご意見にはガッカリです」

　……またかい！

　司会が頰をひきつらせる。

「と、おっしゃいますと？　その、どういう見解なんですか？」

「いいですか。確かにお二方がおっしゃったように、子供にもプライバシーの権利はあります。ですが一方で、福余暇弁護士がおっしゃったように親には子を監かん督とくしなければならない義務もあるわけです。福余暇弁護士は共産主義の研究なら教育上問題もないと言ってましたが、そんなわけがありません。世の中には共産主義がスバラシイものであるというウソに騙だまされて、変なテロ活動とかゲリラ活動をする人がゴマンといるわけですよ。もしですよ、自分の子供がそんな変な主義に毒どくされて、将来共産ゲリラなんてものになって人に迷めい惑わくをかけたりするようなことがあればどうするんですか？　親には子供がそんな危険人物にならないよう教育しなければならない義務があるわけです。ですから、その子の母親には私からはっきり言いましょう。どうぞこれからも娘さんを厳きびしく監かん視しして、変な道へ走らぬよう立りつ派ぱに教育してくださいとね」

　ぴきーん。

　あたしはちょっとキレた。せっかくうまくいっていたのに、すべてぶち壊こわしにする気か、このヘタレ弁護士は。

「なっ……何よ何よ！　共産主義の真の素す晴ばらしさも知らずによくそんなことが言えるわね！」

「おやおや、すでにこの相談者には危険な兆候が出ているようです。ますます、両親の厳しい教育が必要のようですな」

「むきー！　あんたみたいな拝はい金きん主義一ひと筋すじの弁護士にそんなこと言われたくないわ！」

「ンだとぉ!?　誰が拝金主義一筋だ!?」




　……この後、しばらくあたしと善行の言い争いが続くことになる。




「え、えー……。とまあ意見が出で揃そろったところで、お時間が参まいりました。バラエティ〝たまに行列ができることもある法律相談所〟今週はこの辺で失礼します。ま、また来週お会いしましょう、さいなら～」

「あんたねえ！　それ以上毛もう沢たく東とう様をバカにするとバチが当たるわよ！」

「へっ！　文ぶん化か大だい革かく命めいとやらで二千万人を餓が死しさせたのはその毛沢東だろうが！」

「そんなの西側が流したウソに決まってるわ！　そんなこと言ったらアメリカなんて毎年戦争やって死人出してるじゃない！」

「あれは戦争じゃない、立派な経済活動だ！　ああやってアメリカの経済は動いてるんだ！」

「なお悪いわぁ！」




　こうして、あたしと善行の言い争いが続く中、プロデューサーが苦く悩のうするに違ちがいないであろうテレビ撮さつ影えいはやや強引に終しゆう了りようさせられたのであった。




　　　　◆




　今回のオチ。




　色々あったけど、とにもかくにもこのあたしのテレビデビューでもあるわけだ。

　善行との言い争いは正直あまり映して欲しくはなかったが、まあその辺はテレビ局の方でカットしてくれるはずである。

　というわけで、あたしは番組が放映される日をうきうきしながら待っていた。

　けど、そんなある日のこと。

　テレビ局から善行に電話があったのだ。

「な、なんだって!?　なんだよそりゃ、聞いてないぜ！　え？　問題発言が多すぎたって？　ちょ、ちょっと待て、あれのどこが問題発言なんだ!?　って待てよ！　もしもし？　もしもし!?…………」

　善行があまりにも力なく受話器を置いたので、なんだかあたしは不安になって聞いた。

「ぜ、善行、今の電話なんだったの？」

「けっ。お前が変なこと主張しすぎたせいだな。あまりにも問題発言が多すぎたからって、こないだ録とった分は放映中止になったんだとよ」

「なによそれえええええええ！」

　後の祭りである……。


（とある共産主義者の理不尽な日々　おわり）
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「はいもしもし、影かげ野の探たん偵てい事じ務む所しよですが。……は？　浮うわ気き調ちよう査さ？　申もうし訳わけありませんがウチではその手の調査は請うけ負おっておりませんので。はい、ではそういうことで」

　俺は乱らん暴ぼうにガチャンと受じゆ話わ器きを置いた。

　ふう。どうもここ最近はロクな依い頼らいが来ない。暦こよみの上ではすでに春になりかけていたが、まだまだ寒く暖だん房ぼうは欠かせない。しかしこのままでは暖房にかかる費ひ用ようまで切きり詰つめるハメになりかねない。

　ここは俺の探偵事務所兼けん我わが家やである。市し街がい地ちから外れたスラムといってもいいような地区にある超ちようオンボロアパート二階の一室だ。水すい道どう水すいは煮しや沸ふつしなければ飲む気になれず、地じ震しんでも起おきようものならもれなく震しん度どが＋１される。いいところがあるとすれば、家や賃ちんが安いことぐらいだろう。逆ぎやくに言えばそれ以外には本当に何もないということだが。

　誤ご解かいのないよう言っておきたいのだが、俺の事務所がボロいからといって、別に俺自身の探偵としての技ぎ術じゆつが未み熟じゆくというわけではない。決して。いやマジで。

　そもそも、探偵なんてアウトローな仕事をやってる人間が一いつ等とう地ちなんかにでっかい事務所を構かまえられる方がおかしいのだ。もしそんなヤツがいたら、そいつはきっと悪いことでもしてるのか、あるいは犬捜さがしと浮気現げん場ばを見つけるのがうまいだけの三流探偵だろう。そう、探偵としての技量は住んでいる場所の地ち価かと反はん比ぴ例れいするのである。うむ。我われながら名めい言げんだ。ベイカー街に住んでいたヤク中探偵なんてその代表である。

　しかし場所が場所であるだけに、やってくる依頼の数が若じやつ干かん少なめというのは残ざん念ねんながら否いなめぬ事じ実じつである。

　それでいてやって来る依頼といえば、浮気調査やら犬捜しやらそんなのばかり。まったく、たまにはこう血沸わき肉躍おどるような殺人事件の相そう談だんでもないものか。

　……と、そこまで考えて俺は考えを打ち払はらった。離り婚こん調ちよう停ていの相談に飽あき飽きして「もっと殺人事件とか起きてくれねえかなあ」などとのたまう知り合いの弁護士のことを思い出してしまったのである。あんなのと一いつ緒しよにされるのはゴメンだ。

　しかし、最近は俺好みの仕事が枯こ渇かつ気ぎ味みで、サイフが軽くなりまくっているというのは歴然たる事実である。いい加か減げん豚ぶた丼どんの並なみも食い飽きた。たまにはせめてタマゴと味み噌そ汁しるぐらいつけたい。こうなったら不ふ本ほん意いではあるが主しゆ義ぎ主しゆ張ちようはかなぐり捨てて、浮気調査なり迷い犬捜しなりやってみるべきか。まあそれも仕し方かたない、背に腹は替かえられん。もし次に依頼が来れば、それがどんなものであれ請け負ってみるとするか──。

　などと考えていた、そのときだった。

　ボロアパートの階かい段だんをカンカンと誰だれかが上ってくる音がした。




　客がやってきたのである。
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　それは、ずいぶんと変かわり種だねの二人組だった。

　年ねん齢れいは恐おそらく片方は五十歳さいぐらい、もう一人は六十代半なかばぐらいだろう。二人ともスーツとネクタイがよく馴な染じんでいる。歳としを食ってる方はあと十年もすれば立りつ派ぱな好こう々こう爺やになりそうな、どこか飄ひよう々ひようとした感じのある初しよ老ろうの男だった。他た方ほう、もう一人の方は──並のサラリーマンとは違ちがい、ずいぶんと威い厳げんが感じられる。いくつもの競きよう争そうや駆かけ引きをくぐり抜ぬけてきたことを表あらわすような鋭するどい目つき。よく動きそうな強きよう靭じんなあご。悪くても部長クラス、そうでなければ役員、そんな感じだ。もう一人の方より確かく実じつに年齢は下のようだが、地位は上なのだと確かく信しんできる。

　ただ、なんというかこう──鼻の作り辺りに見み覚おぼえがあるような気がするのはなぜだろう。

「思っていた以上にみすぼらしい事務所だな」

　その偉えらそうな態たい度どの男は、事務所を見回すなりそんなことを言った。

　まさしくその通りなので抗こう議ぎする気にはならない。しかし初めて入った店でそういうことを口にするもんではないと思うが。

「どうぞこちらへ。ご用よう件けんを伺うかがいましょう」

　とりあえず客には違いないのでソファを薦すすめる。

　だが座すわったのは偉そうな方だけで、もう一人のじいさんの方はそうすることが当然だと言うように後ろに控ひかえた。奇き妙みような光こう景けいである。

　そもそも今日は平日、今は真まつ昼ぴる間まである。そんな時間に見た目は真まっ当とうなサラリーマンがアポなしでいきなり探偵事務所に押おしかけてくるなんてこと自体どうかしてる。それほど切せつ羽ぱ詰つまった問題を抱かかえている──と考えられなくもないが。

　個人レベルの問題でなくとも、企き業ぎようが探偵事務所を利り用ようすることは決して少なくない。ライバル会社の動どう向こうとか、社員の素そ行こう調査とか。だが、俺の事務所は宣せん伝でんもそれほどしてないし、見た目も良くないし場所も悪い。よほど秘ひ密みつ裏りに行わなければならない調査なのでこんな人ひと気けのない探偵事務所を昼間っから訪おとずれたのではないか──という考え方もできなくはないが、そこまで俺も楽らく天てん的てきではない。企業が本気で探偵を雇やとうなら、確実に大おお手てへ行くだろうし。

「…………」

　しかし、やはりおかしい。この偉そうなおっさん、さっきから俺の顔をまじまじと見ている。変だな、少なくとも俺は探偵らしく一度会った顔を忘れるようなことはない。その俺の記き憶おくが、こいつとは初しよ対たい面めんであると言っている。だが向こうはどうも俺のことを知ってるようだが……。

「私の顔に何か？」

「あ？　ああ、失しつ礼れい。まず自じ己こ紹しよう介かいさせてもらおう。私はこういうものだ」

　男はそういって名めい刺しを俺に差し出した。

　その名刺を見た瞬しゆん間かん──俺の背せ筋すじは凍こおりついた。




　株式会社三みつ友とも商しよう事じ

　代だい表ひよう取とり締しまり役やく　住すみ菱びし秀ひで雄お




　三友商事といえば、就職活動中の学生ならその名を知らぬ者はいないという大企業である。多た分ぶん。

　大企業の社長。いや、それはいいのだ。別に相手が誰であろうと俺は全力で依い頼らいを遂すい行こうするだけだし、金ヅルがネギを背し負よってやってきたということであれば大歓迎だ。

　しかし、その会社、その苗みよう字じに限っては──。

「おい馬ば場ば。説明してやってくれ」

「分かりました」

　後ろに控えていた初老の男が、サラリーマンらしく三十度のお辞じ儀ぎをしながら名刺を差し出した。

「影野様、紹介が遅おくれました。私はこちらの住菱社長の秘ひ書しよで、馬ば場ば清きよしと申します。お見知りおきを」

「……はあ」

「さて、それで今日参まいりました用件なのですが……。実は影野様に、人ひと捜さがしをしていただきたいのです」

「ひ、人捜し……ですか」イヤな予感がする。「誰を捜せと？」

「一週間ほど前のことです。大学へ行っていた住菱社長のご息そく女じよが、突とつ然ぜん行方ゆくえ不ふ明めいになったのです」

　……誰か冗じよう談だんだと言ってくれ。

「それを、私に捜せと？」

「ええ、その通りです」

　かなりシャレになっていない。

　俺は住菱社長に向き直って言った。

「わざわざこんな辺へん鄙ぴな私の事務所へやってきたぐらいです、私とあなたの娘むすめさんがどういう関係にあったかはご存ぞん知じなんでしょう？」

「ああ、だからこそここへ来たのだ」

　怒おこるでもなく、哀かなしむでもなく、淡々と答える。

　住菱柚ゆず流る。それがこの依頼人の娘である。

　なぜその名を俺が知っているのか。知っていて当とう然ぜんだ、以前、俺と付き合っていたからである。いわゆる元カノってヤツだ。

　一年ほど前、知り合いの大学生が主しゆ催さいした合ごうコンで出会ったのだが……いやまあ、そんな経けい緯いなどこの際さいどうでもいいだろう。

　とにかく今だから言えるが、俺はそれなりに本気だった。だが、そのときは彼女の父親が日本に名だたる大企業の社長であるなどとはまったく知らなかったのだ。さらに彼女の祖そ父ふは国会議ぎ員いんで大だい臣じんまで務つとめたことがあるという。

　その事実を知るには、付き合ってから半年もの歳さい月げつが必ひつ要ようだった。

　彼女が通っていた大学。それはお嬢じようさまとお坊ぼつちゃましか通えないような凄すさまじく入学金の高い私し立りつ大学で、しかもリムジンの送そう迎げい付きだったのだ。まるで冗じよう談だんのようなご令れい嬢じようっぷりだった。

　今考えれば、よく二人だけでデートができたものだとさえ思う。まあ彼女はご令嬢というイメージからは程ほど遠とおいほど活かつ動どう的てきな性せい格かくではあったのだが。

　片かたや探偵志望で人生落ちこぼれ街かい道どうまっしぐらの俺である。誰に言われるまでもなく、釣つり合いがとれるわけがないことは分かっていた。何度も言うが、俺はかなり本気だった。だが彼女のことを思って、俺は自分から身を引いたのだ。

　その彼女が──。

「……行方不明、とおっしゃいましたね。誘ゆう拐かい、ということですか？」

「もちろん、その可か能のう性せいが高いでしょう」と、馬場。「社長がどのような立場におられる方なのかはお分かりいただけると思いますが」

「それは分かりますが……。身みの代しろ金きんの要よう求きゆうは？」

「いえ、今のところはありません」

「なら、警けい察さつに通つう報ほうは？」

「もちろんすでに警察には手を回している」住菱秀雄は唇くちびるを尖とがらせた。「私のような立場にいれば、警察や検けん察さつ庁ちようとも多少の繫つながりはあるからな。娘を誘拐したのが誰なのかはまだ分からんが、すでに被ひ疑ぎ者しや不ふ詳しようのまま告こく訴そした。犯人の身み元もとが分かり次し第だい、即そく座ざにブタ箱にぶち込んでやれるようになっている」

　それはまた、大した権けん力りよくの乱らん用ようである。

　誘拐罪というのは、営えい利り目もく的てき等の理由がある場合を除のぞき、親しん告こく罪ざい──つまり、被ひ害がいを受けた本人やその家族が犯人を罰ばつしてくれと訴うつたえない限り罪には問えないのだ。だからまあ被疑者不詳のまま告訴というのは分からない話ではない。

　しかし、小学生ぐらいの子供が行方不明ならともかく、成人した女性が行方不明になったというだけではどれだけ家族が訴えようと警察が動くことはまずないのが現実のはずなのだ。身代金を要求する電話でもあれば別だが、それがなければ単たんなる家出扱あつかいにされ、まともな捜そう査さ一つしてくれないだろう。

　実じつ際さいのところ、毎年なんらかの理由で失しつ踪そうする人間は相そう当とうな数に上る。そのすべてを誘拐であるとして警察が捜査しようとすれば、警官を一万人ほど増ぞう員いんしてもまだ足りないだろう。ま、だからこそ俺のような探偵が飯めしを食う余よ地ちが出てくるわけでもあるのだが。実際、人捜しは俺の得とく意い分ぶん野やといってもいい。

　そんなわけで、たとえ大企業のご令嬢といえど、身代金の要求すらない今回のようなケースの場合、警察が誘拐事件として捜査する可能性は低いはずなのだ。被疑者不詳のまま告訴したって同じ、「誘拐されたという証しよう拠こが見つからないんで告訴は受じゆ理りできません」ということになって終わるのがオチである。

　しかしまあ、父親が大企業の社長で、祖父が国会議員ということになれば話は変わるようだ。警察署長も人間だ、退たい職しよくするときに粗そ品しなをもらったり、再さい就しゆう職しよく口ぐちを斡あつ旋せんしてもらえれば嬉うれしいに違ちがいない。恐おそらく、本当に身代金要求の電話もないまま誘拐事件として警察は動いているのだろう。

「すでに警察に手を回しているなら、その上なぜ私に？　私のような一いつ介かいの探偵にできることなど、たかが知れてると思いますが」

　俺の疑ぎ問もんに答えたのは馬場という秘書だった。

「警察を動かしてもう一週間が経たつのです。にもかかわらず、一向に事じ態たいが好こう転てんしておりません。その間、社長は神しん経けいをすり減へらすような日々を送ってきました。そんな折おり、あなた様のことを色々と耳にしまして」

「……なるほど。ワラをもすがる思いで……といったところですか」

　住菱秀雄は苛いら立だたしげに舌した打うちをした。

「もう一年も前の話とはいえ、君は娘が付き合ったことのある唯ゆい一いつの男だ。娘の特とく徴ちようや交友関係は、ヘタをすれば父親の私より詳くわしいだろう。警察よりもマシな捜査ができるかもしれん」

「…………」

「ワラをもすがる思い……とは言わん。私はそれなりに君を買ってはいるのだよ。

　もちろん、君が娘と付き合っていることを知ったときは怒いかりを隠かくせなかったがね。まともな大学も出とらんような無む学がくな男と娘を付き合わせたくはない。もし君が娘と一線を越こえるようなことでもしでかしていれば、どんな手を使ってでも君を社会から抹まつ殺さつしていただろう」

「……そりゃどうも」

　冗談に聞こえないところが恐おそろしい。

「しかし君は娘の立場を知り、自主的に退ひいたというではないか。身み分ぶんをわきまえている人間は私も嫌きらいではないし、それにまあ娘が一度は好いた相手だ、そう無む能のうであってもらっても困る。

　これは聞いた話だが、探偵として見れば君の実力はそれほど低くはないそうだな。特に人捜しについてはかなりの技術を持っていると聞く。娘がそういう人物と知り合いになっていたのも悪いことではないからな」

　表面上はそれなりに評ひよう価かしてもらえているようだが、会話の端はし々ばしに俺への敵てき意いがちらほらと感じられる。

　まあそれはいい。こうなることが分かっていたからこそ、俺は潔いさぎよく身を引いたのだから。

「……分かりました。確かに私ならいくらかお手伝いすることもできるかもしれません。私と彼女の関係は抜ぬきにしても、誘拐されたかもしれない女性を放ほうっておきたくはありませんし」

「充じゆう分ぶんな返事だ。こうなったらお互たがいのためにビジネスライクに行こうじゃないか。おい、馬場」

　後ろに控ひかえている秘書を振ふり返る。

　心こころ得えましたとばかりに、忠ちゆう実じつな秘書はかなり厚あつみのある茶色い封ふう筒とうを取り出し、テーブルに置いた。

「着ちやく手しゆ金きんとしてまず五十万お支し払はらいいたします。見み事ごと柚流様を見つけ出してくれれば、その何倍でもお支払いしましょう」

　着手金五十万。相場の倍以上である。その内の半分ぐらいは実は手て切ぎれ金ではないのかと思わず邪じや推すいしたくなってくる。

「それでも不足でしたら、わが社の特とく別べつ顧こ問もんの席でも用意させますが」

「……それは遠えん慮りよしておきましょう。いまさら宮みや仕づかえはできそうにありませんので。ですが結けつ構こうです、私もこの依い頼らいを断ことわる理由はありません、お引き受けしましょう」

「そうですか、ではよろしくお願いします」

　そう言って馬場は頭を下げた。

　しかし住菱の方は相あい変かわらず仏ぶつ頂ちよう面づらのまま腕うでを組んでいるだけだった。まあ礼を言ってもらいたいわけでもなし、どうでもいいことだが。俺は中身もあらためずに、その封筒を懐ふところに収めた。

「では、もう少し詳しい状じよう況きようをお聞かせいただけますか」

「分かりました、今現在分かっていることをお話しします。まず柚流様は最初に申し上げました通り、大学で行方不明になりました。柚流様には四し六ろく時じ中ちゆう、大学にいるときでも女性の護ご衛えいが付いていたのですが……。柚流様がトイレに行った際に、突とつ然ぜん消しよう息そくを絶たたれてしまったのだそうです」

「現場に何か痕こん跡せきは？」

「犯人に結びつくような物は何も。警察の捜査によれば、特に争あらそった形けい跡せきもなかったそうです」

「柚流……さんをさらうような連れん中ちゆうに心当たりは？」

「申し訳ありませんが、それについてはあまり大した情報がないんです。大企業の社長などやっていれば、知らぬ間に買った恨うらみの数など分かりませんから。それを踏ふまえての依頼であるとお考えいただければ」

「分かりました、では後はできる限りこちらで調べてみましょう。ただ……こんなことは私も言いたくはありません。ですが事が誘拐だったとして、もう一週間も連れん絡らくがないとなれば──」

　俺もこんなことは言いたくはない。だが職しよく業ぎよう上、言っておかねばならなかった。

「最悪の状況だけは、覚かく悟ごしておいて下さい」

「……わかっておる」

　柚流の父親は、それでも頑かたくなな態たい度どを崩くずそうとしなかった。




　実のところ、俺は少なからず動どう揺ようしていた。

　以前、付き合っていた女が行方不明。

　所しよ詮せんは元カノ、おまけにすでに音おん信しん不ふ通つうなのだ、俺とはなんの関係もないと言っていい。未み練れんももうないはずだ。

　だがなぜだろう。それだけの理由でこの依頼を単なる一つの依頼と割り切れるほど俺も歳としを取ってはいないようだった。

　それにしても、思う。

　滅めつ多たに客の来ない探たん偵てい事じ務む所しよ。たまにくると思えば、よりにもよってこんな不ふ吉きつな依頼ばかり。俺、なんか悪いことでもしたっけか？




　　　　３




　寒さむい。

　クソ寒い。なんで今年はこんなに寒いんだ？

　仕事の来ない探偵なんぞ引きこもりとほとんど変わりはないが、利り点てんがないわけではない。それはどれだけクソ寒い日であろうと、暖房のきいた部屋で〝三食昼ひる寝ね付き〟を満まん喫きつすることができることである。

　しかしその天国のような日々をいささか満喫し過すぎたようだ。体が寒さに慣なれていないらしい。

　寒い。とにかく寒い。

　俺は体を震ふるわせながら、デパートや映画館、その他なんでもござれのこの地方の中ちゆう心しん地ちを歩いた。目的地は繁はん華か街がいのビルの谷たに間まにある小さな裏うら路ろ地じである。

　路地の先には、小さなショットバーがある。〝パール〟。それがこの店の名前だ。もっとも、こんな真っ昼間ではまだ看かん板ばんも出ていないが。

　もちろんショットバーというのは表向きの看板。その実、裏ではあるサービス業を運うん営えいしている。

　情報屋である。

　各種裏情報の売ばい買ばいはもちろん、情報源の買かい取とりもやっており、俺も依頼がまったくないときなどは小こ遣づかいを欲ほしがってる戸こ籍せき管かん理りの役人なんかを紹しよう介かいして飯の種たねをもらっていたりする。

　探偵小説やらなにやらで酒場のマスターが実は情報屋というのはよくあるが、それ自体は別におかしなことではない。むしろとても合ごう理り的てきと言えるだろう。酒場というのはそれほど様さま々ざまな人、たくさんの情報が出入りするからである。

　この店について言えば、雰ふん囲い気きも悪くはない。薄うす暗ぐらいがモダンな店の作り、シックな椅い子すやカウンター。

　おまけにこの店の場合、普ふ通つうの客は滅多に来ない。……いや。来ないこともないのだが、一度来た普通の客は二度と来ない。

　その理由は──俺がこれからやるように、〝準じゆん備び中ちゆう〟と書かれた札がかけられている飾かざり気けの無い木製のドアを開けてみればすぐに分かる。

「お客さん、見て分かりません？　まだ準備中で──あ」

　野の太ぶとい男の声。

　店内には、カウンターにマスターが一人いるだけ。

　中年のマスターだが、一八〇センチを超こえる長身で、ベストの良く似に合あうすらりとした体型をしている。

　だがその見た目はダンディな中年は、慣なれた手つきでグラスを磨みがきながら、俺の姿すがたを視し界かいに入れた途と端たんに──

「あら、影野ちゃんじゃない！　久しぶりね～」

　相そう好ごうを崩くずした。

　今ので大だい体たい分かるだろう。オカマなのである。

　普通の客なら、それが分かったところで八割方引くだろう。さらに、そこへダメを押おすように耳へと流れ込んでくるＢＧＭ。

　想そう像ぞうしてみて欲しい。寂さびれた裏通りにある小さなショットバー。薄暗い店内では、渋しぶい男たちが静かに酒を飲んでいる。そんな酒場で流れているＢＧＭが、アソパソマソのテーマ（ピアノバージョン）であるところを。

　そう。なぜかこのマスター、アニソン好きなのである。それも十年とか二十年前に流は行やったアニメの。まあピアノバージョンにすることで店の雰囲気に合わせているつもりなのだろうが、ちびちびと酒をやって店の雰囲気に酔よっているところにドラエモソのテーマ曲がかかってきたりすれば誰だって引く。

　かくして、雰囲気に釣つられてやってきた客がこの店の敷しき居いをくぐることは二度とないというわけである。

　ちなみに、このマスター自身についても俺たちの間では一つ有名な謎なぞがある。このマスターの本名は戸こ籍せき上じようでは〝山やま田だ太た郎ろう〟となっているのだが、そんな名前は誰もが偽ぎ名めいだと思って疑うたがわない。だが、それ以外の名前は誰がどれほど調べても未いまだに見つけられていないらしい。

　まあそんなことは俺にとってはどうでもいい。俺がこのマスターに期き待たいすることは、どれだけ新しん鮮せんな情報を流してもらえるかにあるのだから。

　俺は静かにマスターの前のカウンター席に座すわった。

「久しぶりって、そんなに間があったっけか？」

「ええ、もう二週間も会ってないじゃない。ワタシ寂しくてしょうがなかったわ。もっとマメに会いにきてよね！」

　キャバクラ嬢じようのようなことを言う中年オヤジ。

「まあいいわ、影野ちゃんには影野ちゃんの都つ合ごうがあるんだろうし。それで今日はどんな御ご用よう事じかしら？　昼間だけど何か飲む？　お腹空いてるならサンドイッチぐらいならできるけど。あ、それとも……ア・タ・シ？」

「…………」

「も、もう！　冗じよう談だんだってば、そんなコワイ顔しないでよ！　影野ちゃんのその目つき、かなりシャレになってないんだから！」

「……とりあえず、お茶でも一いつ杯ぱいもらえないか」

「はいはい、分かったわよ。外はさぞかし寒かったでしょうし」

　マスターは何か小声でぶつぶつ言いながら、陶とう器きのコップにポットからお湯を注そそいだ。

「はい、どうぞ」

「って白さ湯ゆかよ！」

「今思い出したんだけど、影野ちゃん結構ツケが溜たまっているから」

「…………」

　黙だまって口をつける。

　ああ、熱い白湯が冷えた体に染しみ渡わたる。

「一息ついた？　じゃ、あらためてご用件をうかがおうかしら？」

　再びグラスを磨く作業に戻もどるマスター。オカマ口く調ちようさえなければ、その見た目は非ひの打ち所のない酒場の主人なのだが。

「三友商事について知ってることを教えて欲しい」

「……へえ」

　グラスを磨く手が止まる。

「影野ちゃんがこの時じ期きに三友商事のことを聞きたがるなんて。例の失しつ踪そう事件がらみ？」

「さすがに耳が早いな」

「そりゃね、大だい企き業ぎようの御ご令れい嬢じようが行方ゆくえ不ふ明めいになったなんて、あたしたちには格かつ好こうの話題だもの。あ、ひょっとして影野ちゃん、その捜そう索さく依い頼らいでも受けたの？」

「まあな」

「あらすごいじゃない影野ちゃん！　あなたならいつかそれぐらいやってくれると信じてたわ！　だからこれを機き会かいにいい加か減げんツケ全部払はらってくれるともっと嬉うれしいんだけど！」

「…………」

　俺は懐ふところの茶色い封ふう筒とうから紙し幣へいを半分ほど無む造ぞう作さに抜ぬき取り、カウンターに置いた。

「あら、冗談で言ったつもりなんだけど、本当に払ってくれるの？　ちょっと多過ぎるみたいだけど」

「どうせ俺にとっちゃあぶく銭ぜにみたいなもんだからな。それよりあんたが知ってることを教えてもらいたい。それだけあればツケと情報量を足してもお釣つりが出るだろ？」

「うーん、大金を前にこんなこと言うのも不ふ本ほん意いだけど、これは多過ぎるわ。残念だけどこの件に関しては大した情報が入ってるわけじゃないの。文字通り、話題になってる程度よ」

「そうか。まあいい、今後の情報料込みだ、全部とっといてくれ」

「ありがと、そういうことならもらっとくわ。こんなに払ってくれるんだったらコーヒーぐらい出してあげればよかったわね」

　マスターは遠えん慮りよなく紙幣に手を出した。まあもらった金の分はしっかり見返りがあるので文もん句くはない。コーヒーは好きでもないし。

「じゃ今分かっていることを言うわね。たしかに三友商事ほどの大きな会社となれば、どこにどれだけの恨うらみを買ってるかも分からないわ。社長の娘むすめを誘ゆう拐かいして企業活動を妨ぼう害がい、あるいは牽けん制せいというのも追おい詰つめられた中小企業ならやるかもね。でもね影野ちゃん。最近、誘拐なんて企たくらむほど不ふ審しんな動きを見せている企業の話って聞かないのよ」

　不審な動き。

　大企業というのは金がある。その金にあかせてマスコミを沈ちん黙もくさせ、かなり派手なことをやらかすことは現実によくある。たとえば、パチンコ屋絡がらみなんかは本当に凄い。以い前ぜん、嫌いやがらせでパチンコ屋に正面からトラックが突つっ込こんだという事件があったのだが、パチンコと言えば日本の一大娯ご楽らく産さん業ぎようである。相そう当とうな金が動いたらしく、このニュースが一いつ般ぱんに流れることはなかったという。

　しかし、もしどこかの企業が本気で誘拐なりトラックで突とつ撃げきなりといった嫌がらせを実じつ行こうに移うつすとなれば、それ専せん門もんの人員を用意するはずだ。手っ取り早いところではヤクザから人を借かりる。外部の人間を雇やとう利り点てんは、事ことが露ろ見けんした場合、いつでも切り捨てられるからだ。

　だがそういった裏うら業ぎよう界かいの求きゆう人じん情報があれば、このマスターの耳に届とどかないはずがないのだ。今回はそれがない。

　つまり──

「本当に誘拐されたのだとすれば、企業絡がらみじゃなく個人レベルの可能性が高いってことか」

「その方が頷うなずける話ね。三友商事社長の娘といえば、社交界じゃ有名な深しん窓そうのご令嬢ってヤツよ」

　……あいつは確かに美人ではあったが、ご令嬢というイメージじゃなかったがな。

　いずれにせよ、俺にとってはあまりよくない知らせだ。

　柚流の家族には、未いまだ身みの代しろ金きん要求の連絡はないという。

　つまり、もしこれが誘拐事件で犯人の目的が三友商事という企業にではなく、住菱柚流個人にあった場合──。

　事件発生からすでに一週間。この間に何をされているか分かったものではない。俺は最悪の展てん開かいを想そう像ぞうし、慌あわてて頭から振ふり払はらった。

「分かった。それだけ分かれば充分だ、とりあえず捜査の指し標ひようにはなる」

　俺はグラスに残っていた白湯を一気に飲み干ほすと、礼を言って店を後にした。




　　　　４




　寒い。

　クソ寒い。なんでこんなに寒いんだ。もう春は間ま近ぢかのはずなのに。

〝パール〟を出た後、俺は柚流が通っていたという大学を調査しに行った。調査を終えた頃ころには日もかなり沈しずみ、寒さはさらに増ましていた。

　大学の名は私し立りつ関かん南なん大学という。日本に名だたる大企業の坊ぼつちゃま・嬢ちゃまが通うために作られたという俺にはまったく縁えんのない大学である。共学になっているのは俺のような変な虫ではなく、有名企業の息むす子こや娘同士ならばくっついてもよいということなのだろうと邪じや推すいしてみる。

　その学力レベルは東大やら京大なんかとは比くらべ物にならないほど低いが、とにかく有あり余あまる金を設せつ備びに投とう資ししており、ここに入学して卒そつ業ぎようしたという学歴だけで金持ちの証明になるとかならないとか。特にその警けい備びの厳げん重じゆうさときたら異い常じようとしか思えないほどで、でかいキャンパスは刑けい務む所しよのごとき高い塀へいに囲まれ、校門の外から見ただけでもいたるところにガードマンが目を光らせていることが分かる。

　わざわざそんな大学まで出向いた調査の結果は──あまりかんばしいとは言えなかった。

　柚流はこの大学でトイレに行った際さいに行方不明になったという。

　彼女はリムジンによる送そう迎げいで大学に通っていた。それぐらいは俺も知っている。いや、正確に言えばそのことを知ったからこそ別れたようなものなんだが。

　その上、今日この大学で聞き込みして分かったところによると、柚流には女性の護衛がほとんど四六時中、大学の中まで付いていたという。余よ談だんだが、本当にそんな状じよう態たいでよく俺と付き合えたものだ。

　護衛対たい象しようは成人になったばかりの若い女なのだ。その護衛の方も一応は女だったようだが、さすがにトイレまで付いていくことはできず、そこを狙ねらわれたらしい。

　結局、得られた情報はこの程てい度どしかなかった。柚流の交友関係は決して広い方ではないようだったが、それでも親しい友人は何人かいた。しかし事件に関することで目め新あたらしいことは何も聞けず、とにかく大した情報は得えられなかったと言うしかない。

　大学自体の警備は極きわめて厳重。俺のような目つきがいいとは言えない人間が大学の周しゆう辺へんをうろついていたせいか、あやうくガードマンに捕つかまえられそうにさえなった。大学の構こう内ないではない、外で聞きこみをしていたにもかかわらずだ。三友商事社長の名めい刺しを持っていなければ警察に引き渡わたされていたかもしれない。

　その点から見ても、この犯行はよほど計画的だったようだ。一見したところでは誘拐犯の付け入る余よ地ちなどない。だが現実に、わずかなスキを狙われたように、柚流は消しよう息そくを絶たった。状じよう況きようからいって彼女を拉ら致ちしようとするならば、よほど柚流の近況に詳くわしい人物でなければ不ふ可か能のうだろう。

　となると、怪あやしいのは親族や護衛、大学の教師に職員、柚流の友人あたりか……。

　いやダメだ、こんなの意味がない。全然絞しぼり切れてないじゃないか。とにかくまだ情報が少なすぎる。

　と、そのときだった。まるで俺の捜査が行き詰づまるのを見み透すかしたように、上着の内ポケットが突とつ然ぜん震ふるえ出したのだ。

　携けい帯たいだった。

　取り出して液えき晶しようの表示画面を見ると、非ひ通つう知ちではなかったものの、俺の携帯に登とう録ろくされていない番号が表示されていた。

　まあ少なくともワンギリではないらしいし、出ない理由もない。通話のボタンを押おす。

「誰だ？」

『いきなり不ぶ躾しつけな質問でございますね』

　抑よく揚ようのないやや歳としを食った男の声。

　聞き覚えはあった。あのどこか飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きのある三友商事社長の秘書、馬場とかいう男だ。

「あんたか。何か用か？」

『捜そう索さくの進しん展てん具ぐ合あいを伺うかがえないかと思いまして。どんなもんでしょうか？』

「ぼちぼちだ」

『愛あい想そうのないお答えでございますね』

「ちょっと進んだような気がしないでもないかもしれないが、全体的に見るとまだまだと言わざるを得ないのではないかと考える次し第だいである」

『要よう領りようを得ないお答えでございますね』

「……どうしろというんだ」

『私に聞かれましても』

「……もう切っていいか？」

『影野様。気が短いと早はや死じにしやすいかと存ぞんじますが』

「それはあんたの社長にでも言ってやれ。じゃあな」

『お待ちください、そろそろ本ほん題だいに入りたいと存じますが』

「…………」

　落ち着こう。こいつも事件関係者と言えなくはないのだ、なんか貴き重ちような情報をもたらしてくれる可能性はゼロではない。怒いかりに任まかせて切るべきではない。

『もしもし？　影野様？　聞いておられますか？』

「……さっさと用件を言ってくれ」

『分かりました。実は社長のことなのですが……』

「あの社長が、どうかしたのか？」

『はい。ただでさえあの方は日本を支える大だい企き業ぎようのトップであり、何千という社員を束たばねる立場におられるのです。普ふ段だんから何かと苦く労ろうも絶たえぬ上に、今回の一件です。社長も見た目は平へい静せいを装よそおっておられますが、内心では相そう当とう心労がたまっているようでございまして』

「それは分かる。で？」

『無む理りを承しよう知ちで申し上げます。一いつ刻こくも早く柚流様を見つけてください。申し上げたいことはそれだけです』

　それだけかよ！　なんか情報の一つでもよこせよ！

　しかしまあ、励はげましと取れなくもない。怒りに任せて切るのは礼れい儀ぎにかなっていないだろう。

「努力はしよう。俺が言えるのはそれだけだ」

『充じゆう分ぶんでございます。では、引き続き捜査をよろしくおねがいします』

「分かった分かった」

　俺はさっさと切ろうとしたが、ふと思い立って言い足した。

「ああそうだ、ついでだから一つ頼たのみたいんだが」

『はい？　なんでございましょう』

「柚流の部屋を見せてもらいたい。なんとかならないか？」

『なるほど、分かりました。確かにそれは必要なことでしょう。迎むかえの車を事務所の方に向かわせます、明日の午前九時頃ごろでよろしいでしょうか？』

「ああ、頼む」

『承しよう知ちいたしました。では、失礼します』

　今度こそ電話は切られた。

　今の時点では、推すい理りするにも情報が少な過ぎる。さしあたって今日できることは、晩ばん飯めしを食って頭を休め、明日に備そなえることぐらいしかなかった。

　こうしている間にも柚流がどんな目に遭あっているかを考えるといてもたってもいられない気分になってくるのだが、まあこればっかりは俺があせっても仕方がない。

　俺はこの日の捜査を打ち切り、一ひと晩ばんの休息を得るべく事務所兼けん我わが家へと足を向けた。
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　夢を見ていた。




　時とき々どきなのだが、自分でも夢を見ていると分かるときがある。

　今がそうだった。さっきソファで横になったはずなのに、まるで目を開けているときとなんら変わらないように、目の前に映像が流れている。

　映像の中心で動き回っていたのは、柚流だった。

　昼間にあんなことがあったからだろう。昔のことが思い出されているというわけだ。

　セミロングのしっとりとした黒くろ髪かみ。スレンダーな体つきに、くりっとした大きな目、化け粧しようなどせずとも綺き麗れいなピンク色のよく動く唇くちびる。今でも柚流のことは目を閉じるだけで簡かん単たんに思い出すことができる。

　性格はご令れい嬢じようという名にはふさわしくなく活かつ動どう的てきだった。俺とくっついたのも向こうから「付き合ってよ」ってなことを言われたのがきっかけだったし、デートの行き先を選ぶのも八割方柚流だった。

　俺も最初はわりと振ふり回されるだけだったが、その分気き楽らくに付き合える柚流に、いつしか本気で惹ひかれていった。

　彼女の実家の正体を知るまでは。




「別れよう」

　あの日、そう切り出したのは俺だった。

「じょ、冗じよう談だんでしょう？　いきなり何言い出すのよ」

　柚流は笑い飛ばすように言ったが、俺が本気だということに気付いてその表情が凍こおりつくまでに大して時間はかからなかった。

「いや、俺は本気だ。俺は自分の生活を守ることさえギリギリの貧びん乏ぼう探たん偵ていだ。将しよう来らい出しゆつ世せする見込みもない。このまま付き合っても、お前を幸せにできる自信がないんだ」

　……さて、それからどんな言い争いをしたのかについてはほとんど記き憶おくがない。

　俺はお前を幸せにできない、いえそんなことないわ家いえ柄がらなんて関係ないわよ。以下リピート。そんな感じだった。

　ただ、柚流が泣きながらこう言ったことだけは覚えている。

「なんで!?　私の家がそんなに問題!?　じゃあ私を連れて駆かけ落ちするぐらいのことしてよ！」

　もちろん俺だってそれは考えた。だが、とてもじゃないが日本に名だたる大企業を敵に回してそんなことは到とう底ていできなかった。言い訳になるが、俺にはそれなりの言い分があった。腐くさるほど金を積つんで探偵でも雇やとえば、駆け落ちした男女を見つけることなどたやすい。俺は自分の仕し事ごと柄がら、それをよく知っていた。

　しかし今思えば、あれが正しい選せん択たくだったとは断だん言げんできない。駆け落ちする前から駆け落ちが失敗したときのことを考えてどうするというのだ。

　柚流の方もそんな負け犬に付き合うのに嫌いや気けでもさしたのだろう。

「分かったわよ、あなたがそんなに臆おく病びような人だとは思わなかった！　いいわよ、別れてあげるわよ！」

　……かくして、俺の望んだ通りの展開となった。だが柚流は、最後に一つだけ条じよう件けんを出した。

「いいわ、別れましょう。でも、最後にもう一度だけデートして。思い出の一つぐらい、くれたっていいでしょう？」

　断ことわれなかった。なにせ俺の方も未練を感じていたのだから。




　最後のデートはなぜか遊ゆう園えん地ちだった。まあ乗り物に乗っている間は会話をする必要もないし、乗り物の感想を語ることで話題に困ることもなかったので、あれはあれでよかったと思う。

　問題はその後だ。

　夕食を終えた後、柚流は俺の事務所へ行きたいと言い出した。俺が惚ほれていた女の最後の希望だと言われれば、拒こばめなかった。

　そして──事務所へ着くなり、俺が止める間もなく、柚流は服を脱ぬぎ始めたのだ。

　そのときのことは忘れられるはずもない。

　白い柚流の肌はだをさらに際きわ立だたせるかのような、黒いブラジャーとショーツ、ガーターベルトにストッキング。いや、ショーツというのはなんか味あじ気けないからパンティとしよう。なんか生なま々なましいし。

　ブラジャーとパンティはまさしく男を誘ゆう惑わくするためだけに作られたかのような、面めん積せきの少ないものだった。

　服の上からでは想像するしかなかった柚流のふくよかなバストや細い腰こしつきが、いやおうなく俺の本ほん能のうを刺し激げきした。

「ねえ、お願い。この一度だけでいい、私に思い出をちょうだい。私に、あなたを刻きざんで……」

　柚流は恥はずかしそうに顔を真っ赤にしながら俺に迫せまってきて──







　──と、そこで俺は目を覚さました。




「……ちっ、くそ」

　俺はベッド代わりのソファから身を起こし、窓まどから容よう赦しやなく降ふり注そそぐ日差しに顔をしかめた。

　よりにもよってあんな夢を見るのか俺。最さい悪あくと言えば最悪の目め覚ざめだ。目を閉じると、まだ夢の余よ韻いんが脳のう裏りに浮うかび上がってきそうだ。

　情けない。柚流は俺にとって過か去この女だ。未練などないはずだ。

　嫌いやが応おうにもあのときの自分のダメっぷりが思い起こされる。あのとき、俺はすべての精せい神しん力りよくをフル動どう員いんして、誘ゆう惑わくに抵てい抗こうしてしまったのだ。男の恥はじをかいたのだ。

　言い訳はもちろんある。なにせ俺の方から身を引こうとしていたのだ。こんな言い方をするのは自分でも気に食わないが、最後の最後で柚流を傷きず物ものにしたくはなかった。いや、今考えれば別の意味で充分柚流を傷つけたような気はするが。

　しかしこのタイミングでこうも鮮せん明めいに思い出してしまうとは……。

　……忘れよう。

　俺はパチンと顔を叩たたいた。

　あー、あー、本日は晴せい天てんなり。

　うん、よし、これで夢のことは忘れた。さて、いつも通りの日にち常じように戻もどるとしよう。

　俺はソファから立ち上ると、とりあえずテレビを付けた。画面に映うつる時じ刻こくは午前七時三〇分。八時間以上は寝ねたようだ。ソファで寝るクセはとっくの昔についており、充じゆう分ぶんな睡すい眠みん時間と相あいまって、昨日の疲ひ労ろうが残っている様子はない。一度大きく伸のびをするだけで俺の体は覚かく醒せいを始めた。

　洗せん面めんやら便べん所じよやらを済まし、ゆで卵たまごとバナナ、それに牛乳をかけたコーンフレークとコーヒーで適てき当とうに朝食を摂とる。もちろんゆで卵は半はん熟じゆくではなくハードボイルド。いや、深い意味はないんだが。

　そうこうしているうちにテレビに表ひよう示じされていた時刻は八：五〇を示した。住菱邸ていへ行くための迎むかえの車がくるころである。

　いつも通りしわだらけの上着を羽は織おってドアを開け──そしていつも通りの強きよう烈れつな冷気に迎えられ、顔をしかめた。

　今日は臨りん時じ休業にして、一日中部屋に閉じこもっていたいなあという自じ営えい業ぎよう者しや独どく特とくの誘惑を振ふり払はらい、寒さに体を震ふるわせながらアパートの階かい段だんを降おりる。ありがたいことに、すでに迎えらしき車は来ていた。こんなボロアパートの前にベンツなんてものが停てい車しやしていたら、そりゃ間ま違ちがいなく俺への出迎えだろう。

「影野様、ですね？」

　運転席から顔を出したのは女だった。二十代半なかばといったところか。すらりとした体型、髪かみもショートカットにしており、おまけにスカートではなくスラックスを着用している。見るからに快かい活かつそうな女だ。

　ただ、一つ気になることがあった。表情にどこか陰かげりが感じられるのだ。最近なにかよくないことでもあったような、そんな風に感じられる。

「ああ、そうだが。君は？」

「住菱様のお屋や敷しきへお連つれするよう申しつかっております、河かわ口ぐち由ゆ紀きと申します。どうぞお乗りください」

　わざわざ外へ出て後こう部ぶ座ざ席せきのドアを開け、俺を迎える。タクシーみたいに自動開かい閉へい装そう置ちでも付ければいいのにと思うが、まあそれも味あじ気けないか。

　俺が乗りこむのを確かく認にんすると、河口と名乗った女性は運転席に戻って車を発はつ進しんさせた。

「では出ます。三〇分ほどかかりますので」

「三〇分か。じゃあ充分話をする時間はあるな」

「は？　私に……ですか？」

「ああ、いくつか訊きかせてくれ。ひょっとして、あんたを迎えによこしたのはあの馬場とかいうじいさんの意い向こうじゃないのか？」

「ええ、そうですが」

「そうか、やっぱりな。するとあんたも単なる運転手じゃないだろ。ひょっとして住菱柚流の護衛でもしてたんじゃないのか？」

　ミラー越ごしに映る彼女は、驚おどろきを隠かくせないようだった。

「ええ、確かにそうですが……なぜそのことを？」

「別に大したことじゃない。あんたみたいな若い女の運転手なんてそうはいないだろ。となると今回に限って何か特別な理由があって任にん命めいされた運転手って考える方が納なつ得とくだ。このタイミングで俺に用がありそうな女といえば、話に聞く住菱柚流の護衛のことぐらいしか思いつかないからな」

「な、なるほど。さすが探たん偵ていさんです」

　何より、表情にどことなく陰があるのは最近何か失敗でもやらかしたからではないか──とも思ったのだが、さすがにそのことは黙だまっておく。

「じゃあ質問を続けよう。あんたは柚流を大学で護衛してたんだな？」

「ええ、そうです。護衛は他にも何人かいるんですが、大学の構内に入って護衛していたのは私だけです。私なら、その、大学生に見えなくもありませんでしたから。それまでは護衛も通学のときだけだったんですけど、柚流様がどこの馬うまの骨ほねとも分からない男性に付きまとわれるようなことがあったそうで、それ以後は私が大学内でも付きっきりで護衛するようになったんです」

「なんだって？」

　ストーカーか？　これは気になる情報だ。

「その男に付きまとわれてたのって、いつごろの話だ？」

「ちょうど一年前の冬から夏ごろまでと聞いてますが」

「一年前の冬から夏ごろ……？」

　って、それ俺のことじゃねえか！

　どうやらよっぽど俺は柚流にふさわしくない男だったらしい。まあ、俺の事務所に来たときの父親の態たい度どを見れば明白だが。しかしそれがきっかけで大学の中まで護衛が付くようになったとは。俺のせいにされるいわれはないはずだが、微び妙みように申もうし訳わけない。

「あの、どうかしましたか？　なんだか苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をされてますけど」

「気にしないでくれ。そんなことより確認させてくれ。大学の方でも幾いくらか話は聞かせてもらったんだがな、柚流はトイレに行くと言ってあんたから離はなれたんだな？　で、そのまま消しよう息そく不ふ明めい。ここまではいいか？」

「はい、そうです」

「そのときの状じよう況きようをもっと詳くわしく教えてもらえないか？」

「それは構いませんが、別に大したことは。その日、大学での講義が終わって私たちは帰ろうとしたんですが、そのときに柚流様がトイレに行くと言い出したんです。それで私はトイレの入り口で待っていたんですが……」

「そのまま二度と戻って来なかったと」

「その通りです……。あの時、私が無む理りにでも付いて行きさえしていれば……。柚流様はトイレまで私が付いて行くのを嫌いやがられたものですから……」

　そのときのことを思い出したのか、河口はため息いきと共に肩かたを落とした。運転中にそういうことをされるのは怖こわいのでやめて欲ほしいところだが。

　だが幸いなことに、運転は丁てい寧ねいなままだった。

「まあ便べん所じよまで護衛に付いてこられて嬉うれしがるヤツはいないさ。全面的にあんたが悪いわけでもない、そう気にしなさんな」

「はい、ありがとうございます……」

　俺の言葉を社しや交こう辞じ令れいの一種だとでも思ったのだろう、口とは裏うら腹はらにまだ気を落としているのが分かった。この女の顔から陰かげりが無くなる日があるとすれば、柚流が五体満足で無ぶ事じに戻ってきた時ぐらいだろう。

「柚流がトイレに向かってから、何分ぐらい経たってから捜さがしに行った？」

「十五分ぐらいです」

「十五分か……。出入り口はいくつあった？　まあ二つ以上あるトイレなんてそうないだろうが」

「ええ、出入り口は一つだけです。ただ窓まどがあって、出ようとすればそこから簡かん単たんに出入りできます。一階でしたし」

「そうか」

　昨日大学を見に行ったときは門もん前ぜんで怪あやしまれ、とてもではないが事件現場を見けん学がくさせてくれなどとは到とう底てい言える雰ふん囲い気きではなかった。おまけに現場は女子トイレだし。だがそういうことなら一度だけでも現場を直じかに見ておくべきかもしれないな。三友商事のお力でなんとかしてもらうか？……いや、そこまでして女子トイレを覗のぞきたい──もとい、見たいわけじゃないんだが。

　それにしても、十五分でトイレから女を一人拉ら致ち、か。時間的な余よ裕ゆうはあったと言うべきだろうが、トイレのすぐ外には護衛がいたのだ。もし柚流が悲ひ鳴めいの一つでも上げればそれで終わってしまう。

　まあそれは口を塞ふさぐなりして防ぼう止ししたのかもしれない。だが小こ柄がらな女とはいえ、人を抱かかえて窓をくぐるなんて簡かん単たんなことではない。そもそもトイレなんていつ誰が入ってくるか分からないのだ、人目にも注意を払はらわねばならなかっただろうし。

　……待てよ。それだけじゃない、仮かりに犯人がトイレで柚流を拉致すべく周しゆう到とうな準じゆん備びをしていたのだとしても、柚流がトイレにいつ行くかなんて全ぜん然ぜん確かく実じつ性せいがないじゃないか。そんなところを誘ゆう拐かい現げん場ばに選えらんだりするものだろうか？

「なあ、柚流は別に毎日決まった時間にトイレに行ってたわけじゃないんだろ？」

「ええ、それはもちろんです。朝起きたときを別にすればですが」

　そりゃそうだよな。

　犯はん人にんの人数も問題だ。柚流を連れ出すにも現場を見み張はるにも、一人では足りないはずだ。最さい低てい二人、できれば三人ってところか。さらに言うなら、そのうち一人は簡単にトイレに出入りできる若い女であるはずだ。でなければ犯行の機き会かいを見み極きわめることは不可能だろう。

　うーん、ますます分からなくなってきた。護衛の目をかいくぐって拉致しようとするならば、綿めん密みつな計画が必要のはずだ。しかし話を聞くと、どうも偶ぐう発はつ的てきな要よう素そが絡からんできているようにも見える。

　……考え方を変えてみるか。たとえばだ。女子トイレの中で人目をはばかるようなことをやっていた何者かがいて、それを柚流が目もく撃げきしてしまい、口くち封ふうじのために拉致されたとか。タバコを吸すっていた……ぐらいで拉致されるなんてことはないだろうが、今の時代なら大学のトイレで麻ま薬やくの取引してました、ぐらい有あり得えるだろう。金持ちのガキどもが通う大学だ、そういったスキャンダルには敏びん感かんだろうし。

　やはり事件現場が何か臭におうな。トイレだけに。

「影野様、他には何か？」

「ん？　ああ、今のところはもういい。おかげで色いろ々いろと分かった」

「そうですか、それはなによりです。どうか、柚流様を無ぶ事じ捜し出してあげてください」

　俺はあらためて河口という女性運転手の顔を見た。悪い顔立ちではない。それに、この若さで三友商事御ご令れい嬢じようの護衛に選ばれたということは、かなりの実力も持っているのだろう。

「全力は尽つくそう」

　とりあえずそう答えるしかなかった。

　ただ、俺の頭の中ではある一つの推測が芽め生ばえ始めていた。

　嫌いやな予よ感かんがする。柚流はすでに俺にとっては無関係の女だ。しかし一度付き合ったことは確かであるわけで、ひょっとするとこれは──俺にとっては最悪の結けつ論ろんかもしれない。
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　それからは特に会話もなく、車は都と市し部ぶを抜ぬけて住宅地に出た。庭付き一いつ戸こ建だての豪ごう邸ていがズラリ並ならぶ、いわゆる高こう級きゆう住宅街というやつである。

　住菱邸ていに到とう着ちやくしたのはそれからさらに五分ほど走ってからだった。

　なにしろ日本に名立たる大企業の社長宅である。大きいだろうと想像はしていた。

　だが、それは想像以上だった。高級住宅街の中でもひときわ目を引く広い屋や敷しき。高さはないが、とにかくでかい。建物の横よこ幅はばだけで三〇〇メートルぐらいはある。庭こそ屋敷の広さに比べればあまり広くないようだったが、一等地にこれだけの屋敷だ。どれほどの価か値ちがあるのかなど想像もつかない。

「では影野様。お帰りになられる時、また参まいりますので」

　俺を玄げん関かんの前で降おろすと、運転席から河口が顔を出した。

「ああ。ありがとう」

　礼を言うと、車は敷しき地ちの隅すみの方へ移い動どうしていった。奥おくに車しや庫こでもあるのだろう。

「いらっしゃいませ、影野様。捜そう査さの状況はどうですか？」

　入れ替かわる形で俺を出で迎むかえたのは、馬場清という食えない秘書だった。

「昨日報告してから一ひと晩ばんしか経たってないんだ、進展するわけもない」

「ごもっともですな。ではまあ、とりあえずお屋敷の中をご案内いたしましょうか」

「ちょっと待て。その前に一つ聞きたいんだが」

「は？　なんでございましょう？」

「あんた、あの社長の秘書なんだろ？　秘書ってのは常つねに社長の側そばに付つき従したがうもんじゃないのか？　ましてや、わざわざあんたが俺を案内をする必要なんてないだろう。別に誰でもできるだろうし」

「なるほど、もっともです。しかしご安心ください、秘書は私以外にもおりますので。社長にしても、しわがれかけたジジイよりはぱっつんぱっつんのメガネ秘書の方がお好みでしょうし」

　ぱっつんぱっつん……。いつの時代の死し語ごだ、それは。

「……娘むすめが誘拐されたかも分からん状況でそれはないと思うが」

「ごもっともです、詮せん無ないことを申し上げました、お忘れください。ただ、これはここだけの話にしておいて欲しいのですが、実は影野様に今回の件を依い頼らいしようと強く推おしたのは私でして。社長も始めは強く反対したのですが、私が強ごう引いんに押おし切りました。それゆえ、今回の件で影野様への応おう対たいはすべて私がやれと申しつかっておりますので」

「……そいつは知らなかったな。ということはだ、俺はあんたに礼の一つでも言っておいた方がいいのか？　経けい緯いはどうあれ実み入いりのいい仕事を紹しよう介かいしてもらったわけだからな」

「はっはっは、これはご冗じよう談だんを。気持ちのまったくこもってないお礼なんて言われても嬉うれしくもなんともございません。影野様がもっと若くて美しいご婦人だったら別ですが」

「……反はん論ろんする気は起きないが、抗こう議ぎだけはしておく。俺はまだ二十三だ、一応は若いつもりでいるんだがな」

「ああ、そういえばそうでしたな、すっかり失しつ念ねんしておりました。その、とてもそうは見えませんでしたので」

　……よく言われるだけにこれまた反論できない。

　しかし、この老人があの大社長の秘書である理由の一つがなんとなく分かったぞ。このまったく隠かくし立てをしない性格が評ひよう価かされたに違ちがいない。

「……話を戻もどそう。そういえば、あの女を運転手に選んだのもあんたらしいな」

「ええ、左さ様ようにございます。捜査するに当たっては、すべての関係者に会って頂いただいた方が良いでしょうから」

　確かに得えるところはあった。だがこのジジイに礼を言うのもなんとなくイヤになってきたので黙だまっておく。

「おっと、こんな寒いところでいつまでも立ち話はなんです。では柚流様の部屋に御ご案あん内ない致いたします」

「ああ、頼たのむ」

　と、でかい屋敷に入ろうとしたそのとき。

　玄関の大きなドアが勝かつ手てに開いた。ドアが勝手に開くわけはない。中から一人の女──いや、女の子が出てきたためである。

　高校生ぐらいだろうか？　長い髪かみ、血色の良い肌はだ、無む地じの白いブラウスにカーデガン、ロングスカート。〝お嬢じよう様さま〟と言われれば万ばん人にんが納なつ得とくしそうな格かつ好こうである。はて、誰だろう？

　その少女は俺たちの側そばまでやってくると、俺の顔を一度覗のぞき見てからじいさんに向かって口を開いた。

「馬場さん、この人がそう？」

「これは優ゆう香かお嬢様。ええ、そうですが……」

「へえ、この人が例の……。ふうん、へえ……」

　優香と呼ばれた少女が、物もの珍めずらしそうに俺を見る。俺は希き少しよう種しゆの動物か？　まあ探たん偵ていなんて似たようなものかもしれないが。

「おい、じいさん。この女の子は？」

「は？　優香様ですが」

「いや、そうじゃなくって。まさかあんたの孫まごってわけじゃないんだろ？　柚流の親しん戚せきか何かか？」

「何を言っておられるのですか、優香様は柚流様の妹ですよ」

「…………」

　なにぃっ!?

「なんだと、妹っ!?　柚流には妹がいたのか!?」

「……あなた、姉さんのこと調べてるのに、そんなことも知らなかったの？」

　驚おどろきを隠せない様よう子すで優香という少女が言った。この場合、呆あきれられなかっただけマシというべきか。

「ああ、申し訳ございません。そういえば必ひつ要よう無ないと思い、優香様のことは何もお伝えしておりませんでしたかな」

「……いや、あんたが謝あやまることじゃない。その程てい度どのことも知らなかった俺のミスだ」

「そうですか。ではなんでしたらお帰りになるまでに優香様の資し料りようでも御用意しておきますが」

「えー！　なにそれ、駄だ目めよそんなの！　プライバシーの侵しん害がいだわ！　そもそも私の資料なんて一体何書いてあるのよ!?」

　元気なお嬢様だ。言われてみると、確たしかに柚流と似ている。

「……じいさん。こいつに関する資料は別にいい」

「あら、ありがとう！　さすが探偵だけあって紳しん士しなのね」

　にっこりと嬉しそうに微ほほ笑えむ少女。探偵と紳士がどう繫つながるのかは分からない。

　しかしショックだった。柚流は自分の家族のことはまったくしゃべりたがらなかった。まあ人の家庭に口を挟はさむ権けん利りなどないということで、俺も特に聞き出そうとはしなかった。だが昨日は柚流についてあちこち聞いて回ったのだ。にもかかわらず、妹がいるなんてことは全く、全然、これっぽっちも気付かなかった。よくこれで探偵なんて職しよく業ぎようをやってられる。家族構こう成せいぐらい最初に調べておけというものだ。

　とはいえ、これだけ調ちよう査さしたのに一度も妹の存そん在ざいが浮うかび上がらなかったということは、逆ぎやくに言えばこの少女が今回の事件とは全く縁えんのない人間ということでもある。ちょっと負け惜おしみっぽいが。

「では影野様、あらためてお部屋へ御ご案あん内ないしますので」

「あ、待って馬場さん。姉さんの部屋へは私が案内するわ。いいでしょう？」

「は？　はあ、私は別に構かまいませんが……」

「決まりね。じゃあ行きましょう、探偵さん」

「…………」

　気付いたときにはすでに少女に腕うでを引ひっ張ぱられていた。断ことわる理由も思い浮かばなかったので、なすがままにさせる。馬場が一礼して俺を見送った。

　まあ、自分の姉の部屋だ。あまりたくさんの男に見せたくもないのだろう。
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「ここが姉さんの部屋よ。いくら姉さんがいないといっても、あんまりジロジロ見て欲ほしくはないんだけど」

　二階の南側に面している大きな一室。そこが柚流の部屋だった。

　俺の事務所より広いとか、俺の事務所より綺き麗れいで片付いているとか、まあそんな予想通りのことはこの際さいどうでもいいだろう。

　そんなことを別にすれば、普ふ通つうの女の子っぽい部屋だった。ベッド、机つくえ、椅い子す、本ほん棚だな、ぬいぐるみに小物にポスター、テレビにビデオに豪ごう華かステレオセット。

　とりあえず部屋を見て回るが、まあ当たり前だが事件解かい決けつに繫つながるようなものは見つからない。

　……うーむ。しかし、どうも気になる。

　部屋をぐるぐる歩き回っている俺に、さっきからずっと注そそがれている一組の視し線せんが。

　俺はたまらず後ろの少女を振ふり返った。

「なあ、優香……だったな。一つ聞いておきたいんだが」

「ん？　なあに？」

「君は俺の監かん視しか？」

「い、いいえ、そんなことしないわ。ただ、探偵さんてどんなことをするのかに興きよう味みがあるだけ」

「まあそういうことにしておこう。だが別に探偵が部屋を調べるからって、虫むし眼め鏡がねで地面を調べるわけでもないし、壁かべを叩たたいて隠し部屋を探すわけでもない。面おも白しろいことは何もないと思うがな」

「ええ、それでもいいわ」

「そうか。じゃあ好きにしろ。ただし、俺が何をしようと口を挟はさむなよ。口を開いていいのは俺が何か質問する時だけだ。いいな」

「うん、分かった。でも、それなら今のうちに一つだけ聞かせて欲しいことがあるんだけど」

「なんだ？」




「なんで姉さんと別れたの？」




　……立ちくらみがした。

　そりゃそうか、俺のことを柚流から聞いていてもおかしくはない。あるいはあのじいさんか。だが、答えてやる気には到とう底ていなれなかった。

「今すぐ部屋を出て行くか、俺が指し示じするまで黙だまっているか、好きな方を選べ」

「……卑ひ怯きよう者もの」

「ああ、それが正解だよ」

「え？　なんか言った？」

「なんでもない。黙っているか出て行くか、さっさと選べ」

「分かったわよ」

　口をとがらせて黙り込む。なるほど、そのすねた仕し種ぐさは柚流にそっくりだった。

　うーむ、しかしとにかく豪華な部屋である。床ゆかは隅すみ々ずみまで絨じゆう毯たん張ばりだったし、天てん井じようの明かりは稀まれにみる〝しゃんでりあ〟というやつである。

　机一つとってもマガホニーだかマホガニーだかの高こう級きゆう品ひん。果たして俺の事務所の家か財ざい道どう具ぐ一いつ式しきを売り払はらったとしても、この机一つ分になるだろうか。

　机の上にはパソコンがあった。もちろんただのパソコンではない。なぜかキーボードとマウスが木製だ。カスタムメイドというやつだろうか？　つくづく、俺みたいな貧びん乏ぼう人にんが柚流と付き合えたことが奇き跡せきのように思えてならない。

「どうかしたの？」

　ずっと黙って部屋を見ていたからだろう、優香が口を開いた。

「いや、なんでもない」

　部屋の豪華さに目を奪うばわれていました──などと正直に言えば、確実にこの少女の俺を見る目は変わっていただろう。無む論ろん、悪い方向にだが。

　しかし……。一通り部屋を見て回ったものの、やっぱり新しい発見はなかった。すでに警察もそれなりに捜そう索さくしているはずだし、そうそう新しい発見が出てくるわけもないだろうが。

　だが、俺にはこの事件について、一つの推理が生まれ始めている。

　その推理を簡かん単たんに実じつ証しようできるあるものが、この部屋には置かれているのだ。

　タンスである。

　男の直ちよつ感かんで一番下を開けてみる。

「あっ、そこは……！」

　優香が驚おどろいた様子で声をあげたので、俺は予想通りのものが入っていることが分かった。

　下着である。

　無む造ぞう作さに中をかき回す。

「ちょっ、ちょっと、何してるのよ！」

「みりゃ分かるだろう。女物の下着が入っている棚を調べている」

「や、やめてよ、そんなこと！　あなた変へん態たい!?」

　やれやれ……。

　俺は優香の方を横目で軽く睨にらんだ。

「出て行け。ジャマだ」

「！」

　少し本気で言ったのが功こうを奏そうしたか、優香は怯おびえたように身をすくめた。

「俺だってこういうことをすればどういう目で見られるかぐらい分かるし、その手の変な趣しゆ味みはない。必要だからこういうことしているんだ、それを一いち々いち変態だのなんだの言われる筋すじ合あいはない。お前を同席させたのが間ま違ちがいだった、さっさと出て行け」

「ご、ごめんなさい……あたし、そんなつもりじゃ……」

　俺の言葉に圧あつ倒とうされたのだろうか、怯えたように弁べん解かいする。

　シルクの下着の手て触ざわりってちょっといいな、ああ、それになんかいい匂においが──などとちょっとばかり思っていたことは絶ぜつ対たいの秘ひ密みつである。

「じゃあ黙って見ていろ。口を開いていいのは俺が質問する時だけだと言ったはずだ」

「はい、すいません……」

　しゅんと落ちこむ。もしこの少女に相手の心を読む能のう力りよくでもあったら、大人の言葉をそのまま受け取ってはいけないという良い教きよう訓くんが得られたことだろう。

　下着漁あさりを再開する。だが、残っていたものは総そうじて地じ味みなものばかりだった。

　そう、ちょうど今朝夢で見たばかりの、あの黒い下着がなかった。

「柚流が持ってる下着は、これだけか？」

「いえ、その上の棚も下着が入ってるけど……」

　さすがお嬢じようさま。下着の種類も豊ほう富ふというわけか。

　俺は優香の痛い視線を気にしつつも、一段上の棚の中を丹たん念ねんに調べ上げ、あの黒い下着がないことを確かく認にんした。

　思った通りだ。幸か不幸か。

　となると、次に調べるべきは──恐おそらくこいつだ。

「柚流はパソコンを使っていたな？」

「うん。私も姉さんに色々教えてもらったぐらいだから。インターネットとか絵を描かいたりしてたみたい」

　ならば調べておく価か値ちは充じゆう分ぶんある。

　パソコンを起き動どうさせる。搭とう載さいされているＯＳは、細かいバージョンこそ分からないが、そこら中に普ふ及きゆうしているポピュラーなやつだった。

　特にパスワードなどもかけられていない。まあ普通のユーザーならそれが当たり前なのだろうが。

　マウスを使って操そう作さを始める。かなり高こう性せい能のうのパソコンだ。当然のようにネットも常じよう時じ接せつ続ぞくになっている。……プロバイダがヨヘーＢＢなのはどうかとも思ったが。ハードディスクは一六〇ギガバイトもあったが、実じつ際さいに使っている容よう量りようはその四分の一足らずだった。

　まず調べるべきはインターネットの閲えつ覧らん履り歴れきである。インターネットでウェブサイトを閲覧すると、そのサイトで使われている画像などのデータが一時的に閲覧者のパソコンにダウンロードされる。そうすることによって、同じウェブサイトを再び見ようとする際さいの処しよ理りを軽けい減げんできたりするのだ。

　その履歴は、設せつ定ていにもよるがハードディスク容よう量りように余よ裕ゆうがあればかなり長期間パソコン上に残る。

　だが調べてみると──おかしなことに、それらのデータはすべて消えていた。履歴を残さない設定にしていたとも考えられるが……設定を調べてみてもそんな痕こん跡せきはなかった。ここは誰かが意い図と的てきに消したと考えるべきだろう。実際、履歴はボタン一つで簡単に消せるし。問題は柚流が失しつ踪そうしたこのタイミングで、その操作を誰がやったかということだが……。

　俺は疑ぎ問もんを解かい決けつすべく、メーラーを起ち上げた。もしメールの方もすべて消えていたら──

　だが、その懸け念ねんは杞き憂ゆうだった。こちらにはちゃんとメールが残っていた。

　数は結けつ構こう多い。四千通ぐらいはあった。

「柚流のインターネット歴れきって確か三年ぐらいだったよな？　大学に入ってから買ったって言ってたし」

「うん。間違いなくそのぐらいよ」

　まあ三年もネットをやっていれば四千通ぐらいのメールは残るだろう。

　俺は懐ふところから探たん偵ていの七つ道具の一つ、ＣＤＲを取り出した。一昔前はともかく、今はこれを持ち歩いてないと探偵なんてできない。と思う。

「なにそれ？」

「空のＣＤだ。ここにデータを焼く」

「へえ」

　メーラーを操作して、すべてのメールとアドレス帳ちようを書き出すエクスポート。そのファイルをＣＤに焼いて持ち出せば、他のパソコンでも柚流のやり取りしたメールを調べることができる。最近はどんなパソコンでもＣＤが焼けるので非ひ常じように便べん利りだ。

「よし、もう充分だ、俺は帰るとしよう」

「え、もういいの？」

「ああ、目的は果たせた」

「そう、残念……。もうちょっと色々見たかったのにな」

　本当に残念そうな顔をする。だがさしあたって付き合ってやる義ぎ理りもなかったので、優香を置いてさっさと部屋を出ることにする。

「じゃあな。色々面めん倒どうをかけたな」

「あ、ちょっと待って。最後に一つだけ……」

「……なんだ？」

「姉さんを、お願い。もし姉さんに何かあったら、私……」

　それはこの少女が初めて見せたしおらしい態たい度どだった。

　しかし先ほどからの元気のいい言げん動どうを見み過すぎたせいか、思わず芝しば居いではないのかと思ってしまう俺は多た分ぶんひねくれ者なのだろう。

「安心しろ、お前の姉は多分無ぶ事じだろうさ」

　俺はそれだけ言い残すと、少女の反はん応のうも見ずに部屋を出た。
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「影野様」

「うわっ！」

　一階に降りた瞬しゆん間かん、おどかすようにぬっとあらわれたのは馬場のじいさんだった。

「いきなりそのツラを出すな、びっくりするだろ！」

「すいません影野様、私もたまには童どう心しんに帰ってみたくなりまして。しかし今の一言は微び妙みように傷付けられるのですが」

「残念だが撤てつ回かいする気はない。で、なんだよ？　まさか本当におどかすことが目的だっつったら蹴けるからな」

「はあ、実は柚流様の事件を担たん当とうしておられる岩いわ本もとという刑けい事じがさきほどいらっしゃいまして。お会いになられますか？」

　岩本。刑事には少々知り合いがいるが、聞き覚えのない名前だった。

　まあいくら大だい企き業ぎようの社長令れい嬢じようとはいえ、身みの代しろ金きん要求もなく、家出と誘ゆう拐かいの区く別べつもつかない、本来なら絶ぜつ対たいに警察が動くことなどないような事件を担当させられるような刑事である。その上、一週間捜査してなんの成せい果かも上げられていないという事実から見ても、決して有能ではないのだろう。

　会っても得られるものがあるとは思えなかったが、顔ぐらいは見ておきたかった。

「会おう」

「はい、ではこちらへ」

　案内されたのは一階にある待合室だった。家の中に待合室があるぐらいで今いま更さら驚おどろいてはいけないのだろう。

　そしてそこには──俺の想像していた刑事はいなかった。

「ほう。貴き様さまが影野とかいう、うさんくさい探偵だな？」

　……ブタがしゃべった。

　第一印いん象しようは肉の塊かたまりだった。たるんだ腹はらにあご、無ぶ精しようヒゲ、黄ばんだ歯。身長は一六〇センチといったところだろうか？　半ばハゲあがった頭とう皮ひは、窓から入る太陽の明かりを反射してテカテカと光っている。皺しわだらけのズボンをサスペンダーで引ひっ張ぱり上げているのは、丸っこい体型にベルトが使えないからだろう。

「おい、なんとか言ったらどうだ？」

　そして偉えらそうな声。この人間とブタを足して三で割ったようなヤツと会話をせにゃならんのかと思うと、気が萎なえて行くのが分かった。

「あんたが岩本か？」

「ふん、これだから最近の若いヤツは。目上の人間に対する口の利きき方も知らんのか」

「人のことをうさんくさい呼ばわりする人間の皮をかぶったブタに、礼れい儀ぎを尽つくす必ひつ要よう性せいを感じないんでね」

「なっ、なんだと!?　貴様、本官を侮ぶ辱じよくする気か！」

「今のがほめてるように聞こえたなら、とっとと小学校の授業でも受けなおしてこい。もっとも、ブタの入学を認みとめてくれる学校があればの話だがな」

　ブタは、ゆでブタになった。

「本官を侮辱した罪つみで逮たい捕ほしてくれる！　おとなしく手を出せ！」

「岩本様、この屋や敷しきで揉もめ事はやめていただきたい」

　馬場のじいさんがいつもの飄ひよう々ひようとした口調でなだめる。ブタ刑事も三友商事の権力は怖こわいらしく、ゆでブタはたちまち普ふ通つうのブタに冷めていった。

「ふん、まあいい。聞くところによれば貴様もこの件に関かかわっているようだが、三流探偵の出る幕まくじゃない。恥はじをさらす前にさっさと手を引くんだな」

　やれやれ。手を出せと言ったり引けと言ったり、忙いそがしいやつである。

「一週間経たってもなんの足取り一つ摑つかめていない税ぜい金きん泥どろ棒ぼうに言われたくないな」

「なんだとっ、貴様！」

「岩本様」

　ゆでブタに変身したかと思うと、またなだめられて静かになる。その変わり様は面おも白しろいと言えなくもない。

「ふっ、ふん、まあいい。いいか、貴様に一つ忠ちゆう告こくしてやろう。この私でさえ、一週間かかっても何の手がかりも得られておらんのだ！　一いつ介かいの探偵など役に立つわけもない、後で無む能のうだということがばれる前にさっさと手を引くがいい。これは老ろう婆ば心しんで言っているのだぞ！」

「それは親切にどうも。だがすまんな刑事さん、あいにく俺はこの事件の手がかりをもうすでに摑んでるんだ。あと二日も経たずに解決して見せるさ、あんたより先にな」

「なっ、なんだとぉ……!?」

　別にそこまで教えてやる義ぎ理りはなかったが、なんというかこのブタにはそれぐらい言ってやらないと気がすまなかった。

「ふっ、ふん！　どうせハッタリだろう、こんなバカ探偵の戯ざれ言などに付き合ってはおれんわ！　報ほう告こくも済んだのだ、私は帰るぞ！」

「はい、ご苦労様でした。またよろしくお願いします」

　人間が出来ているからかどうかはしらないが、馬場のじいさんは部屋から出て行く人ブタにさえ、深ふか々ぶかと頭を下げて見送った。

　あんなブタに部屋を漁あさられたのであろう柚流には深く同情する。

　……まさか、あいつがあの下着を持って行ったってことはないだろうな。

「すいませんでした影野様。こんなことになるのでしたら会わない方がよろしかったでしょうか？」

「いいや、そんなことはない。ストレス解かい消しようにはなった」

「それはそれは。ではもう今日はお帰りになられますか？　でしたらお送りしますが……」

「ああ、事務所へはまだ戻もどらんが、車を出してくれるならありがたい」

「では車を回しておきましょう」

　と、ここで馬場は口調を急にあらためた。

「それで、影野様」

「分かってる。調査の進展を聞きたいんだろ？」

「ええ。仰おつしやるとおりです」

「楽らつ観かん的てきなことはまだ言えないが……安心しろ。恐おそらく、まだちゃんと生きている」

「ほう、それは本当ですか。嬉うれしゅうございます」

　と言っているワリには、表情にあまり変化はなかった。まあ普ふ段だんからなかなか表情を変えないじいさんである。これが嬉しがっている表情なのかもしれないが。

「ただし、住菱のじいさんにはまだ伝えるなよ。最悪の可か能のう性せいが無なくなったわけじゃないからな」

「は、承うけたまわりました。では、引き続きよろしくお願いします」

「ああ、じゃあな」
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　外に出ると、そこにはすでに車が待たい機きしていた。運転席から顔を覗のぞかせているのは、朝と同じ……そう、河口由紀という女性だ。

「御ご希き望ぼうの場所へお送りするように言われております。どうぞお乗り下さい」

「ああ、すまない」

　後部座席のドアが開き、俺は体を車内に滑すべり込ませた。

「ちょっと繁はん華か街がいの方へやってくれ」

「はい、分かりました」

　完全にタクシーである。

「探たん偵ていさーん！」

　とそのとき。どこからか声が聞こえた。この界かい隈わいに探偵なんて俺しかいないだろうし、ひょっとしなくても俺を呼んでるんだろうか？

「ああ、二階に優香様が」

　河口が指差した方に目を向けると、確かに優香が笑え顔がおで手をぶんぶんと振ふっていた。

「また来てねー！」

　……別れた元カノの実じつ家かなんぞ、そうそう来れるわけがなかろう。

　どうしたらいいか分からず、俺は河口に尋たずねた。

「手でも振ればいいと思うか？」

「私に言われましても……」

　それもそうだ。とりあえず俺は義ぎ理りで手を軽く掲かかげた。それに気付いた優香がさらに大きく手を振る。

「……行ってくれ」

「はあ」

　車が出発すると、ようやく手を振るのを止めたのが見えた。

　さて、また会う機き会かいなんぞあるのやら。
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「この辺あたりでよろしいのですか？」

「ああ。止めてくれ」

　繁華街の大きな交こう差さ点てん。ここから裏うら路ろ地じに入れば、ショットバー〝パール〟である。

　道みち端ばたに車を止めてもらい、さっさと降りる。

「では、柚流様のこと、くれぐれもよろしくお願いします」

「ああ」

　通行の邪じや魔まにならないよう出発する車を見送ると、俺は体が凍こごえ始める前に、さっさと路地の奥おくへ向かった。〝準じゆん備び中ちゆう〟と書かれた札がかけられているのを無む視しし、飾かざり気けの無ない木製のドアを開ける。

　途と端たんに聞こえ出すサザエサソのＯＰテーマ（ピアノバージョン）。

「あら、影野ちゃんじゃない」

　いい加か減げん、「ちゃん」付けはやめて欲ほしい。

「どうしたの？　お茶でも飲みにきたの？　それとも……あ・た・し？」

「…………」

「じょ、冗じよう談だんよ冗談。そんな怖い顔でにらまないでよ。あ、でも怒おこった影野ちゃんの顔も、あたし結けつ構こう……好・き・よ？」

「……………………」

「……そこまで呆あきれた顔されるとちょっと傷付くんだけど」

「そろそろ用件に入っていいか？」

「もう、ホントに冗談が通じないのね。で、今日は何よ？」

「頼たのみたいことがある」

　俺は柚流のパソコンから採さい取しゆしたデータが入っているＣＤを取り出し、カウンターに置いた。

「こいつに例の柚流って娘むすめのパソコンに残っていたメールとアドレス帳のデータが入っている。俺の見立てだと、恐おそらく犯人と彼女はメールで何らかのやり取りをしていたはずなんだ。まあそのやり取りしたデータはとっくに消されてるだろうがな」

「なるほど。でも消されてるんなら調べようがないじゃない？」

「ああ、パソコンの上では消えてるだろう。だが彼女が使ってるメールサーバーには誰とやり取りしたかのログが入ってるはずだろ？」

「なるほど。ここ一か月分ぐらいの送受信のログと、パソコンに残ってるメールのデータを照らし合わせて、削さく除じよされたのを探し出せってことね？」

「そういうことだ。頼めるか？」

「その子が使ってるプロバイダってどこ？」

「ヨヘーＢＢだ」

「へえ、社長令れい嬢じようが使ってるにしちゃえらく平へい凡ぼんね。まあそれぐらい大おお手てならいくらでも協力者がいるから簡かん単たんよ。でも誰とメールをやり取りしたかを調べるだけならともかく、そのメールの内容まで調べるんだったらちょっと割わり高だかだし時間もかかるわよ？　他人が出したメールの内容にまでアクセスできる社員となるとさすがに少ないし」

「ああ、メールの内容まで調べろとは言わん。誰とやり取りしてたのかさえ分かればあとはこっちでやる。ある程てい度どの見当も付いてるしな」

「分かったわ。じゃあちょっと調べてくるわね」

　と、マスターは店の奥へ入って行った。

　この店は個人情報を大量に扱あつかうあらゆる企き業ぎようや役所に独どく自じのネットワークを持っている。特にネット全ぜん盛せいである現在では、ほとんどすべてのプロバイダに手を回していると言ってもいい。

　どれほどセキュリティの厚あつい企業でも、その社員すべてが倫りん理り観かんに厚いと断だん言げんできるところはない。そういった社員は大たい抵てい、小こ遣づかいと引ひき換かえに情報を売り渡わたすことにも抵てい抗こうを持たない。

　この店はそういった人々から情報を買い、そして俺たちのような人間に売っているのだ。俺たちもまた情報を買うだけではなく、小遣いを欲ほしがっているどこかの社員を店に紹しよう介かいして紹介料をもらったりもしている。これが結けつ構こう少なくない小遣い稼かせぎになる上に、どうやら俺はそういった不ふ届とどきな人間にワタリをつけることに才さい能のうがあるらしく、今ではすっかり店の馴な染じみになってしまったというわけである。

　五分も経たたない内に、マスターはＣＤとＡ４用紙を一枚持って戻ってきた。

「大した数じゃなかったから簡単だったわ。これが結果よ」

　紙を俺に渡す。

　Ａ４の用紙には、メールアドレスとＩＰアドレス──十桁けたほどの数字の羅ら列れつで、ようするにネット上の住所を示す番号だ──がそれぞれ三つずつ書かれていた。余よ白はくがもったいない。

「その三つがメールを送受信したログが残ってるのに、メールのデータが消されてるものだわ。どうする？　別料金になるけど住所調べてく？　ＩＰアドレスがわかったからそれぐらいできるわよ？」

「ああ、こいつだけ調べてくれ」

　三つの内、一つを指差した。

　懐ふところの茶ちや封ぶう筒とうから高こう額がく紙し幣へいをまた一ひと摑つかみして、マスターに渡す。

「ありがと。でも一つだけでいいの？　それにこのドメインって……」

「ああ、多分そういうことだ」

「ふうん。なるほど、あたしも事件の真しん相そう分かっちゃったわ」

　そう言ってマスターはまた奥へ入っていく。が、今度は二分も経たない内に戻ってきた。

「はいどうぞ。近場だし、ドメインがドメインだったからすぐ判はん明めいしたわ、これよ」

　また新しいＡ４の用紙を差し出す。そこには俺が指定したアドレスの持ち主に関する情報が三行だけ書かれていた。これまたＡ４用紙の無む駄だ使い。

「助かった。これでどうとでもなる。じゃあな、邪魔した」

「ああン、もう帰っちゃうの？　まあいいわ、今は忙いそがしそうだし。今度は夜にでも来てねン？」

「……その言葉遣いを直すなら来てやる」

　俺の考えに間ま違ちがえがなければ、これで解かい決けつのはずである。
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　俺は少し時間を潰つぶして夕方になるのを待ってから、マスターから受け取った用紙に書かれた住所へと向かった。

　そこはアパートの一室だった。ただし俺の事務所のような古いところではなく、新しん築ちくされて何年も経たっていないような綺き麗れいなアパートである。おまけに駐ちゆう車しや場じよう付き。

　さて、問題は在宅かどうかである。今日は土曜日だし、この時間ならいると思うのだが……。

　一階のとある玄げん関かんの前に立ち、インターホン付きの呼よび鈴りんを押おす。

『はい？』

　スピーカーを通してすぐに若い男の声が聞こえてきた。どうやらすでに帰宅していてくれたらしい。

「近こん藤どう広ひろ昭あきさんですね？　住菱柚流さんの失しつ踪そう事件についてお伺うかがいしたいのですが……」

　営業用の声で話す。

『私の知っていることは警察にすべて話したはずですが』

　どうやら勝手に俺のことを警察だと思い込んだらしい。

「いえ、私は三友商事に雇やとわれた私立探たん偵ていでして。少しお話をさせて頂いただけませんか？」

『……た、探偵？……お待ち下さい』

　間もなくドアが開かれ、長身の男性が姿を現した。

「何の御ご用ようでしょうか？」

「私立関南大学の、近藤広昭助じよ教きよう授じゆですね？」

「ええ、そうですが」

〝パール〟でもらった資し料りようによれば、二十八歳さいになるらしい。高学歴、高身長。ルックスも悪くない。二十八歳で金持ち大学の助教授というぐらいなのだから、並なみ外はずれた頭ず脳のうも持っているのだろう。収しゆう入にゆうも決して悪いものではないだろうし。

　さて、ちょっとは反応を示してくれよ……。

　俺は一度ゴホンと咳せき払ばらいすると、丁てい寧ねいな口調を取り去っていつもの調子で話しかけた。

「あんたが連れ去った住菱柚流を出してもらおうか」

「…………！」

　近藤は息を飲み、目に見えて動どう揺ようした。

「分かりやすい反応で助かるな。やっぱりあんたが犯人なんだろ？」

「……な、なんなんですかあなたは。勝手にやってきて人を犯人呼ばわりして。本当に三友商事に雇われた探偵なんですか？」

　俺は馬場のじいさんにもらった名めい刺しを見せ、ついでに自分の名刺を無む理り矢や理り押し付ける。

「これじゃ不満か？　なんなら、この場で電話でもすればいいさ」

「……わ、分かりました、それは認めましょう。でも、なんの根こん拠きよがあって僕が犯人だと言うんですか」

「俺を今すぐ部屋の奥おくに入れてくれりゃ証明は簡単だと思うがな。ま、あんたは入れてくれないだろうが」

「……い、今部屋は散ちらかってますので」

「まあそうだろうよ。じゃあ立ち話でなんだがなぜあんたが犯人と分かったか教えてやる。そうすりゃ少しは素す直なおになってくれるだろうしな。あんたも事件の概がい要ようは聞いているな？」

「そ、それはまあ、大体は」

「住菱柚流は八日前に通っていた大学のトイレへ行った際さい、そのまま行方ゆくえ不ふ明めいになった。ここまではいいな？　だが彼女には、たとえ大学の授業中であっても四六時中護衛が付いていた。さて、ここでいきなり話が変わって恐きよう縮しゆくなんだが、そもそも護衛を付けるってのはなんのためだと思う？」

　俺の試ためすような口調が気に触さわったのか、近藤は鋭するどい目で俺を睨にらんだ。

「……知りませんよそんなこと。その人を守ること以外にどんな理由があるんですか」

「そう、それが正解さ。護衛というのは護衛対象を守るためにある。当たり前だな。一方でこれも当然のことだが、四六時中護衛されているような人間を誘ゆう拐かいするってのは難むずかしい。だろ？　俺は大学で色々話を聞いてみたが、不ふ審しんな人物を見かけたという話はただの一つも聞けなかった。にもかかわらず、ずっと護衛が付いていた柚流は簡単に消しよう息そくを絶たった。一体どんな技術を持ったやつが誘拐したんだろうな」

「……私に分かるわけありません」

「そりゃそうだ。さて、一つ方向性を変えよう。

　さっき護衛の付いた人間を誘拐するのは極きわめて困こん難なんだと言ったな。だがたった一つ、護衛が付いていても誘拐が簡単にできる要よう素そがある」

「…………」

「護衛される側の人間が、自ら誘拐されることを望んだ場合だ。この場合だけはいくら護衛が力を尽つくしても、誘拐を防ぐことは不可能だ。

　俺が何が言いたいか分かってきたか？」

「……続けてください」

　血の気の失うせた表情で言う。

「柚流は自分の護衛にトイレに行くと言い、護衛の目から離はなれたそのスキに消しよう息そく不ふ明めいになった。だが私立の有名な大学だけあって、あそこに部外者が入るのは極めて困難だ。護衛から聞いた話なんだが、目を離した時間は十五分にも満たなかったらしいしな。

　考えられることはただ一つだ。つまり、住菱柚流は当初から誰かに誘拐されるつもりだったんだよ」

「…………」

　近藤は黙だまって俺の言葉を聞いていた。無表情を装よそおってはいるが、どことなく落ちつきがなくなっているようにも見える。

「それだけじゃない。俺は柚流の部屋に押おしかけてパソコンを調べた。すると、ウェブサイトを閲えつ覧らんしたログが全すべて綺き麗れいさっぱり整せい理りされていた。ハードディスクは充じゆう分ぶんに余よ裕ゆうがあったし、俺には意図的に誰かが消したとしか思えなかった。ただおかしなことに、メールのデータについてはほとんどが残っていたんだよ。

　だから俺はこう推理したのさ。いくらなんでも他人が柚流の部屋に上がりこんでパソコンをいじくるのは不可能だ。つまり、パソコンをいじったのは柚流本人だとな。自分が行方不明になったらパソコンを調べられるぐらいのことは推測できたんだろう。インターネットってもんをやってれば、誰だってあまり人に知られたくないページを閲覧することもある。そのログを消しておきたかったんだろうな、身しん辺ぺん整理ってわけさ。

　それだけじゃない、俺は柚流の下着が入っているタンスまで調べた。おっと、誤ご解かいはするなよ。柚流の妹同伴だからな。その結果、何が分かったと思う？　派は手でな下着が一組なくなってるってさ。

　それで俺は確信したのさ、柚流は最初から誰かに誘拐されるつもりだったとな。いや、正確に言うなら誘拐というより駆かけ落ちの部ぶ類るいに入るんだろうが」

「…………」

　近藤はまだ表情を変えなかったが、俺の視線を避さけ、地面をじっと見つめていた。

　俺はかまわず続けた。

「さて、じゃあ問題は誰が誘拐したのかということだな。

　一番可能性が高いのは、柚流が唯ゆい一いつ外部の男と接せつ点てんを有するであろう大学だ。その上で彼女が自分から誘拐されるつもりだったと仮か定ていするのなら、こういう推理が成り立つ。まずトイレへ行くといって護衛から離れる。その後、あらかじめ打ち合わせていた誰かと合ごう流りゆうし、連れ立って外へ行く。とはいえ、通っている大学だ、いつ知っている人間と顔を合わすか分からない。恐おそらく柚流は、車にでも隠かくれて大学を出たんだろうな。こう仮定した場合、外部の人間ではなく大学の構こう造ぞうをよく知っており、なおかつ車で自由に出入りが出来る大学の関係者が犯人だと考えるのが妥だ当とうだ。

　だから俺は真っ先にあんたのような大学の教授たちを疑うたがった。そしてこう推理したんだ。駆け落ちするほどの相手がいるなら、必ずパソコンでメールのやりとりぐらいしてるだろうってな。

　だがそんなデータがあったとすれば、柚流が真っ先に消していただろう。メールデータなら管かん理りも簡単だしな。だから俺はちょいとコネを使って、柚流が使っていたプロバイダに残っていたメールのログを調べたのさ。柚流のパソコンには何らデータが残っていないにもかかわらず、メールをやりとりしたログが残っている人間を探し出すためにな。該がい当とうしたのは三つあった。その中に、俺の推測を裏付けるメールアドレスが一つだけあったんだ。

　ドメインって知ってるか？　メールアドレスの＠アツトマークの後ろの部分のことだ。よくあるのはＣＯ．ＪＰってヤツだな。これがＣＯだったらコーポレーション、ＪＰだったら日本、つまりＣＯ．ＪＰなら日本の会社が管かん理りしているメールアドレスだということを示す。まああんたも助教授ならそれぐらいは知ってるだろう？」

「……それが何か？」

「話が早くて助かるね。同様に、大学なんかも大たい抵てい独どく自じドメインを持っている。大学で教きよう鞭べん取ってるあんたなら知らないわけないよな？　大学のドメインにはＡＣって付くことを。俺はそれを見つけたのさ。柚流のパソコンからデータは消されていたが、プロバイダのログには残っていた、ＡＣドメインのメールアドレスを。それで俺はそいつが犯人だと確信し、ちょいとコネを使ってそのメールアドレスからあんたの住所を割り出したというわけさ」

「……彼女は大学生なんだ。大学の教授や事務所にメールを出したって何も不ふ思し議ぎなことはないだろう」

「そう、当然ながらあんたに出す可能性も否ひ定ていできないわけだな」

「…………」

「さ、これで俺の推理は全部だ。それよりあんたにも聞かせて欲ほしいね。難むずかしいことは言わない、〝はい〟か〝いいえ〟で答えてくれ。あんた、住菱柚流を誘拐……とは言うまい、駆け落ちしたな？」

「……いいえ、だ」

　思っていたより早い返事だった。やはり状況証しよう拠こだけの説せつ得とくはしんどい。

「うちにその子がいるという証拠でもあるのか？　さっきから聞いてれば、僕が犯人だって理由は君の推測でしかないじゃないか」

　正せい論ろんでゴネられた。伊だ達てに大学教授なんてやってるわけではないようだ。

「そうか、ならしょうがないな。確かにあんたの言った通り、今言ったことは全部俺の推測と状況証拠に過ぎない。

　だが、これだけは言っておく。俺はあんたのメールアドレスからこの住所を見つけ出したんだ。パソコン上のデータは簡単に消せるが、メールを出すのに使ったサーバーのデータはそうはいかん。警察が捜そう査さ令れい状じようの一枚ぐらい用意すれば簡単に読まれちまうぞ？　そこにどんな文面が書かれてあるかは知らんがな」

「……それは何かの脅おどしですか？」

「あんたがどう解かい釈しやくしようと興きよう味みはないな。

　そんなことよりもだ、あんたのためにもう一度だけ聞いてやろう、〝はい〟か〝いいえ〟か？」

「…………」

　顔色が青くなってきた。もう一押しだ。

「いいか、俺のバックには三友商事が付いているのを忘れるなよ。俺だって探たん偵ていだ、なんならこの周辺を四六時中張はり込んだっていい。ここは一階だしな、その気になれば部屋に忍しのび込むのも簡単だろうよ。いや、もちろん俺はそんなことやらないが、三友商事が本気になればどうなることやら」

「…………」

　近藤は依い然ぜん黙ったままだった。

　仕方ない、これでダメなら奥おくの手だ。噓うそ八はつ百ぴやくを並べ立てて脅してみるとしよう。

「やれやれ、だんまりか。仕方ない、じゃあもう俺は帰るが……。これだけはハッキリ伝えておくぞ。住菱柚流は知っての通り三友商事社長のご令れい嬢じようだ。これはこの失しつ踪そう事件を担当している刑けい事じからの話だがな、とある犯罪組織がその身み柄がらを確かく保ほしようと暗あん躍やくしているそうだ。こいつは映画でも冗じよう談だんでもない、正しよう真しん正しよう銘めい、殺人から人身売買、麻ま薬やく密みつ売ばいまでなんでもござれの犯罪組織さ。

　こんなアパートじゃセキュリティなんて期待できないだろうしな、あんた、腕うでっぷしは強い方か？」

「…………」

　相あい変かわらずだんまりは変わらない。が、どこか神しん妙みような表情にも見える。

「ま、あんたには関係ないことか。住菱柚流のことなんて知らないんだからな。じゃあな、連れん絡らく先はさっき渡わたした名めい刺しに書いてある通りだ。その気になったら電話でもしてくれ。手て遅おくれにならないうちにな」

　背を向け、ゆっくりと歩き出す。

　頼たのむ、もう白はく状じようしてくれ。

　これでダメだったら、後はもう強ごう引いんに家に忍び込むぐらいしかない。幸い俺は弁護士でもないから多少強引な手を取ることにも躊ちゆう躇ちよはないが、できれば警察沙ざ汰たになりかねないようなことには手を出したくない。

　一歩、二歩、三歩。やはり忍び込むしかないか、と思ったその時だった。

「待ってください！」

　どうやら──かかったようだ。俺は面おも白しろくなさそうなフリをして振ふり返った。

「なんだよ？」

「……全部、あなたの言った通りです。柚流は今、部屋にいます……」

　力なくそう言うと、肩かたを落とした。

「そうか。上がらせてもらって構かまわんな？」

　近藤は無む言ごんで頷うなずくと、ドアを開いて俺を招き入れた。

　誘導されるまま廊ろう下かを歩く。アパートには違ちがいないが、２ＬＤＫぐらいはありそうだった。……俺の事務所より広いじゃないか。

　廊下を抜ぬけた先はキッチンだった。いや、ダイニングキッチンと表現する方が適てき当とうだろう。食事の準備中だったらしく、テーブルの上には皿さらが並べられ、そして流し台のところにいるのは──

　半年ぶりか。後姿だったが、見間違うはずもない。エプロンをつけた柚流だった。

　俺たちの気け配はいに気付いたのか、振り返る。

「広昭さん？　随ずい分ぶん長かったけど、どう──あ」

　俺と目が合い、その表情が凍こおりつく。

　去年より少し髪かみを伸のばしたようだ。セミロングがロングになっている。だがそれ以外はまったく変わっていない、あのころの柚流のままだった。唯ゆい一いつ違っているところがあるとすれば──今俺に向けている驚きよう愕がくと畏い怖ふを足して二で割わったような視線だろうか。

「かっ、影かげ野の英えい治じ！　なんであなたがここに!?」

　……呼びつけかよ。そりゃ昔みたく英治さんと呼んでくれとは言わないが、もう少しなんとかならないものか。

「柚流。落ち着いて聞いてくれ。彼は君を捜さがすために君のお父さんが雇やとった探偵だそうだ」

「なっ……！」

　ショックに口を抑おさえる。

　だがすぐに俺に向かって身を乗り出すように口を開いた。

「広昭さんは悪くないわ！　私が……全部私のわがままがいけないんです！」

　次のセリフがそれかよ。一応俺たちは付き合ってたんじゃなかったか？　久しぶりねの一言ぐらいあってもいいんじゃないのか。柚流の中じゃ俺はすでに他人扱あつかいか？　いや、それどころか悪人扱いなのか？

「何を言ってるんだ柚流」と、近藤が柚流の肩を抱だき、自分に振り向かせる。「いいんだ、僕が君に変な提てい案あんをしたからいけなかったんだ。君は何も悪くない。お義父さんも心配してるだろうし、彼の話では君を狙ねらってどこかの犯罪組織も暗躍しているらしい。君は一度僕の元へ来てくれた、もうそれで僕には充じゆう分ぶんだよ。さあ、もうお義父さんの元へ帰るんだ」

「そんな……嫌いやよ、嫌！　私、もうお父さまの元には帰りたくない！」

「わがままを言うんじゃない！　駄だ目めなんだ、僕には君を守り切れる自信がない……。君の幸せのためにも、君はお義父さんの元へ戻もどるべきなんだよ……」

　……耳を塞ふさぐわけにはいかないだろうな、やっぱり。

「私、広昭さんと離はなれたくない！　どんな目にあってもいいし、お金も何もいらない、ただあなたの側そばにいたいの！　あなたといたこの一週間は、私の人生の中で一番幸せだったわ……」

「ああ柚流！　僕も君と離れたくないよ……」

「広昭さん……」

　見つめ合う二人。冗談や芝しば居いでやってるわけではない。自分に責任を持つべき二は十た歳ちを超こえた二人の大人が、自分の意思でやってるのだ。

　別に俺としてはもう目的は済んでいるのだ、こんな三流のメロドラマなんか放ほうっておいてさっさと馬場のじいさんにでもこのことを伝えればそれで事は済むのだろうが……。

　そのメロドラマの主演の片割れが元カノだったりする場合……どうも帰るに帰れない。

「でも、駄目なんだ、柚流……。僕はただの一いつ介かいの助教授に過ぎないんだ。居場所もばれてしまった以上、もう君のお父さんから逃のがれる術すべもないだろう。分かってくれ……」

「……それなら大だい丈じよう夫ぶよ。お願い広昭さん。少しこの探偵さんと二人で話をさせて。私、この人とちょっとした知り合いなの」

「そうなのか？　そういえば二人とも初しよ対たい面めんという感じはしなかったけど……。……いいよ、分かった、好きにするといい。僕は隣となりの部屋にいるから」

　近藤は俺に軽く会え釈しやくしてから、部屋を出て行った。

　こうして、ようやく俺と柚流は二人っきりで再会することになった。

「久しぶりね、英治さ……いえ、影野さん」

「ああ、久しぶりだ」

　ようやくのまともな挨あい拶さつ。

「お父さまの依い頼らいで、私を捜しにきたのね？」

「ああ、そうだ」

「なぜ？」

「なぜ……って言われてもな」

「半年前、あなたは私を捨すてて行ったわ。そんなあなたが、今度は私の幸せを邪じや魔ましにきたの？　なんでよ！　あなたのどこにそんな権利があるって言うのよ！」

「ち、違う。それは誤解だ。俺はただお前のことが心配だっただけで──」

「ウソよ！　名めい探たん偵ていのあなたのことよ、私が誘ゆう拐かいされたんじゃなくて駆かけ落ちしたってことぐらい、とっくに分かってたはずよ！　心配されるいわれなんてないわ！」

　……図ず星ぼしだった。

　柚流の部屋を調べたときから、俺には確信があった。これは誘拐ではなく駆け落ちであると。

「だ、だけどな柚流。君は日本に名だたる大だい企き業ぎようの社長の令れい嬢じようなんだぞ。君を狙っている犯罪組織だってあるんだ、こんなところにいることがバレれば、本当に誘拐されたっておかしくないんだぞ」

「そういうときだけまた私をご令嬢扱いするのね！　そんなのどうせあなたが広昭さんを脅かすためにでっち上げた話でしょ！　何が犯罪組織よ、それどこの小説!?　日本で大企業の社長や娘が誘拐されたって話をただの一度でも聞いたことがある!?　本当の犯罪組織なら、営えい利り誘拐がワリに合わないってことぐらい分かってるはずだわ！」

　……女のカンは鋭するどくて困る。

　実じつ際さいのところ、表に出ないだけでそういう話がないわけじゃないのだが、この場でそれを言ってもなんの説得にもならないだろうな。

「もう一度聞くわ。なんで今いま更さら私のところへ来たの、影野さん」

　びっくりするほど冷たい声で言う。

　正直、大声で罵ば倒とうされるよりもきつい。

「……分かった。正直に言おう。嫉しつ妬としたんだ。君が駆け落ちをした相手に。それに、確かく認にんしたかった。そいつがどんな相手だったのかを」

「家いえ柄がらを理由に私を振ふった人が、何が嫉妬してたよ！　ええ、あなたに心配されるまでもなく広昭さんは最高の人だわ！　あなたと違って、私がご令嬢だと知っても変わらない態たい度どで接してくれた！　あなたと違って、私と一いつ緒しよに逃にげてくれた！　そう、あなたとは違ってね！」

　……俺の心しん臓ぞうにぐさぐさとナイフが突つき刺ささる。

　キツイ。そりゃあ歓かん迎げいされるとは思ってなかったし、今のも予よ測そくできたセリフだ。しかし、現実にここまで言われるのは相そう当とうキツイぞ。

　うなだれている俺に少しは気き兼がねしたのか、柚流は少し声のトーンを落とした。

「それで、これからどうするつもり？　お父さまに報ほう告こくしに行くのかしら？　たくさんの報ほう酬しゆうと引き換かえに？　まあそれならそれでいいわ。どっちにしろ、私は広昭さんの傍そばを離れない。もしあなたがお父さまに報告しに行くというなら、すぐにでもまた二人で逃にげ出してやるわ」

「そんなに……愛してるのか、あの男のことを」

「ええ、愛しているわ」

　柚流は即そく座ざに答えた。

「あなたに振られて、私がどれだけ傷ついたかなんて全然知らないんでしょうね。もう二度とまともな恋こいなんてできるとは思わなかった。みんながみんな、あたしの家柄のことを知ると腫はれ物ものにでも触さわるようにしか接してくれない、そうでなければお父さまの財ざい産さん目め当あてよ。広昭さんは、普ふ通つうに私と接してくれたたった一人の例外。私にはそれで充分よ」

　心臓に刺しこまれたナイフを、容よう赦しやなくねじられた気がした。

　いや、よく考えればこんなセリフに俺が動どう揺ようさせられる必要はないはずなのだ。俺がこの依頼を引き受けたのは報酬目当て。別に柚流とヨリを戻すことが目的だったとか、そういうわけではないのだ。断だんじて。

　確かに柚流は今は幸せなようだ。だが十年後、二十年後もそうだとは限らない。大体、駆け落ちしたカップルの末まつ路ろなんて最初の愛情さえ冷めればひどいものだ。

　だが、そんなことを他人の俺が説明する義ぎ務むも義ぎ理りもない。

　もはや俺にできることはない。

「……分かった。ならもう好きにしろ。昔むかし付き合った義理だ、俺はこのことを誰にも報告しない。警察もこの件では動いてるようだが、刑けい事じは無む能のうそうなヤツだった。いつかは見つかるかもしれないが、少しぐらい準備する時間はできるだろうよ。駆け落ちでもなんでも好きなようにすればいい」

　柚流は驚おどろいたように俺を見つめ、そして目を伏ふせた。

「……お礼を言った方がいいのかしら？」

「報酬をパアにしやがったワガママな女に礼を言われたって嬉うれしくなんかないさ」

　俺は柚流と再会してから初めて笑った。いや、それは笑ったというより苦く笑しようというべきかもしれないが。

「そう。ごめんなさいね、ワガママな女で」

　まあこれでいいのだろう。実際のところあの近藤とかいう男がどこまで誠せい実じつなヤツなのかは分からない。

　だがあいつは俺にできないことをして、柚流を幸せにしてやろうという意い思しを持っていた。もはや俺と柚流が単なる他人同士である以上、干かん渉しようする余地もない。

　俺は柚流の顔を見ていられず、なんとなく視し線せんを逸そらした。




　異い変へんに気付いたのは、そのときのことだった。




　こんな展開になったせいか、よほど俺にも余よ裕ゆうがなくなっていたらしい。

　なぜ今まで気が付かなかったんだろう。

　窓の外に、人ひと影かげがあった。

「誰だ!?」

　突とつ然ぜんの大声に柚流がびくっと体を震ふるわせる。それに構かまわず俺はサッシ窓を開けた。

　だが一歩遅おそかった。その何者かは、俺に顔を見られるより早く走り去っていた。

　このタイミングである。あれがただの通りすがりの泥どろ棒ぼうや変へん質しつ者しやの類たぐいでないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。俺は靴くつもはかずに後を追った。

　アパートを出て路ろ地じに出る。すぐ目の前を車が走り去ったのはほとんど同時だった。

　運転手の顔が一瞬だけ見えたものの、俺の知らない若い男だった。

　だが問題は、チラっと見えたその車のナンバーだった。

　……まずい。話は変わるが、探偵と一番相あい性しようが悪いのは何か？

　泥棒？　悪人？

　どれも違ちがう。正解は警察である。探偵はなにかと警察に睨にらまれやすい。家宅侵しん入にゆうや盗とう聴ちようは日常行こう為いだし、警察の捜そう査さ圏けんに踏ふみ込んだりして顰ひん蹙しゆくを買うこともしばしばである。睨まれて当然というべきか。

　そんなわけで俺は無む用ような危険を回かい避ひするために、とあるところから手に入れた覆ふく面めんパトカーのナンバーをすべて記き憶おくしている。

　その一つが、まさしくあの車と一いつ致ちしていた。つまり、考えられることは一つ。柚流の部屋を覗のぞいていたあの男──あれは、刑事だ。

　なぜ刑事がこんなところにいたのか。

　理由は、一つしかなかった。




　とぼとぼと部屋に戻もどると、柚流と近藤が待っていた。

「どうしたんですか探偵さん。突然部屋を飛び出して行ったって聞きましたけど」

「……よくない知らせがある。さっき部屋の外に誰かが潜ひそんでいたのが見えたんだ。それで慌あわてて追いかけたんだが……刑事だった」

「なんですって……!?」

　柚流が息を吞のむ。この分だと俺はまた嫌きらわれそうだな。いや、俺は他人なんだ、これ以上嫌われたところでどうでもいいか。

「警察がもうそこまで来てたっていうの……!?　なんで……！」

「柚流。お前の父親は、お前が誘ゆう拐かいされたと思い込んで犯人を身元不明のまま告こく訴そした。本来は身みの代しろ金きんの要求もないような事件じゃ警察は誘拐として捜そう査さはしない。だが今回は告訴した人間が超ちよう一流企き業ぎようの社長だからな。警察も水すい面めん下かでは一応動いてるんだ。で──どうも俺は尾つけられたらしい」

「そ、そんな……！」

　俺にとってもとんだ誤ご算さんだ。一週間なんの成せい果かも上げられなかったあの刑事が、今になって自力でここまでたどり着いたとは考えにくい。昼間、あの刑事に会ったときに、「俺にはもう犯人が分かってる」などと挑ちよう発はつしたのがいけなかったのだろう。恐おそらく、聞き捨てならぬと部下に俺を尾び行こうさせたのだ。くそ、尾行は俺の専せん門もん分ぶん野やだぞ、まさかその俺が気付かなかったとは。事件の真相が分かって俺が動揺してしまったせいか、それともあの若い刑事の尾行技ぎ術じゆつが優すぐれていたのか……。

　いずれにせよ、過か去こを悔くやんでも仕方がない。

「そ、それで!?　私たちこれからどうなるのよ!?」

「まあ慌あわてるな。さっきの刑事らしき男はすぐにこの部屋に踏み込もうとはしなかった。誘拐の現げん行こう犯はんで逮たい捕ほされてもおかしくない男がいたにもかかわらずな。

　ということは恐らくあの刑事は下したっ端ぱなんだろ。今ごろは連れん絡らくを受けた他の刑事がこっちに急きゆう行こうしてるはずだ。功こう績せきを横取りするためにな」

　そしてその刑事こそ、昼間に会った人ブタ刑事こと岩本に違いない。

「じゃあ今すぐにでも逃げないと……！　急ぎましょう、広昭さん！」

　柚流が近藤の腕うでを取る。

「まあ待て、落ち着け。警察が本気になったらお前たちが逃げ延のびることなんて不可能だ。住所はすでにばれた。車のナンバーも割れるだろう。非ひ常じよう線せんでも張はられれば素人しろうとに逃げ道なんてない」

「で、でも！　じゃあどうしろって言うのよ」

　俺はすぐに返事をせず、額ひたいに手を当てて考え込んだ。

　果たしてあとどれだけの猶ゆう予よがあるだろうか。

　ただ警察がここに急行するだけなら十分と猶予はない。だがその場合、逮捕状を用意する時間はないはずだ。現行犯逮捕ということになる。まさしくこの場には誘拐の被ひ害がい者しやと容よう疑ぎ者しやと思おぼしき人間が揃そろっているのだ、現行犯逮捕も不可能ではないかもしれない。

　だがあの刑事はこの事件の捜査にすでに一週間も費ついやし、何も成果を上げられないでいる。となると、現行犯でポンと逮捕できました──とするよりは、地じ道みちな捜査の末すえに逮捕しました、この一週間は決して無む駄だに過ごしたわけではありませんと強きよう調ちようするために、逮捕状を請せい求きゆうして正せい規きの手続きを踏んでくるかもしれない。その場合、多少なりとも余裕ができるが……。

　いやダメだ、こんな楽らつ観かん的てきな考えでどうする。警察はあと十分でここへ来ると考えるべきだ。そうなった場合、俺にできることと言えば──。

　ダメだ、まったく思いつかない。

　……仕方ない。

　この手だけは使いたくなかった。だが仕方あるまい。誘拐か駆け落ちかという微び妙みような法ほう律りつ判はん断だんが必要なのだ。

　極きわめて不ふ本ほん意いではあるが──専せん門もん家かの助じよ言げんを仰あおがねばなるまい。

「……知り合いにこういう荒あら事ごとの専門家がいる。ちょっと待っててくれ、電話してくるから」

「専門家？」

　柚流は不ふ審しんげな目で俺を見た。

「一体どういう人？　こういう荒事の専門家って」

　俺は我われながら苦々しい口調で答えた。

「……弁べん護ご士しだ」




　　　　◆




　アパートを出ると、携けい帯たいを取り出してとある知り合いの弁護士にかける。

　断じて友人などではない。単なる知り合いである。

『はい、もしもし』

「俺だ」

『なんだ、お前か。お前から電話が来るとは珍めずらしいな。どうした、ストーカー禁きん止し法ほう案あんに引っかかってブタ箱にでも入れられたか？　そういうことなら喜んで留りゆう置ち所じよまで行ってやるぞ、記念撮さつ影えい用のカメラでも持ってな。なんなら弁護もしてやるぞ、着ちやく手しゆ金きん十万前まえ払ばらいでな』

「……誰もそんなことは言っていない。とにかく相談したいことがあるんだ、話を聞け」

『そうか。ウチの相談料は三十分五千円ってことになってるからよろしく。あ、でも電話の場合は電話代がかかるしな、質問三つにつき五千円ってことにしたからよろしく』

「……おい。たった質問三つで五千円はボリ過ぎじゃないか？」

『いやいや、相そう場ばを考えればウチは安いほうさ。で、残り二つの質問はなんだ？』

「…………」

　お、落ち着け俺。この程てい度どのことは予測していたはずだ。とっとと目的を果たさなければ。

「よく聞いてくれ。少し込み入った事情があってな──」

　事情をかいつまんで話す。

　とある大人物から、誘拐されたと思おぼしき娘むすめの捜そう索さく依い頼らいを受けたこと。

　だが捜査の末に判はん明めいしたのは、その娘は誘拐されたのではなく自らの意思で男と駆け落ちしたという事じ実じつ。

　しかも運悪く二人の潜せん伏ぷく先さきは警察の知るところとなってしまった。

　状じよう況きようからして、駆け落ちした男を誘拐罪で引ひっ張ぱることなどできるとは思えないが、今回の場合は裏で様さま々ざまな強い権力が動いている。このままでは間もなくやってくる警察にその男は誘拐の現行犯で逮捕されることになるだろう。しかし俺としてはその男を助けてやりたい。時間はもはやほとんどないが、何か有ゆう効こうな手しゆ段だんはないものか──。

　さすがにその誘拐された女が俺の元カノだったという事実は伏ふせておくことにする。この悪あく魔まにその事実を知られた日には、棺かん桶おけに入るまでネタにされかねない。

『なるほど、事情は分かった。しかしどうも解げせないな。お前への依頼はその女を捜さがしだすことなんだろ？　ならそんな男のことなんてどうでもいいだろ、さっさと依頼主に報ほう告こくすればお前の仕事は済むんじゃないのか？』

　ちっ。根は腐くさっていて性格は最悪だが、頭はキレる。やはり感づかれたか。

「うるさい。余よ計けいなことは言わなくていい」

『ふっ、語るに落ちたな。さては……その誘拐されたって女の方に何か関係があるんじゃないのか？　状況からして……そうだな、そいつがお前と昔付き合っていた女だったって可能性は充じゆう分ぶんありそうだな。しかもお前はその女への未練が捨てられず、幸せになって欲ほしいからやむなく俺にこうして電話したとか。違ちがう？』

「どうでもいいだろう、そんなことは！　未練なんかない！」

　と、そこで俺は乗せられたことに気付いた。

『はっはっは、こんな誘ゆう導どう尋じん問もんに引っかかるとは甘あまいな。そうか、元カノへの義ぎ理りを果たしたいってわけか。はっはっは、しかしそういう事情かよ。お前がねえ？　なんというか……痛いた々いたしいなあ』

　ぐさり。

　くそ、しみじみ言うんじゃねえ。まったく今日は厄やく日びだ。元カノにはなじられるし、こいつにはよりにもよって痛々しいとか言われちまった。

「同じことを二度も言わせるな、どうでもいいだろ、そんなことは。もうこっちには時間がないんだ、手伝ってくれるのかくれないのか、はっきりしやがれ」

『ま、いいだろう。他ほかならぬお前の頼たのみだ、なんとかしてやる。だがその前に一つ確かく認にんしておきたい』

「何だ？」

　そのクソ弁護士は少し間を空けてから言った。

『本当に、いいんだな？』

「……何のことだ？」

『よく考えてみろ。その教師とやらがとんでもなくずる賢がしこい男で、金のためにそのご令れい嬢じようとやらをたぶらかしている可能性だってあるだろうが。仮に今は財産などいらん、そんなのが目的じゃあないなんて言ってたとしても、将しよう来らいは分からんぞ。法ほう律りつは遺い族ぞくが金を受け取ることを保ほ証しようしてるんだからな。その元カノとやらが泣くことになっても知らんぞ』

「それはない。あの男は無む実じつだ。……いや、確かにお前の言うとおり将来までは分からんさ。だが、今のところは無実、それで充分だ」

　そう、あの教師は無実、後ろめたいところなどないのだろう。そうでなければ妙みようにカンの鋭するどい柚流の親愛をあそこまで一いつ身しんに受けることもなかったはずだ。

　……いや、これは推測というより願がん望ぼうだな。俺としても、あの男には柚流を幸せにしてもらいたい。俺のできなかったことを実現してもらいたいのだ。それが誘拐罪でブタ箱行き、なんてことになってはあまりにもお粗そ末まつ過ぎる。

『ふん、いいだろう。お前がそういうなら俺は指し示じ通りやってやるだけだ。運が良かったな、幸い午後五時にはなってない。役所もまだ営業はしてるだろう』

　五時？　確かに時計は四時半を回ったところだが、それが何の関係があるというのだろう。まさか五時になったら営業終了とでも抜ぬかすつもりか？　いや、こいつなら充分有あり得うる話だが。

　いや、今そんなことを気にしても仕方がない。こいつが関係あると言えばあるのだろう。もう任せるしかない。

『ところで、報ほう酬しゆうはどうなるんだ？　分かってるだろうが、弁護士を雇やとうとなると少しばかりかかるぞ？』

「それなら心配するな、小金が入ったんだ。十万ぐらいは払はらってやる」

『はっ、珍めずらしく気前がいいな。だがその金はいらねーよ。そんなややこしい依頼、まともな弁護料なんて取れるか。いいさ、タダでやってやるよ』

「………………それは助かるが」

　喜ぶより先に思わず警けい戒かいしてしまった。こいつの場合、タダより高いものはない。

『ただし──』

　そらきた。

『──一回貸かしにしとくからな？』

　このとき、俺は電話越ごしだったにもかかわらず、この弁護士が邪じや悪あくな笑えみを浮うかべているのだろうと容よう易いに想像ついた。

　そしてこの借りが後々凄すさまじく高く付くことになることは、もちろん予測はできた。

　が……拒きよ否ひはできなかった。

　女で身を持ち崩くずすというのは、きっとこういうことなのだと思う。




　　　　◆




　……意外なことに、近藤広昭の部屋に警察がやってきたのはそれから三十分も後のことだった。

　ピンポンピンポンと何度もうるさく呼び鈴が鳴らされる。

「はいはい、今出ますよ、と」

　と、そういってドアを開けたのは──俺である。

　玄げん関かんの外にいたのは、やはりというか昼間に会った岩本という人とブタの合成刑けい事じだった。その後ろにも何人か刑事と制服警官の姿が見える。

「ふん、半日ぶりだな、ヘボ探たん偵てい」

「……何の用だ？」

　岩本は懐ふところから一枚の紙を取り出し、俺に突つきつけた。

「この部屋の住人に逮たい捕ほ状じようが出ている。貴様ももちろん知っているだろう、近藤広昭という男をな」

「ほう」

　わざわざ正規の手続きを踏ふんでくるとは。しかしよく逮捕状が請せい求きゆうできるだけの証しよう拠こを準備できたものだ。まあ腐くさってもブタ、一週間の捜査で下調べぐらいはしていたのだろうか？　あるいはその逮捕状を許可した裁さい判ばん官かんはこの男から甘あまい汁しるでも吸わせてもらっているとか……。有り得ない話ではないところが恐ろしい。

「どこにいる？　奥おくだな？」

「いや、今ここにはいない」

「ふん、見え透すいたウソをつきおって。まあいい、なら中をあらためさせてもらおう。おっと、貴様の許可などいらんぞ、ここが貴様の部屋でないことは分かっているからな」

　と、俺を押おしのけてどすどすと部屋の奥に入っていく刑事の群むれ。




　だが、ダイニングルームで彼らを迎むかえたのは──近藤広昭などではなかった。

　そこにいたのは、腕うでと足を組んで横おう柄へいな態たい度どで椅い子すに座すわっている目つきの悪い若い男が一名。

「……誰だ、貴様？」

　その目つきの悪い男は唇くちびるを吊つり上げ、小こ馬ば鹿かにしたような顔をして、

「いきなり貴様呼ばわりとは礼れい儀ぎを知らんヤツだな。お前こそ誰だ？　ま、あんたみたいな脇わき役やく顔なんざ俺の記き憶おくにゃ残らんだろうが、一いち応おう名な乗のる機き会かいぐらい与あたえてやるぞ？」

「う、うぬぬぬぬぬ！」

　岩本は顔を真っ赤にして警察手て帳ちようを取り出した。

「貴様、本官を侮ぶ辱じよくする気か！　これが目に入らぬか、私は刑事だぞ！」

「はっ、刑事がなんだってんだ。あんたの方こそ頭ずが高いぞ、俺をどなたと心得る。この襟えり元もとのバッジが目に入らんのか」

　そこで初めて岩本は、その男がつけているバッジに気付いた。

　色は金色、描えがかれる模も様ようは天てん秤びん。

「き、貴様！　まさか弁護士か!?」

「ああそのまさか、弁護士さ。分かったなら態度をあらためろ、敬けい語ごを使え」

「ふん！　そんなバッジが怖こわくて刑事などやってられるか！」

　……ふと気付いたんだがこの二人、結けつ構こう性格が似にてるんじゃないだろうか。

「ええい、貴様などどうでもいい。それよりも近藤広昭はどこだ!?　誘ゆう拐かいの罪で逮捕する！」

「その男はここにはいない、残念だったな。そういうわけだから家宅侵しん入にゆう罪ざいに問われる前にさっさと帰るがいい」

「ふん！　貴様はこの部屋の持ち主か!?　違ちがうだろう、でなければ家宅侵入罪になど問えぬわ！　これは被ひ疑ぎ者しやの居い場ば所しよを知るために必要なことなのだ、じっくり部屋の中を調べさせてもらうとしよう！」

「あんたこそ勘かん違ちがいしてるようだな。あいにくだが俺は今、近藤広昭の法ほう的てき代だい理り人にんでもあるのさ。依い頼らい人にんが持つあらゆる権利を保ほ護ごする義務がある。つまり、捜そう査さ令れい状じようも持たずに勝手に他人の家に入ってきた泥どろ棒ぼうどもに、出て行けと命令することもできるのさ。あんたらが拒きよ否ひすれば晴れて不ふ退たい去きよ罪ざい成せい立りつってわけだ」

「ぬぐっ!?　なんだと、貴様があいつの弁護士……！」

　岩本は目に見えてたじろいだ。しかし持ち前の神経の図ず太ぶとさゆえか、すぐに立ち直り、

「ま、まあいい。ここに弁護士がいるならむしろ好こう都つ合ごうだ。さあそこの弁護士、逮捕されたくなければ正直に答えろ。近藤広昭には誘拐罪で逮捕状が出ている。貴様が代理人なら当然居場所は知っているんだろう、今すぐ言ったほうが身のためだぞ。かばいだてする気なら公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいで逮捕してやる♪　これは脅おどしではないからな！」

「確かに俺は近藤広昭の居場所を知っている。だがあんたに言う義理はないな」

「ほほう」

　岩本はエサを見つけたブタのごとく舌したなめずりして笑った。

「逮捕状の出ている人間をかばえば、いかに委い任にんを受けた弁護士といえど罪になることは知っているはずだ。良かろう、ではとりあえず貴様に署しよまでご同どう行こう願おうか」

「拒否する。たとえ逮捕状を見せ付けられようが、その逮捕の理由に根こん拠きよがなければ効こう力りよくなどないも同じだ」

「はっ！　何をたわけたことを！　近藤広昭が住菱柚流を誘拐し、この部屋に監かん禁きんしていたことは明らかなのだ！　被害者の家族からは告こく訴そ状じようも出ている！　根拠がない!?　なんのジョークだ、では根拠がないという根拠を聞かせてもらおうじゃないか！　どうだ、答えられまい！」

「ふん、語ることはなにもない。ただ俺は見せてやるだけさ。根拠がないという証しよう拠こをな」

　と、その時だった。

　まるで図はかったようなタイミングでドアが開かれ、二人の人物が入ってきたのだ。

「弁護士さん！　なんとか間に合いましたよ！」

　入ってきたのは近藤広昭と、そして近藤柚流。

　その手には一枚の紙切れが握にぎられていた。

　ふう。どうやらこれで事は解決しそうだ。ようやく俺は一息ついた。

　そしてこのとき、岩本はようやく入ってきたのが逮捕状を突つきつけるべき相手であることに気付いた。

「あっ！　き、貴様は近藤広昭！　ついに見つけたぞ、お前を逮捕する！」

「あいにくだが、そいつは拒否する」

　答えたのは弁護士だった。

　岩本がまた何か言いだす前に、近藤と柚流が持ってきた紙切れを奪うばい取り、岩本に突きつける。

「な、なんだこれは」

「見りゃ分かるだろ。婚こん姻いん受じゆ理り証しよう明めいだ」

「婚姻受理証明だと!?　はっ、それがなんだというんだ、そんなものがあっても誘拐した事実は動かんぞ！」

「そういう前にまず法律を思い出すんだな。あんたも刑事なら、刑法の『略りやく取しゆおよび誘拐の罪』ってのがどんな条じよう項こうかぐらい知ってるだろ？」

「それぐらい知っている！　刑法第二二五条、営利、わいせつまたは結けつ婚こんの目的で人を略りやく奪だつまたは誘拐した者は一年以上一〇年以下の懲ちよう役えきに処しよすという条項だ！」

「さすが刑事だけあって詳くわしいじゃないか。じゃあ刑法二二九条は知ってるか？」

「当然だ！　誘拐罪は営利目的でない限り、被害者または法律の定める者の告訴がなければ検察官が起き訴そできないという条項だ！　だが、今回は父親から正式に告訴がされている！　問題はなにもない！」

「おい刑事さんよ。それで全部じゃないだろう、二二九条にはまだ続きがあるのを忘れてるのか？」

「ふん、続きだと？　そんなもの──そんなもの──────そんな……あああああ!?」

　まるでアルミホイルを奥歯で嚙かんだかのように、岩本の表情が硬こう直ちよくした。

「ま、まさか！」

「思い出したようだな。そう、二二九条の続きはこうだ。〝誘拐の対象者が犯人と婚姻した時は、婚姻の無む効こうまたは取消しの裁判が確定した後でなければ告訴の効力がない〟ってな」

「ぬぅわにいいいいいいいい!?」

　岩本はアゴをカクカクと震ふるわせながら、傍かたわらの若い刑事を振ふり返った。

「お、おい、今のは本当なのか？」

「ええ、私も確かにその条項は見た記憶が……。まずいですよ、確かに今のままじゃヤツを引っ張るには根拠が……。とにかく一度検事に相談した方がいいかもしれません」

　そら見たことかと、弁護士はここぞとばかりにふんぞり返った。

「はっはっは、分かったか刑事諸しよ君くん。分かったならこの場はさっさと退ひいて検けん察さつ官かんにでも相談してくるがいい」

「く……クソがぁ！　いいか、これは逃にげるのではない、一時撤てつ退たいだ！　すぐその結婚など無む効こうであると証明してとっ捕つかまえてやるからな！」

　岩本はそう吐はき捨すてると、警官たちを引き連れて家を出て行った。

　そんな警官たちをイヤミな笑え顔がおで見送ると、弁護士は二人の新婚夫婦に向き直った。

「さて、これで俺の役目は終わりだ。状じよう況きようが状況だったからな、あの刑事が言ったとおり結婚を無効にさせられる可能性はゼロじゃない。だが後はあんたらの問題だ。今すぐ実家に戻もどって両親を説せつ得とくするんだな。それで警察への告訴が取り下げられれば万ばん事じ解決だ」

　それが、この事件の幕まく引ひきとなった。

　……なんか俺の立場がないな。




　　　　◆




　後ご日じつ談だん。

　あの後、近藤広昭と住菱柚流──いや違う、近藤夫ふ妻さいは父である住菱秀雄のもとを訪おとずれた。事じ後ご報告のために。

　そこでどんな修しゆ羅ら場ばが繰くり広げられたのかは想像にかたくない。

　強きよう硬こうに反対する父親。一歩も引かない娘むすめとその夫。

　分かっているのは結けつ果かだけ。二人の結婚は認みとめられたということだけだ。

　俺の仕事も一応無ぶ事じ終わったと認められ、百万もの成功報ほう酬しゆうが支し払はらわれ、再び三食昼ひる寝ね付きの生活へと戻った。当分は仕事をしなくても暮らせるだろうし、そもそも当分は何もする気力が起きそうもない。

　俺はこの事件で一体何をしたのか。

　ふと考えると、自分がとても滑こつ稽けいに見えてくる。

　柚流は誘拐されたのではなく男と駆かけ落ちしたのだった。

　そして俺は、別の出会い方をしていれば恋こい敵がたきになったかもしれない男と、柚流を結婚させるお膳ぜん立だてまでしてしまったのだ。おまけに最後の見せ場も某ぼう悪あく徳とく弁護士に取られてしまった。あらためて今回の事件を振ふり返ると、なんかもう本当にどうしようもない。




　さらに、俺を萎なえさせるトドメとなったとある余談がある。

　事件解決からしばらくした後、俺の元へ一通の往おう復ふくはがきが届とどいたのだ。

　結婚式の招しよう待たい状じようだった。

　元カノからの結婚式の招待状である。それだけでも相当なダメージを受けるというのにその招待状には型かた通どおりの招待文の他に、柚流の直じき筆ひつでこう追つい記きがなされていたのだ。




『今度、ちゃんと式をあげることにしました。お父さまには頼たよらず、私たちが稼かせいだお金でです。影野さんも是ぜ非ひいらしてください。でも、これでお金を使い果たしちゃいそうなんでご祝しゆう儀ぎははずんでね』




　……お前に武ぶ士しの情けはないのか。





（影かげ野の君の不ふ遇ぐうな日々　不幸でハードラツク・非情なハードボイルド・失恋ハートブレイク　おわり）









　あとがき







　タクティカル・ジャッジメント短編集第三巻、いかがでしたでしょうか。

　今回の短編は──まあ大だい体たいいつも通りだと思いますが、書き下ろしの方は少々毛け色いろを変えて影かげ野の君を主人公にしてみました。ひねくれ探たん偵ていの彼がなぜイカサマペテン師しの魔ま手しゆに囚とらわれてしまったかというお話でしたが、少しでも愉たのしんでいただければ幸いです。




　さて。早いもので短編集も三冊目、タクティカルシリーズも通つう算さん一一冊目となりました。さすがに一一冊目ともなるとあとがきのパターンが尽つきてしまい困ってしまいます。




　とはいえさすがに「ではまた次巻～」で終わらせてしまっては申もうし訳わけがありませんので、ここで一つ言いい訳わけ──もとい注ちゆう釈しやくと言いますか、少し書いておきたかったことを書いておきます。

　まず、基き本ほん的てきにこの短編集に掲けい載さいされております各短編は、ドラゴンマガジン増ぞう刊かん号「バトルロイヤル」に連れん載さいされているものです。「バトルロイヤル」は季き刊かんになっておりまして、春夏秋冬の三か月ごとに出しゆつ版ぱんされています。

　さて、「バトルロイヤル」に掲載される短編には一つ特とく徴ちようがあります。それは編集部からテーマを指し示じされ、そのテーマに従したがった短編を書くようできるだけ努力しましょう、というものです。

　たとえば春ごろに出版される「バトルロイヤル」ならテーマは『新生活』、冬なら『雪』とか、大体は発売される月に準じゆんじたものが指し定ていされております。

　もちろんタクティカル・ジャッジメントの短編もできるだけその指し標ひように沿そうように執しつ筆ぴつしているのですが、その結けつ果かそれらの短編を一冊の本にして出した場合──。




　本書を含ふくめたタクティカルのＳＳシリーズを読んでいてお気付きになられた方もおられると思いますが、短編ごとに季き節せつが秋になったり春になってたりすることがあります。

　ですがそれは別に『瞬またたく間に半年が過すぎた』という意い味み合あいを持っているわけではありませんので、どうかその辺へんは気にしないでください。




　そして──これが一番大だい事じなことなのですが、「弁べん護ご士し修しゆう習しゆうって八月から一一月までのはずじゃね？」という事じ実じつに関かん連れんして何か矛む盾じゆんが出てくる可か能のう性せいがありますが、筆ひつ者しやとしましてはどうか人生細かいことは気にせず大道を歩んでいただければと思う次し第だいであります、ハイ。




　ちなみにどうでもいい話ですが、本書三つ目の短編である「とある共きよう産さん主しゆ義ぎ者しやの理り不ふ尽じんな日々」ですが、あのときに出されたコンセプトは『祭り』でした。

　文中最後の一文はそのコンセプトに沿ったつもりなんですが、担たん当とうも編集長もまったく気付いてくれませんでした。まあそんなもんです。




　さて、今回のあとがきはページに余あまり余よ裕ゆうがないということなのでそろそろ行数も危あやうくなってまいりました。というわけで最後にお約やく束そくの宣せん伝でんをば。

　富士見ミステリー文庫公こう式しきホームページの方でも少し書かれていたので知ってる方もおられると思いますが、現げん在ざい筆者は夏ごろ出版予定の新作を執しつ筆ぴつ中ちゆう──だったりするのですが……。

　一か月ほどかけてミステリーっぽいものを何ページか書いてみた結けつ果か、筆者と担当Ｓ様双そう方ほうの意見が完かん全ぜんに一いつ致ちし、あえなくボツとしてしまいました。いやあ、ミステリーって書くの難むずかしいです。

　というわけで、現在はこれまでの作品とはまったく違う方ほう向こう性せいで新作を書き始めているのですが、これもまたお蔵くら入りになってしまう可能性はもちろんあるわけでして。（ただでさえ締しめ切りもだいぶ押おし迫せまってまいりましたし……!!）




　というわけで、読者の皆みな様さまには、夏ごろにまたお会いすることができましたら……本当に、とっても、奇き跡せきのごとく幸いのような気がいたします。それではでは。





師走しわすトオル






　追つい伸しん：




　短編集最後に掲載されております「影野君の不ふ遇ぐうな日々」ですが、この作品の最後のオチにつきましては、「平ひら井い骸がい惚こつ」「キリサキ」シリーズでおなじみの田た代しろ先生の体たい験けん談だんを参さん考こうにさせていただきました。

　この場をお借かりしまして、身を削けずるようなネタを提てい供きようしていただいた田代先生には深く御おん礼れい申し上げます。どんまい。
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